




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次








イタズラな紳士の溺愛レンタル恋人








あとがき








ギャラリー
















口絵・本文イラスト／金 ひかる







《一》







「おじい様、お手を」

　ロータリーとなっている玄げん関かん前の車寄せでタクシーを降りた紫し苑おんは、自分に続いてタクシーから降車する祖父に手を差し伸のべる。

「……もういい」

　車から二、三歩離はなれて、自分たちを降ろしたタクシーが動き出したのを確かく認にんすると、不ふ機き嫌げんに呟つぶやいた祖父が紫苑から手を離した。

　ステッキを手に持ってゆっくりと歩き出す祖父に寄り添そい、さり気なく歩行をサポートする。

　過か剰じように気を遣つかって本人に疎うとましがられることなく、傍はたで見ている人に介かい添ぞえをしているのだと感付かれることのなく……距きよ離り感かんが難しい。

　間もなく八十四歳になる祖父が、孫である紫苑にサポートされていても違い和わ感かんはないはずだが、本人の矜きよう持じの問題だとわかるので紫苑は黙もくして従うのみだ。

「この先、階段があります」

　頭ではそうわかっていても、無言を貫つらぬき通せないのは身内の情だろう。目の前の状じよう況きようを、つい口に出してしまう。

「知っておる」

　案内役らしき黒いスーツの男性が二人立っている玄げん関かん扉とびらへは、三段ほどの短い階段がある。小声で伝えた紫苑に、祖父はあからさまに不機嫌な顔と声で返してきた。

「何度も訪ねている場所だ。おまえに言われるまでもない」

　確かに、この邸てい宅たくの主人は祖父と旧知の仲だ。三十年近くに及およぶらしい交友のあいだで、何度か招待されていることも知っている。

　だから、今回も「是ぜ非ひに」という誘さそいを断ることができなかったのだろう。紫苑は多くの言葉を交かわしたことはないが、去年の夏以降はほとんど人前に出ない祖父が、仕方ないから招待に応じてやると重い腰こしを上げたくらいには、親しい関係に違ちがいない。

「いただいた招待状です」

「ご案内いたします」

　招待状を示した紫苑と祖父に、黒いスーツの男性が丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをして先に立って歩き始める。

　ゆったりとした足取りで、三階まで吹ふき抜ぬけとなっている玄関ホールを横切り、大広間らしき一室へと足を踏ふみ入れた。

　広大な庭を有する洋館は外観も見事だが、内部も一いつ般ぱん家庭というより美術館のようだ。

　ガラスケースにはアンティークな雰ふん囲い気きの装そう飾しよく品やガラス細工の小物が並び、白い壁かべには立派な額に入った絵画がいくつも飾かざられている。

　老ろう若にやく男なん女によ、大勢の人がシャンパングラスやワイングラスを手に談だん笑しようしながら、それらを鑑かん賞しようしていた。

　広間に入るなり、祖父の姿を目に留めたらしい恰かつ幅ぷくのいい中年の男性が話しかけてくる。

「……おや、五い十そ川かわ先生。お久しぶりです。一昨年にあった、清し水みず氏の展覧会以来ですか」

「ああ……歳としのせいか、外出が面めん倒どうなんだ。若いもんには、儂わしのような爺じじいが目につかんほうが平和だろう」

「なにを仰おつしやいますやら。昨年の……」

　一見仏ぶつ頂ちよう面づらに見える祖父は、これでも機き嫌げんよく話している。

　ふっと安あん堵どの息をついた紫苑は、会話が長くなりそうだと察して、さり気なく祖父の傍を離れる。

　このホールなら足元に危険はなさそうだし、紫苑が近くにいれば知人の挨あい拶さつを受ける祖父の邪じや魔まになりそうだ。

　公私共に祖父をサポートしている紫苑のことを知っている人はごく一部なので、いちいち紹しよう介かいするのは億おつ劫くうだろう。二十二歳にもなって人見知りする紫苑も、愛あい想そ笑いを絶やさず自己紹介を繰くり返すのは面倒だ。

「……あれかな」

　紫苑と祖父は、パーティーの開始時間より大きく遅おくれてここを訪おとずれている。来らい賓ひんに向けた主人の挨拶も終わっているし、今回のパーティーの目的らしい新しく入手した画えのお披ひ露ろ目めも大方済んでいるのだろう。

　大勢の人があちらこちらで立ち話をしているけれど、壁に飾られている画を眺ながめる人物は多くない。

　今なら、ゆっくりと画を見られそうだ。

「ピサロ……ゴーギャン、モネ？」

　祖父は日本画家で、紫苑も幼い頃ころから日本画には親しみ深い。

　反して、洋画に関してはあまり詳くわしくないけれど、さすがにここに飾られている画家のものは解説などなくても判別がつく。

　それぞれの画は名画ばかりだが、時代や系統に統一感はない。金に飽あかして、有名どころのものをとりあえず集めた……と言わんばかりだ。

　パーティーの招待を受けた祖父が、「アイツは悪あく趣しゆ味みだから好かん」と吐はき捨てた意味が、紫苑にもわかった。

「これ……かな」

　今回のお披露目パーティーの最大の目的である画は、すぐにわかった。紫苑が両りよう腕うでを広げたよりも大きなサイズ的にも、一ひと際きわ目を惹ひく大作だ。

「……ドラクロワ」

　フランスのロマン主義を代表する巨きよ匠しようの画は、独特の色しき彩さいや光と影かげの使い方が特とく徴ちようだ。華か美びな額がく縁ぶちで飾られなくても、画の有する圧あつ倒とう的な空気に気け圧おされる……はずなのだが、ここにある画はなにかが違う。

　五年ほど前に一度、国立美術館で開かい催さいされた展覧会の際に目にしたことのあるドラクロワの絵画は、息さえ忘れるほどのオーラを放っていた。

　腕に鳥とり肌はだが立ち、床ゆかに足の裏が縫ぬい留められたかのようになって、数十分もその場から離れられなかったことを憶おぼえている。

　あの時のドラクロワの画は、ここに飾られている物より小さなサイズで、パッと見の迫はく力りよくはこちらのほうが勝まさっているけれど……。

　身み動じろぎ一つせずにジッと画を見上げていた紫苑だが、不意に斜ななめ後ろから聞こえてきた男の声で我に返った。

「さっきから、こればかり見ているな。気に入った？」

　若い男の声だ。

　チラリと目だけ動かして、視界の端はしに深い紺こん色いろのスーツの生き地じを捉とらえながらポツリと言葉を返す。

「……別に。贋がん作さくです」

　それだけ言い残して場を去ろうとした紫苑だったが、

「待て」

　という低い声と共に腕を摑つかまれて、動きを制される。

　しまった。失敗した。余計な一言を口にしなければよかった。

　後こう悔かいしても、後の祭りだ。発言をフォローする術すべを咄とつ嗟さに思いつかず、足元に視線を落として男の出方を窺うかがう。

「……ついて来い」

「えっ」

　男は、摑んだままの紫苑の腕を軽く引き、歩き出す。

　戸と惑まどった紫苑は振ふり向いて祖父の姿を捜さがしたけれど、大勢の人に埋まい没ぼつして見つけることができなかった。

　男は紫苑の腕を引いて広間を出ると、人けのない廊ろう下かを歩いて行く。

　紫苑からは背中しか見えないけれど、随ずい分ぶんと背が高い。足が長い……というより、腰の位置が高くて肩かた幅はばが広い。

　髪かみが淡あわい色に見えるのは廊下に設しつらえられた照明器具の光が暖色のせいかと思ったが、よく見ればもともとマロンブラウンっぽい髪色なのだろう。

　顔は見ていないけれど、日本人離ばなれした雰囲気だと思ったが、話しかけてきた時の言葉に違和感は皆かい無むだった。

　紫苑は現げん況きようのなにもかもに困こん惑わくし、遠えん慮りよがちに苦情をぶつける。

「あの、どこへ……？　僕は、祖父の供としてここに来ていますので、傍そばを離れては……困ります」

「すぐそこだ」

　紫苑の問いにまともに答えてくれず、スタスタと廊下を歩き……突つき当たりにある、黒いスーツの男性が立つ扉の前で足を止めた。

「少しだけいいかな。彼も一いつ緒しよに」

「……徳とく永なが様。失礼ですが、ご主人の許可は」

「コッソリ通してよ。怒おこられたら、俺の独断だって謝っておくから。少しだけ」

　徳永と呼ばれた男が、軽い調子でそう口にして手を合わせると、黒スーツの男性は仕方なさそうに嘆たん息そくして扉を開く。

　スーツのボタンを留めていない……きっと、警備担当だ。

　でも、この徳永という男は主人の許可を得ることなく、部外者である紫苑を『独断』で通すことのできる人物ということか。

「大だい丈じよう夫ぶだから入って」

「あ……でも」

　徳永は、戸惑いを捨てきれない紫苑の腕を引っ張って強ごう引いんに室内へと促うながす。窓はすべて厚みのあるカーテンで覆おおわれ、外部からの光が入らないように……という配はい慮りよがなされていることが見て取れた。

「これは……どうかな」

　紫苑の前に手を出し、親指で壁を指した男につられて顔を向け……声もなく息を吞む。

　それが、なにか。

　紫苑には、説明など不要だった。

　目を逸そらすことができない。全身に鳥肌が立ち、悪お寒かんに似たものがひっきりなしに背筋を這はい上がる。

　呼吸さえ忘れていたことに、息苦しさで気がついて……コホッと小さく噎むせた。

「ッ……ど、して」

　啞あ然ぜんとつぶやいた紫苑に、男の声が答えた。

「広間にあったお披露目用のものは、弟で子し作の写しだ。現物は大切に抱かかえ込んで、独り占じめ……ってね。アレを贋作だと見み抜ぬいたのは、俺が知る限り……君だけだな。美術評論家や鑑かん定てい士しの目さえ欺あざむいたのに、どうしてわかった？」

「空気が……、違ちがう」

　質問にポツリと返した紫苑は、ハッと目をしばたたかせる。

　大広間に祖父を置いて来てしまったが、どれくらい時間が経たった？　画の前でぼんやりとしていたせいで、よくわからない。

「大広間に戻もどる。祖父が……」

　踵きびすを返して部屋を出ようとした紫苑の腕を、徳永が「っと、待て待て」と言いながら摑んできた。

　なにかと思えば、ジャケットの上着になにかを押し込められる。

「ゆっくり話したいところだけど、無理そうだな。いつでもいいから、そこに連れん絡らくしてきてくれるかな。ああ……君の名前は？　教えてくれないと、放してあげない」

　正確にはわからないが、間ま違ちがいなく紫苑よりずっと年上の、大人の男だ。それなのに、子供みたいな口調で「放してあげない」と言われて、困惑が増す。

　大きな手、長い指が強く食い込んでいて……きっと、本当に名前を教えなければ放してもらえない。

　紫苑は、勿もつ体たいぶるほどのものではないかと諦あきらめて、小さく名前を口にした。

「……五十川、紫苑」

「あれ？　もしかして五十川って、日本画家の」

「手、放してください」

　名前を答えたのだから、解放しろ……と男を睨にらみ上げる。

　バッチリと視線が絡からみ、言葉は交かわしていたのに初めてまともに顔を合わせたことに気がついた。

　髪だけでなく、瞳ひとみの色も少し淡い？

　彫ほりの深い、端たん整せいな顔立ちは両親か祖父母か……どこかに西洋の血が混じっているのだろうと、容易に推測できた。

　すごい。こんなに綺き麗れいな人間、初めて見た。

　性別や年ねん齢れいなど関係なく、ただひたすら、その完かん璧ぺきな造作に目を奪うばわれる。指先を動かすことさえできず、まばたきも忘れて囚とらわれ……。

「……あ」

　極ごく上じようの絵画を前にした時と、よく似た陶とう酔すい感かんに包まれている……と気づいた紫苑は、慌あわてて目を逸らした。

　不ぶ躾しつけな態度だったはずだが、徳永は無言だ。

　なんだろう。徳永も、不思議そうな眼まな差ざしで紫苑をジッと見ていたから……そのせいで、随分と長く視線を絡ませることになってしまった。

　心臓がドキドキしている。

　息苦しいほど鼓こ動どうを速めていて、吐と息いきが頼たよりなく震ふるえる。

　祖父母以外の人間と、深く接せつ触しよくすることのない毎日を送っている紫苑にとって、これほど他人と密に接することはまずない。

　そのせいで、心臓がこんなにも激しく脈打っているのだろう。

　視線を足元に落とした紫苑は、腕うでを引きながら口を開く。

「あの、手を……」

「ああ……悪い」

　紫苑が小声で訴うつたえると、徳永は渋しぶ々しぶといった様子ながらようやく手を放してくれる。

　ホッとして急ぎ足で廊下に出た紫苑は、黒いスーツの男に目礼をして早足で大広間に向かった。

　なんなんだ、あの人。

「ビックリするくらい、綺麗だけど……変な人」

　強引に大広間から連れ出してまで、自分にあの画えを見せたのはどうしてだろう？

　目的も、理由も……なにもわからない。

　現物のドラクロワの絵画を目にすることができた自分は、幸運だったと思うけれど……。

「ま、いいか」

　どうせ、もう逢あうことのない人だ。

　そう自分に言い聞かせて数歩進んだところで、ポケットになにかを入れられたことを思い出した。

　歩くスピードを緩ゆるめて、恐おそる恐る手を突っ込む。指先に触ふれた紙し片へんを取り出すと、そろりと視線を落とした。

「名めい刺し？」

　チラリと見ただけで、再びジャケットのポケットに押し込む。

　紫苑の目に映ったのは、『徳永柳りゆう之の助すけ』という……かっちりとした書体で印刷された、なんとなく古風な名前だった。

　住所や電話番号らしき数字も並んでいたけれど、名前の印象が強すぎて『徳永柳之助』という五文字だけが目に焼きついている。

　明らかに、西洋の血が混ざっている風ふう体ていなのに……。

「とくなが、りゅうのすけ……かな？　ふ……」

　他人の名前を笑うなど、失礼極きわまりないと思いつつ唇くちびるを綻ほころばせてしまう。

　彼の名前がカタカナのものだったり、外国人にも発音しやすい洋風の響ひびきのものだったりしたなら、これほど印象深くはなかったかもしれない。

　微び笑しようを滲にじませたまま大広間に一歩足を踏ふみ入れたところで、壁かべの画の前に立つ祖父の背中が視界に飛び込んできた。

　スッと表情を引き締しめた紫苑は、慌てて祖父の傍かたわらへと歩を進める。

「独りにしてごめんなさい、おじい様」

「……つまらん。義理は果たした。帰るぞ」

「はい」

　壁に飾かざられている画を見ていた、と。周囲の人の目には、そう映っていたはずだ。

　でも紫苑は、祖父が「つまらん」と吐はき捨てるように口にした理由を知っている。

「こちらのご主人に挨あい拶さつを……」

「構わん。そのうち、茶でも飲みに来るだろう。疲つかれたわい」

「……すみません」

　いくら徳永に強引に連れ出されたとはいえ、無断で祖父を独りにしてしまったことへの自省の念に駆かられながら、大広間の出入り口へと誘ゆう導どうした。







《二》







　窓の障子越ごしに、やわらかな太陽の光が差し込む。

　机に麻ま紙しを水張りしたパネルを置き、転写してある下絵の全体を少し離はなれたところから眺ながめる。

　完成予定の画は、牡ぼ丹たんとメジロだ。老舗しにせ料りよう亭ていの玄げん関かん先さきに飾られる予定のもので、さほど大きいサイズではない。

「メジロは、番つがいで……か。バランス的には、並べるより少し高低差を出したほうが……」

　仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふの二羽わもいいが、求愛中の初うい々ういしさを描かいたものにするかな、と独り言を零こぼす。

「……岩蘇す芳おうの、13」

　岩絵の具のボトルに手を伸のばし、少し迷って赤系の一つを選ぶ。陶とう磁じの絵皿に粉状の絵の具を出したところで、襖ふすまの開く音が耳に入った。

「紫苑さん、お客様がいらしたわ」

「客……？」

　手を止めた紫苑は、開いた襖の隙すき間まから顔を覗のぞかせて話しかけてきた祖母を振ふり向いて、来客の予定などあったか？　と首を捻ひねる。

　友人らしい友人のいない紫苑には、アポイントメントもなく自宅を訪ねてくる人物に心当たりはない。

　でも、こうして祖母が呼びに来たことからして、祖父を訪ねてきた人がいる……それも、紫苑が同席する必要があるのだろう。

　昼食の席でも、来客について一言も聞いていなかったのに？　と不可解な思いで座ざ布ぶ団とんから腰こしを上げた。

「どなたですか？」

「確か、徳永さんと仰おつしやっていたかしら。先生に、紫苑を呼べと言われて……随ずい分ぶんと背の高い、男前な方ですよ」

　ふふ……と控ひかえ目な笑えみを浮うかべた祖母は、伴はん侶りよである祖父を「先生」と呼び、画家である祖父の一番のファンを自じ称しようしている。

　詳くわしくは知らないが、どうやら名家のお嬢じよう様さま育ちらしく、八十歳になった今でもどこか浮うき世離れした空気を纏まとっている。

「徳永……」

　祖母の口から出た名前をポツリとつぶやいた紫苑は、わずかに目を見開く。記き憶おくを探さぐるまでもなく、一週間前の夜を思い出した。

　祖父の知人宅に出向いた際、ドラクロワを贋がん作さくだと告げた紫苑に本物を見せてくれた男性がいた。あの人から、強ごう引いんに渡わたされた名刺に書かれていた名前だ。

　ただ、今でもハッキリ思い浮かべることのできる印象的な容よう貌ぼうの主と、祖母が語った『背の高い男前』が同一人物だとは限らない。

　そう頭では考えているのに、応接間に近づくにつれて鼓動がスピードを上げる。

「お茶を用意してきますわね」

　応接間の前で足を止めた紫苑は、台所に向かう祖母の背中を見送って襖に手を伸ばした。

　襖がピッタリと閉じているので、室内の様子はわからない。でも、奇き妙みような緊きん張ちようが込み上げてきて、紫苑の動きをぎこちないものにしている。

「おじい様、紫苑です。失礼してもよろしいでしょうか」

　襖越しに声をかけて、室内から「入れ」という応こたえがあったことを確かく認にんしてからそっと開いた。

　室内に入りながら足元に落としていた視線を上げ、来客の姿をさり気なく目に映した。

　六畳じようの応接間には艶つややかな杉すぎのテーブルがあり、厚みのある座布団がイス代わりに置かれている。

　テーブルを挟はさんで、祖父と向かい合っていた人物は……。

「…………」

　視線が絡からんだ紫苑に、男性は無言で微笑を滲ませる。心臓が一ひと際きわ大きく脈打ち、ギュッと右手を握にぎった。

　祖父の向かいに座っているスーツ姿の男性は、別人の可能性があると一度は打ち消した『徳永柳之助』……だ。

　紫苑は乱れた鼓こ動どうの意味がわからず、無表情で目礼だけ返して祖父の脇わきに歩を進めて畳たたみに膝ひざを突ついた。

「お呼びですか」

「座りなさい。……孫の紫苑だ。助手をさせているので、同席させても構わんだろう」

　祖父の言葉に従って隣となりの座布団に腰を下ろした紫苑は、祖父の言葉に徳永がどう答えるのか耳に神経を集中させる。

　紫苑から見ても祖父は威い圧あつ感かんのある口調のはずだが、三十歳そこそこだろう徳永は気け圧おされている様子もなく、朗ほがらかに答えた。

「ええ、もちろんです。今日は、五十川先生にお願いしたいことがありまして……さっそく、本題に入らせていただいてもいいですか？」

　祖父と紫苑のあいだに視線を往復させて口を開いた徳永に、祖父は無言でうなずく。

　今の段階では、どうして徳永がここにいるのか……予想もつかない紫苑は、膝の上で拳こぶしを握って言葉の続きを待った。







　　　　□　□　□







　ご検討下さい。また明日あした、お邪じや魔まします……と言い置いて帰って行った徳永は、予告どおりに翌日の昼過ぎにやって来た。

　玄関先で出で迎むかえ、昨日と同じ応接間に案内した紫苑が座布団に膝を突くと、不思議そうに尋たずねてくる。

「今日は、五十川先生はいらっしゃらないんだね」

「祖父は、どうしても仕上げの作業から手を離すことができませんで……失礼ですが、僕が代理でお話しさせていただきます。スケジュール管理等、事務的なものはすべて任されていますので」

　テーブル越しに徳永に向き合うと、ネクタイの結び目付近に視線をさ迷わせながら淡たん々たんと口にする。

　若じやく輩はいの紫苑を頼たよりないと……話にならないと思うなら、依い頼らいはなかったこととして帰ってくれてもいい。

　そう思っていたのに、徳永は拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりとうなずいた。

「わかった。じゃあ、依頼の画については、紫苑くんに詳しく説明させてもらおう」

　驚おどろいた紫苑は、思わず視線を上げて徳永と目を合わせる。

　昨日はきちんと顔を見ることができなかったけれど、初対面の印象そのまま……和洋が絶ぜつ妙みように入り混じった、端たん整せいな容貌だ。

　紫苑が「意外だ」と表情に出していたのか、クスリと笑って口を開く。

「若いけど、しっかりしている……ってことくらいは、少し話せばわかるよ。昨日も、五十川先生は君に随分と頼っているようだった」

「ここ数年は、僕が助手として祖父の仕事に携たずさわっていますから。その、昨日の件ですが……お受けします」

　前置きもなく、さっさと会話を終わらせて帰ってくれと言わんばかりに切り出した。

　そんな、失礼な態度だと思われても仕方ないにもかかわらず、

「よかった。ありがとうございます」

　紫苑の言葉に、徳永は笑みを深くする。まるで、断られるわけはないと自信を持っていたかのような表情だ。

　そのくせ、語る言葉は謙けん虚きよなものだった。

「お断りされるかと不安だったんだ。近年の五十川先生の画風とは、異なるものだから……ただ私は、この件をお願いするなら五十川先生しかいないと決めていたから、引き受けてくださるまで粘ねばるつもりだったけどね」

「確かに、昨今の祖父が手て掛がけることのない雰ふん囲い気きのものですが……だからこそ、挑ちよう戦せんしようと考えられたようです」

「御お歳としに関係なく、いつまでもチャレンジ精神を持ち続けられるのはご立派だ」

「あまりいただかない依頼なので、少し戸と惑まどわれていましたけど……」

　徳永が持ち込んだ『依頼』について、紫苑と祖父が交かわした会話は多くない。

　若い頃ころだと見向きもしなかったはずだが、意外にも祖父は紫苑に選択を委ゆだねた。

　控え目に「興味はあります」と答えた紫苑に、祖父は「おまえのいいように」とだけ口にして、一晩考えた紫苑は……自分でも理由はよくわからないけれど、断るという選せん択たく肢しから顔を背そむけた。

　好こう奇き心しん？

　徳永が言うような、チャレンジ精神？

　どちらも、少し違ちがう気がする。では、なんだろうと自問しても答えは出ない。

　気が変わらないうちに……と思ったのか、徳永は脇に置いてあったバッグから書類を取り出した。

「これは、昨日こちらに置いて帰らせてもらったものと同じですが……あ、一応契けい約やく書に署名をお願いできるかな。制作期間については、可能な限り相談に応じますので……依頼主は少しせっかちな人だけど、五十川先生が筆を執とってくださるのなら、ある程度気長に待ってくれるはずだ」

「……署名捺なつ印いんは、僕でもいいですか？　制作期間については、改めて祖父と相談しておきます。事務連れん絡らくは、すべて僕にお願いします。電話番号を……」

　紫苑は、名めい刺しという立派なものを持っていない。テーブルの隅すみに置いてあったメモ用紙にボールペンを走らせて、携けい帯たい電でん話わの数字のみを記した。

　徳永に向かって差し出しながら、テーブルに並べられた書類にチラリと視線を走らせる。

　確かに、こちらでご検討を……と昨日置いて帰ったものと、同じ書類だ。

「私のほうで用意しなければならないものがあれば、遠えん慮りよなく申しつけてください」

「原画につきましては、画集がありますので、特には」

　徳永は『依頼』に関するカラーコピーを用意していたが、この家にはもっと再現率に優すぐれた画集がある。大きさは異なるが、色合いなどは画集を参考にすればいい。

　紫苑はそう考えていたのだが、徳永は「でも」と思案の表情を浮うかべた。

「画集より、最新のスキャナーで再現したもののほうが、原画に近いはずだから……サイズも含ふくめて、原画と変わらないものを用意しておこう」

「……では、お願いします」

　徳永の『依頼』は、国立の美術館が所蔵する日本画の模作だ。紫苑が原画を目にしたことは、たったの一度だ。

　近いうちに美術館を訪おとずれて、この目に焼きつけておこう……とテーブルの木目を見み詰つめながら考えていると、視界の端はしに大きな手が映った。

「紫苑くん」

「はい……？」

　改まった調子で名前を呼ばれて、顔を上げる。

　そういえばこの人は、いつの間にか当然のように紫苑をファーストネームで呼んでいた。あまりにも自然な口調なので、紫苑も違い和わ感かんを覚えることなく受け入れていた。

　テーブル越ごしに視線が絡み、徳永の言葉の続きを待つ。

「ここ、一年……二年くらい、かな。五十川先生に依頼させてもらおうと決めてから改めて先生の作品を拝見したが、近年はほとんどのものを五十川先生以外が描かかれているね。まさか……と思ったけど、五十川先生の名前で作品を手掛けているのは、君じゃないか？」

　真っ直すぐに紫苑の目を見み据すえながら、尋ねているようで答えを確信した口調で質ただされる。

　ピクリと眉まゆを震ふるわせた紫苑は、膝の上で強く拳を握った。

　この人が、そんなことを知っているわけがない。白を切ればいいと、心の中で自分に言い聞かせる。

「……なにを根こん拠きよに、そんな……」

　ドクドクと心臓が脈動を速めるのを感じながら、小さく言い返した。

　普ふ通つうの人なら、考えもしないことだろう。画が壇だんに名を刻む祖父の代わりに、孫の紫苑が作品を手掛けるなど……。

「五十川先生は、ここ五年ほど大作から遠ざかっているからね。葉は書がきサイズの草花や、カレンダーの挿そう画がなどの小作品ばかりだと、違和感はほとんどない。でも……これは、どうかなと少しだけ心配になったから」

「心配無用です。お受けしたからには、きちんと仕上げます」

　動どう揺ようを押し隠かくし、キッパリとした口調で言い返した紫苑に、徳永は表情を揺ゆらがせることなく尋ねてくる。

「……誰だれが？」

　咄とつ嗟さに言葉が出なかった。

　しまった、黙だまるのは失敗だったと。そんな思いが、顔に表れてしまったのかもしれない。

　徳永は、静かに言葉を重ねてくる。

「ああ……君を責めているわけじゃない。ただ、本当にそうなんだって……驚いたな。勘かんというか、荒こう唐とう無む稽けいな思いつきだったんだけど」

「…………」

　勘で鎌かまをかけられて、まんまと自供してしまったようなものらしい。絶句した紫苑は、奥歯を嚙かんで恐おそる恐る徳永の顔を見み遣やる。

　驚いたと言いつつ、さほど表情や口調に変化はない。

　この人は……なにを考えている？

「俺からしてみれば、依い頼らい主の望みを叶かなえられればそれでいい。誰だれ彼かれかまわず吹ふい聴ちようする気もないし……そうすることにメリットもないしね」

　温和な表情とやわらかな口調で語っているけれど、紫苑には真意が読めない。

　自分は、どんな目で徳永を見ていたのか……ふと視線が絡からみ、徳永が真顔になった。

　素すの顔立ちが端整なだけに、表情がなければ思おも惑わくを汲くむのは尚なおのこと困難で……怖こわい。

「依頼を撤てつ回かいする気もないから、このまま進めてくれ」

「……本気ですか」

「もちろん」

　鋭するどい眼まな差ざしで見詰め返した紫苑に、徳永はふっと表情を緩ゆるませてうなずく。

　戸惑いを拭ぬぐいきれずにいると、「ここに署名を」と言いながら綺き麗れいな紺こん碧ぺき色の万年筆を差し出された。

　紫苑はのろのろと右手に持ち、万年筆を走らせる。

　ブルーブラックのインクで記した『五十川』の文字は歪ゆがんでいたけれど、徳永は満足そうな微び笑しようを浮かべてバッグに仕し舞まい込んだ。

「なにか困ったことや必要なものがあれば、いつでも連絡をくれるといい。……五十川先生に、よろしくお伝えください」

　綺麗な所作で立ち上がった徳永を見上げ、ハッとした紫苑も慌あわてて座ざ布ぶ団とんを下りた。

　もうなにも言えずに玄げん関かん先さきで徳永を見送ると、扉とびらを閉め……途と端たんに膝ひざから力が抜ぬける。

「なに、あの人」

　玄関の上がり框がまちにしゃがみ込み、膝を抱かかえてポツリとつぶやいた。

　整った容姿と人当たりのよさそうな言動に隠されているが、対たい峙じした相手の動揺を巧たくみに引き出す術すべを心得ている。

　得体が知れず、怖い。

「紫苑さん？　お客様はお帰りになったの？」

　廊ろう下かの奥から、祖母の声と足音が聞こえてきて慌てて立ち上がった。深呼吸で動揺を抑おさえ込み、なんとか平静を装よそおって祖母に答える。

「っ……は、はい。おじい様に、お話をしてきます」

　祖父は、私室で画集を広げているか……好きな音楽を聞いているはずだ。

　今ではほとんど見えていないはずの目で、なにを思って画集を眺ながめるのか、直接尋たずねられない紫苑には窺うかがい知る術はない。

「……おじい様には、黙っておこう」

　徳永に、紫苑が祖父の代わりをしていたと……言い当てられてしまったことは、今は祖父には言わないでいよう。

　徳永がなにを考えているのか、それを指し摘てきしてどうする気なのか、なに一つ読めないのだ。

　本人が言うように、依頼をこなすことで他言しない……黙もく認にんしてもらえるのであれば、それでいい。

　これまで生きてきた二十二年で、徳永のようなタイプの人間に接したことのない紫苑は、奇き妙みようにざわつく胸をシャツの上から軽く叩たたいて自分を落ち着かせようとした。

　こちらをジッと見詰める徳永の目を思い出すたびに鼓こ動どうを乱す心臓は、なかなか治まってくれなかったけれど。







《三》







　畳たたみに広げた原画の写しを、ジッと見詰める。

　艶つややかな深しん紅くの着物と、豪ごう奢しやな簪かんざしをいくつも差した纏まとめ髪がみ。屛びよう風ぶの前で佇たたずんでいるだけなのに、色いろ香かの漂ただよう遊女……『花魁おいらん』画だ。

　歌うた川がわの名を冠かんした浮うき世よ絵えは、当時の主流だった木版画ではなく肉筆浮世絵と呼ばれる、紙に直接描かれたもので、経年による紙の変色も味となっている。

「綺麗だな。優ゆう艶えんで、少し……淋さみしい」

　着き飾かざった姿はとてつもなく綺麗だけれど、その眼差しは憂うれいを含ふくみ儚はかなげでもある。

　紫苑が持っている江え戸ど時代に関する風ふう俗ぞくや花街の知識は、書しよ籍せきから得たものだけだ。

　けれど、花魁という存在が意味するところ、遊ゆう郭かくでの役割を含む背景を思えば、憂いを纏うのも当然だろうと紫苑にも理解できる。

「……難しいな」

　どこから手をつければいいのか迷い、唇くちびるを嚙んで……持っていた鉛えん筆ぴつを離はなした。

　作業に取りかかって三日目なのに、パネルに麻ま紙しを水張りして準備を整えたところでストップしている。

　その前段階である下絵で足あし踏ぶみをしているのだから、どうしようもない。

「おじい様なら、迷われないのかなぁ」

　たった一本の線を引くことさえできないなんて、初めてだ。

　目を閉じて、祖父の手て掛がけた画え……『五十川犀さい星せい』の最盛期だと言われている、二十から十五年前の作品を思い浮うかべる。

　主に花鳥画を手掛けていた祖父の作品に、人物画はあまり多くない。それでも、得も言われぬ色香の漂う遊女の画が数点あった。

　あれらを踏まえて、今回の依頼主は祖父に描かいてほしいと望んだのだろうけれど……。

　ゆっくり瞼まぶたを押し開いた紫苑の目に映るのは、一面真っ白の紙だ。

　小さく吐と息いきをつき、お茶でも淹いれて、気分転てん換かんをしようかと座布団から立ち上がりかけた瞬しゆん間かん、

「っ！」

　畳の上に置いてあったスマートフォンが振しん動どうして、ビクリと肩かたを震ふるわせた。不意打ちだったせいで、心臓が鼓動を速めている。

　祖父にコンタクトを取ろうとする人は、家にある固定電話にかけてくる。それらはすべて祖母が応対していて、紫苑に直じかに連れん絡らくを取ろうとする人物は多くない。結果、電話の着信は一ヵ月に片手の指で数えられる頻ひん度どだ。

　着信を知らせる電子音には未いまだに慣れなくて、常にマナーモードにしてあるのに、毎回こうして驚おどろいてしまう。

「誰……あ」

　画面に表示された名前は、『徳永』。

　それを確かく認にんすると同時に、一いつ旦たんは落ち着きかけていた心臓の鼓動が再び跳はね上がる。

　下絵さえままならない現状を思えば徳永の電話を受けるのは躊躇ためらったけれど、無視することはできなくて、ぎこちなく画面に指を触ふれた。

「……もしもし」

『徳永です。今、少し話をさせてもらっても大だい丈じよう夫ぶかな』

「はい」

　電話越ごしでも、徳永の声は滑なめらかに耳に滑すべり込んでくる。

　耳みみ馴な染じみがいいとでもいうのか、鼓こ膜まくを震わせる彼の低い声は、ざらついたところのない耳に心ここ地ちいい声質だと思う。

『依頼主さんに、五十川先生が受じゆ諾だくしてくださったと話したら大喜びでね。五十川先生に是ぜ非ひにと、お茶とお茶菓が子しの差し入れを頼たのまれたんだ。紫苑くんの都合のいい時に、お邪じや魔ましてもいいかな』

　祖父は、基本的に初対面の人間を倦けん厭えんする。

　美術関係者のあいだでは、昔から人嫌ぎらいで通っていることを紫苑も知っていて、その『依頼主』も承知しているのだろう。

　だから、徳永に差し入れの使者を……と仲立ちを乞こうたのだと思うが、即そく答とうすることができなかった。

『朝昼晩、深夜まで。いつでも大丈夫だから』

　黙だまっていては駄だ目めだ。

　なにかしら返事をしなければ……と、しどろもどろに口を開く。

「あの……お気き遣づかいなく」

　そんな言葉で、徳永の訪問を拒きよ否ひしようと試みた。なにかと鋭するどそうな徳永なら、これだけで紫苑が訪問を歓かん迎げいしないと察してくれるだろう。

　そう思っていたのに、徳永は、

『もう手元にお預かりしているから、お届けしないわけにはいかないな。紫苑くんの、都合のいい日時で』

　と、紫苑の逃にげ道を塞ふさごうとする。

　これ以上、徳永を拒こばむことのできる巧みな理由は思い浮かばなかった。

「……僕も、いつでもいいです。ただ、祖父がお逢あいできるかどうかは」

『君に託たくすから、五十川先生にお逢いできなくても気にしないよ。引き受けてくださった五十川先生に……っていう依い頼らい主に、噓うそをつくわけでもないし……ね』

　それは、今回の依頼を受けた……直接作業するのが紫苑だということを、遠回しに指しているに違ちがいない。

　これ以上押し問答しても、徳永が引き下がってくれるとは思えず、小さく息を吐はいた。

「わかりました。祖母に話しておきますので、……本日の午後にでも」

　敢あえて本日の午後と口にしたのは、早々に面めん倒どうを終わらせてしまおうという思おも惑わくからだ。

　気乗りしないという心情が、声に表れてしまっていたかもしれない。けれど、ポツポツと答えた紫苑に、徳永は朗ほがらかに返してくる。

『午後、ね。十四時くらいでいいかな。……じゃあ、また後で。失礼します』

　メモを取っていたのか、わずかな間があり……通話が切れた。

　不承不承だと、紫苑の声にも口調にも滲にじんでいたはずなのに、なんだか嬉うれしそうというか……楽しそうだった？

　不可解な心情でスマートフォンを見下ろして、そっと畳の上に置く。

　徳永がやって来るまでに、せめて下絵の三割……二割、いや、一割くらいはやっておこう。

　まったくの手つかずでは、気まずくて目を合わせることができない。
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　徳永が持って来てくれたのは名店の和菓子と高級な緑茶で、お茶を運んで来てくれた祖母に託し……二人きりになると、沈ちん黙もくが漂う。

　紫苑は、祖父母以外の人間と接する時間が多くない。

　祖父と依頼主のあいだを繫つなぐ事務的な会話ならともかく、世間話をする機会もほとんどなくて、なにを話せばいいのかわからない。

　そろりと様子を窺うかがった徳永は、特に居い心ごこ地ちの悪さを感じているようでもなく、綺き麗れいな所作で茶ちや碗わんを手にしている。

　今日も、仕立てのよさそうなスーツを身につけた徳永は、どう言えばいいのか……大人の男だ。

　自分とは十歳も変わらないように見えるが、社会経験の差は天と地ほども違うはずで、徳永の纏まとう落ち着いた雰ふん囲い気きと相あい俟まって風格のようなものさえ感じる。

　茶ちや托たくに茶碗を置く仕草も、大きな手……すらりとした長い指も、目で追ってしまうくらい綺麗だ。

　無意識に徳永の手元を見み詰つめていた紫苑は、一番に伝えなければならなかったことを思い出した。

「あの、徳永さん。原画の写しを、ありがとうございました。すごく丁てい寧ねいな梱こん包ぽうで送ってくださって……お礼が遅おそくなり、申し訳ございません」

　先日、徳永の名で送られてきた画の写しは、サイズも色合いも依頼品の原画とピッタリ同じものだった。

　あれをそれらしい額に入れてしまえば、複製品として充じゆう分ぶんに成り立つのでは……と、自らの仕事を放ほう棄きしたい衝しよう動どうに駆かられたほどだ。

「本当は直にお届けしたかったんだけど、国外に出ていて帰国がいつになるかわからなかったから……少しでも早いほうがいいと思って、ね。最高性能の機械で出力するように頼んでおいたけど、あれで大丈夫かな」

「はい。すごく助かりました。あの画は何年か前に美術館で原画を見たことがあったので、もう一度目にしておきたいと思って同じ美術館に出かけたんですけど……常設展ではなかったらしく、見られなかったんです」

「ああ。あそこは、今だと……西洋のアンティークガラスと装そう飾しよく品を中心にした展示会をしているかな」

　思案の表情を浮うかべた徳永は、手帳やスマートフォンを見ることなく、美術館で行われている期間限定の展示会を言い当てる。

　紫苑はなにも言わずに目をしばたたかせたけれど、「よく知っているな」と心の中でつぶやいたことが、わかったのだろうか。

　徳永は、クスリと笑ってその理由を語る。

「展示品のいくつかは、俺が現地の美術館や個人収集家とのあいだに立って、交こう渉しように当たったものだからね」

　その言葉に、紫苑は曖あい昧まいにうなずいて視線を泳がせた。

　そういえば、徳永はなにをしている人なのだろう？

　こうして、依頼主の代理として祖父に作画の交渉をしてきたことからしても、美術関係者だろうとは思うけれど……よく知らない。

　そもそも祖父は、滅めつ多たなことでは直接自身が顔を合わせなければならないアポイントメントを受けないのだ。

　視力の衰おとろえが顕けん著ちよになった二年ほど前からは人嫌いに拍はく車しやがかかり、祖父を訪ねてきた美術関係者とのやり取りは、そのほとんどを助手として紫苑が担当していた。

　祖父と連れん絡らくを取る術すべを知っていることからも、断られずこうして自宅を訪ねてくることができることにしても、美術関係者に強力な伝つ手てがあるはずで、それにしては年若いのが少し不思議だが……。

「あ……の」

　疑問を口にしかけた紫苑だが、前置きもなく徳永自身にぶつけるのはあまりにも不ぶ躾しつけだろうと……口くち籠ごもる。

「うん？」

　紫苑が口を開きかけたことは、徳永にも伝わったようだ。視線で飲み込んだ言葉の続きを問われたけれど、首を左右に振ふるしかできない。

「いえ、すみません」

　曖昧に質問から逃げた紫苑に、徳永は無言で笑えみを浮かべるのみだ。

　徳永はこうして紫苑と向かい合って座っていても、面おも白しろ味の欠片かけらも感じていないに違いない。無む駄だな時間を過ごさせているはずで、だからといって「帰れ」とは言えず……徳永から席を立ってくれるのを待つしかない。

　自分の前に置かれた茶碗……冷めていく手つかずのお茶を見ながら、「帰る」と早く言い出してくれないかと心の中で催さい促そくする。

　静かな空間が息苦しくて……日常生活では感じることのない、奇き妙みような緊きん張ちように包まれる。

「紫苑くん」

「は、はい」

　ふと、改まった調子で徳永に名前を呼ばれて、肩かたを震ふるわせた。

　ようやく、「お邪じや魔ましました」と帰宅の途とに就ついてくれるか……そんな期待は、続けられた言葉に打ち消される。

「日本画の制作過程は、見たことがないんだ。よければ、少しだけ覗のぞかせてもらってもいいかな。長くお邪魔はしないから」

「あ……それ、は……」

　困る、と言ってしまってもいいものだろうか。

　紫苑が下絵を見せたことがあるのは、祖父にだけだ。祖父の下絵は無駄な線が少なくて美しいものだったけれど、紫苑の下絵は迷いの滲む余計な線がいくつもあり、誰だれにでも胸を張って見せられるようなものではない。

　なにより……。

「すみません、まだ、お見せできる段階ではなくて」

「ダメかな。残念」

「ダメと言いますか、その……」

　鉛えん筆ぴつの線を、数本走らせただけだ……とは言えなかった。

　ゼロから創作するのではなく、模も倣ほうすべき原画があるのになにを迷うのかと、徳永に眉まゆを顰ひそめられるかもしれない。

　視線をテーブルの木目に当てて言こと葉ば尻じりを濁にごした紫苑は、どんな顔をしていたのだろうか。

　視界の隅すみに、徳永の手が映る。

　存在をアピールするかのように手のひらを上に向けてひらひらと振り、紫苑に顔を上げるように促うながしているみたいだ。

「なにか困ったことがある？　俺にできることがあれば、なんでも言って欲しいな」

　やんわりとした声は、紫苑を気き遣づかってくれているものだとわかる。

　紫苑がグズグズしていたら、依い頼らい主とのあいだで板いた挟ばさみになるのは間ま違ちがいなく徳永だ。頼たよりない姿勢を見せれば、不安が込み上げるはずなのに……紫苑に重圧を感じさせないよう、言葉を選んでくれているのだ。

　少しだけ顔を上げた紫苑は、徳永のネクタイの結び目あたりに視線をさ迷わせて、ぽつぽつと口を開く。

「……すみません。ご依頼を受けたからには、きちんと描かき上げるつもりです。少し……お時間をいただくかもしれませんが」

　当初の予定では、一ヵ月から二ヵ月ほどで引き渡わたすはずだった。でも、今の状じよう況きようでは明確な期日を告げることができない。

「最初に言ってあると思うけど、急せかさないから……焦あせらなくても結構です」

　そう答えてくれた徳永にホッとしたのは一いつ瞬しゆんで、続く言葉に頰ほおを強こわ張ばらせる。

「そんなに思いつめた顔で、『描き上げるつもり』なんて言われたら、静観していてもいいものか悩なやましいなぁ」

「…………」

　紫苑は返すべき言葉を思いつかなくて、座ざ布ぶ団とんに正座した膝ひざの上でギュッと拳こぶしを握にぎる。

　この人、鋭するどい。

　紫苑が祖父の代わりに筆を執とっていることを見み抜ぬいた時といい、直感が優すぐれているのか……わずかな表情の変化や声の調子で心の内を推測する術に長たけているのか、なにもかも見み透すかされているみたいだ。

　うつむいていても視線を感じる。なにも言わない徳永が、紫苑の言葉を待っていることは、催促されなくても伝わってきた。

　逃にげ場もなく、無言を貫つらぬき通すことができずにおずおずと現状を吐と露ろした。

「僕の画えには、艶つやが足りないと祖父に言われ続けてきました。だから……今回、ご依頼をいただいたモチーフに少し惑まどっているだけです」

　下絵の段階で足あし踏ぶみしている、とまでは言えなかったけれど、徳永には『思いつめた顔』の理由が察せられたはずだ。

　再びテーブルの木目を見み据すえていた紫苑の視界の端はしで、徳永が立ち上がった。驚おどろいた紫苑はパッと顔を上げ、長身の行方ゆくえを視線で追う。

　徳永はなにも言わずにテーブルを回り込み、紫苑のすぐ脇わきで立ち止まって畳たたみに片かた膝ひざを突つく。

　唐とう突とつに距きよ離りを詰つめられた紫苑は、戸惑うばかりだ。

　これほど近距離で他人と接することは滅多にない。無意識に少しだけ身体からだを傾かたむけたけれど、露ろ骨こつに徳永を避さけることはできなくて困こん惑わくが増す。

　もう少し離はなれてくれないかな、と落ち着きなく足の指を動かしていると、徳永が静かに口を開いた。

「紫苑くん、俺が直近の五十川先生の画に違い和わ感かんを覚えたわけ……君が手て掛がけたのではないかと鎌かまをかけた最大の理由は、話してないよね」

　今、この場面で、どうしてその話を持ち出したのかわからない。

　でも、恐おそる恐る見上げた徳永は真しん剣けんな目をしていたから、紫苑は小さく首を上下させる。

「……はい」

「知りたい？」

　イタズラを企たくらむ子供みたいに、わざと焦じらしているらしい。そんな徳永の言葉遊びはわかっていたけれど、つき合う余よ裕ゆうはなかった。

「教えてください」

　表情を引き締しめた紫苑は、真顔で即そく答とうしてしまった。

　知りたい。

　物心つく前から、一番近くで画を描く祖父を……『五十川犀星』を見てきたと自負している。下絵の手順、選ぶ岩絵の具の好みに、配色……筆の角度や走らせる方向まで、すべてを倣ならったつもりだ。

　仕上げとして祖父が数か所に筆を置いたこともあってか、これまで誰にも疑われなかったのに……どうして徳永は『違和感』とやらを覚えたのだろう。

　三十センチも離れていない近さで目を合わせると、徳永の瞳ひとみが不思議な色合いをしていると気がついた。

　栗くり色いろの髪かみと同じく、淡あわいセピア色で……虹こう彩さいのところに、ほんの少し翠みどりが混じっている？

　これほど綺き麗れいな瞳の人は、初めて見た。

　西洋と東洋の美が絶ぜつ妙みように混在した端たん整せいな顔立ちも目を惹ひくものだが、それより、長い睫まつ毛げに縁ふちどられた瞳に魅み入いられたかのように……動けない。

　これまで避けがちだった紫苑が、目を逸そらすことなく徳永と視線を絡からませているせいだろう。満足そうに微笑した徳永は、紫苑の胸むな元もとを指差して種明かしをする。

「今、君が口にしたこと……そのものだ」

「っ……僕が？」

　白昼夢から醒さめたかのように、ハッと徳永から視線を逸らした紫苑は、微かすかに眉まゆ根ねを寄せて記き憶おくを辿たどる。

　随ずい分ぶんと不ぶ躾しつけに、徳永の瞳を覗き込んでしまった。

　今いま更さらながら、心臓がドキドキしている。

「あの……」

　徳永に、なにを言った？　確か、祖父に画に艶が足りないと言われていて……と、あれだろうか？

　探さぐり出した記憶が正解かどうかわからず、解答を求めて徳永に目を向ける。

　紫苑は目が合う直前に逃げてしまったけれど、徳永は焦らすことなくポツリと答えを教えてくれた。

「艶がない。色気不足」

　簡潔な言葉に、グッと唇くちびるを引き結ぶ。

　やはり、それか。

　熟練度が異なるのは当然で、それに加えて紫苑が描くものには画面から滲にじみ出る色いろ香かがないと自覚している。

　ただ、それを祖父以外に指し摘てきされたのは初めてだ。技術面の差異を指摘するのではなく、雰ふん囲い気きを読み取る徳永の慧けい眼がんが怖こわい。

　反論できない紫苑は、自分の膝に置いた拳に目を落とし、無言で身体を強張らせる。

　やはり、祖父でなければこなせない案件だと……徳永も困惑しているのだろうか。依頼主に色よい返事をしてしまった後なのに、と悩ませているかもしれない。

　可能なら、未熟な自分の手には負えませんと、今からでも白旗を揚あげて祖父に頭を下げるべきだとわかっている。

　ただし、そうすることが不可能だと徳永に告げるには、祖父の視力の問題を話さないわけにはいかない。

　どうしよう。原画があるのだから模倣すればいいのだと、軽く考えて引き受けてしまった自分が悪い。

　もともと複製画を制作するのは得意だと驕おごり、自らの能力を過信していたことを、「おまえのいいように」と一言だけ口にした祖父には見透かされていたのだろうか。

　紫苑の頭の中では、「どうしたらいいのだろう」とグルグル回るのみで、どこに着地すればいいのか見えない。

「そんな顔をされると、困るな」

「すみません」

　傍はたから見てもわかるほど、悲ひ愴そう感を漂ただよわせているのだろうか。

　徳永の声は紫苑を責める雰囲気ではなかったけれど、困らせていることは確かで、小声で謝るしかできない。

「いや、謝らせたいわけじゃなくて、んー……Ｓの気はなかったはずだけど。参ったな」

　独り言の調子で零こぼした徳永は、膝を突いていた畳に長い脚あしを組んで座り込む。

　そこでようやく、自分だけ座布団に座っていたと気づいた紫苑は、慌あわてて厚みのある座布団から下りて畳に正座をし直した。

「失礼しました」

「ああ、気にしなくていいよ。若いのに礼れい儀ぎ正ただしいなぁ。お行ぎよう儀ぎがよくて、落ち着いた清せい廉れんな空気を纏まとっていて、かすかに匂におい立つ色香がある。……なんかもう、堪たまんないな」

「あ……の？」

　言葉の終わりと同時に右手で髪に触ふれられて、ビクッと徳永を見上げる。

　なに？　ぽつぽつ零した言葉の意味もよくわからないが、親しげに触れてくる手はもっと不可解だ。

　五秒……十秒。真顔で紫苑の顔を見ていた徳永は、ふっと息をついて触れていた紫苑の髪から手を離した。

　意識せず緊きん張ちようしていたらしい紫苑は、ホッとして肩かたの力を抜ぬく。

　そうして安あん堵どしたのは一いつ瞬しゆんで、今度は両手を肩に置かれて身を竦すくませた。

「っ、徳永さん？」

「紫苑くん、君……童どう貞ていの処女だろ。ん、処女って表現はおかしいか？　でも、まぁ……意味合い的には、それ以外に言いようがないな。つまり、女も男も……他人の肌はだを知らない。もっとハッキリ言えば、性的経験値がゼロだ」

「…………」

　あまりにも想定外な徳永の言葉に、紫苑は声もなく目を見開く。

　世間話をしているみたいな口調で、なんて言った？

　硬こう直ちよくした紫苑は頭の中で、『童貞の処女』とか『女も男も……他人の肌を』とか、『性的経験』とか……聞き慣れない言葉を繰くり返す。

　紫苑をからかっているのかとも思ったが、真ま面じ目めな顔をしている。

　徳永がなにを考えて、そんな台詞せりふを口にしたのかまったく読めない。

「キスも……経験ないとか」

　肩にあった徳永の手がスッと浮ういて、親指の腹で唇の端を撫なでられる。

　唇に触れた冷たい指の感かん触しよくは、呆ほうけていた紫苑が我に返るのに充じゆう分ぶんな現実感を帯びていて、ビクッと全身を震ふるわせた。

「なっ、にを。……徳永さん」

　ぎこちなく徳永の手から顔を背そむけて、触れる指から逃のがれた。

　心臓が苦しい。

　ドクドク……いつから、これほど激しく脈打っていたのだろう。耳の奥で響ひびく脈の音が、うるさいくらいだ。

「怒おこって払はらい除のけるんじゃなくて、戸と惑まどいつつ顔を背ける……か。その反応も、どうしようかってくらい好みだな」

　困った……と。

　小さくつぶやいて吐と息いきをついた徳永は、紫苑が逃にげたがっていることをわかっているはずなのにジリジリと距きよ離りを詰つめてきた。

　こちらを見ている端整な顔に浮かぶのは、困ったという言葉とは裏腹にどこか楽しそうな表情だ。

　紫苑が怯ひるんでいることは泳がせる視線にも態度にも出ているはずなのに、気づかない素そ振ぶりで顔を寄せてくる。

「提案があるんだが……俺に、協力させてもらえないか」

　唇の端はしをほんの少し吊つり上げた徳永が発したのは、そんな台詞だ。

　紫苑は、察しの悪い自分をもどかしく思いながら聞き返す。

「提案？　協力、ですか？」

「うん。手っ取り早いのは、経験値を積むことだ。その道のプロに頼たのむって手もあるけど、紫苑くんは……俺の手で変えてみたいな。未知の快楽を知った君が、清廉な空気を保ち続けるのか……艶つやを滲ませるのか。実に興味深い」

　微笑を浮かべる徳永は、本当になにを考えているのだろう。

　確かに日本語なのに、紫苑が知らない国の言葉を耳にしたみたいだ。意味をきちんと把は握あくできず、頰ほおに触れてきた手にピクッと肩を揺ゆらした。

「逃げないんだ？　俺に触さわられるの、嫌いやじゃない？」

「嫌では……ないです。逃げないのは、……わかりません」

　先ほど唇の端に押し当てられた親指といい、今頰にある大きな手といい……徳永に触れられることは、嫌ではない。それは確かだ。

　でも、逃げないのはどうしてか……紫苑自身にもわからなくて、そのまま口に出す。

　徳永はクスリと笑って、紫苑の左頰に触れていた手で首筋を撫で下ろした。

「ん……」

　肌がざわつくのは、悪お寒かん……とは違ちがう。

　粟あわ立だつ肌の理由はなんなのか、やはりわからない。

　恐おそる恐る徳永を見上げる紫苑は、目にたっぷりと戸惑いを滲ませているはずだ。

「なにも知らない、って風ふ情ぜいで……創作家らしく、好こう奇き心しんが旺おう盛せいなのかな。無意識だろうけど、男をそそる目だ」

「……と、く……永」

　スッと顔を近づけてきた徳永の唇くちびるが、紫苑の唇の端に触れ……た？

　それは同じところに触れた親指よりも頼たよりなく、現実にこの身に起きたことなのかあやふやで……そろりと手を上げると、自分の人差し指の腹で余よ韻いんを辿たどる。　>>>♥

　表情を変えることなく目をしばたたかせ、よくわかっていない顔をしているはずの紫苑の右手を徳永が握にぎり締しめてきた。

「紫苑くん自身も知らない、奥底に眠ねむる君を引き出してあげようか。きっと……見える世界が変わるよ」

「でも、徳永さんのお手を煩わずらわせるわけには……」

　ぼんやりと綺き麗れいな瞳ひとみを見み詰つめて、わずかに首を傾かしげる。

　紫苑の言葉のなにがおかしかったのか、徳永は一瞬だけ目を瞠みはって肩を震わせた。

「っくく……この状じよう況きようで、俺の心配か。役得なだけなんだけどなぁ。いちいち予想外で、面おも白しろい」

　面白いなどと言われたのは、初めてだ。

　徳永こそ、これまで紫苑の周りにいなかった性質の人で……興味深い。

　大人の男性なのに、人ひと懐なつっこく笑いかけてきたり話しかけてきたりするかと思えば、怖こわいくらい勘かんが鋭するどい。

　警けい戒かい心しんを緩ゆるませた途と端たん、スルリと距離を詰めてきて……自然な仕草で触れてくる。

　どんな言動が飛び出すかまったく読めずに、この人と出で逢あってからの紫苑は、心しん拍ぱく数すうを乱されてばかりだ。

　笑いを消した徳永は、紫苑の手を握ったまま言葉を続けた。

「深刻に考えなくてもいい。期間限定の契けい約やく愛人……って言葉の響きは人聞きが悪いな。うーん……恋こい人びとをレンタルするって思えばいいよ。ＤＶＤとか旅行用のスーツケースとか、最近だとブランド物の服やバッグなんかのレンタルもあるだろ。それの、恋人版」

　レンタル？　それも、人……恋人を？

　紫苑が、徳永を恋人としてレンタルする、という意味でいいのだろうか。

　自分なりに理解をしたつもりだが、正解か否いなかはわからなくて、首を捻ひねりながら徳永に聞き返す。

「図書館で本を借りることはあっても、民間のレンタルショップを利用したことはありませんので、システムがよくわからないのですが」

「おっと、そこまで温室育ちなのかぁ。つまり、画えが描かき上がるまで俺の恋人になる？　ってことだな」

　なんでもないことのように語りながら、握っていた紫苑の手を解放する。そっと指を開かせると、徳永自身の指をそのあいだに割り入れる形で組み合わせてきた。

　そんなふうに手を握られると、手のひらも指の股またも……密着度が増して、変な感じだ。

「……徳永さんに、利はあるのでしょうか」

　紫苑に、未知の世界を見せてくれる。

　そうすることで、徳永側にわずかながらでも利はあるのか不安になって、ギュッと組み合わされた手を見下ろした。

　その手を、グッと力を込めて握りながら徳永が答える。

「俺に？　もちろん。……まず、君の外見がものすごく好みなんだ。最初に、あそこで画を見ていた君に声をかけたのも、それが理由。カラーリングとか……したことがないだろう烏からすの濡ぬれ羽色の髪かみも、ひっそりとした空気を纏まとう清潔そうな美人っていうところも、立ち姿や綺麗な所作も」

　淡たん々たんと語る徳永の本心が、どこにあるのか……紫苑に読み解くのは、やはり不可能だった。

　徳永のような大人の男性に、好みだとか言われてもすんなり受け取れるわけがない。徳永と比べれば、紫苑など世間知らずで常識に欠ける子供だ。

　ただ、こちらを見詰める綺麗な目が、新しいおもちゃを前にした子供のように輝かがやいていることは確かだ。

　自分のなにかが徳永を面白がらせていて、構おうとしてくれているのだろう。

「徳永さんみたいな人……、酔すい狂きようって言うんですよね」

　たまに祖父が語っていた、好こう事ず家かとか酔狂という言葉の意味を初めて実感した。

　徳永は紫苑の指し摘てきを否定することなく、無言で笑えみを深くする。

「それは、ＯＫってことかな」

「……徳永さんさえ、よければ」

　画に色を増すための手段があるのなら、紫苑に拒こばむ理由はない。逆に、こちらから「お願いします」と頭を下げなければならないのではないだろうか。

「じゃあ、さっそく……」

「え……」

　右手を握られたまま、もう片方の手で首筋を撫なでられる。指先がシャツの襟えり元もとをくぐり、うなじをくすぐられて首を竦すくませた。

「ぁ」

　紫苑がビクッと身体からだを震わせた瞬しゆん間かん、握られていた手が唐とう突とつに解放される。

　のろのろと顔を上げた紫苑と視線を絡からませた徳永は、朗ほがらかに笑って口を開いた。

「と言いたいところだけど、まずはデートからだな。この後、時間はある？　外出や外食するのに許可を取らないといけないとか、あ、まさか門限とかは？」

　デートという耳慣れない単語には戸と惑まどったけれど、徳永が言わんとしているところは理解できた。

「時間は、大だい丈じよう夫ぶです。祖母に声をかけさえすれば、外食も問題ないですし帰宅時間の制限もありません」

「安心した。シャツ一枚の薄うす着ぎでは寒そうだな。出かける準備をしておいで。奥様には、お暇いとまする旨むねを伝えるついでに紫苑くんを連れ出すことをお話ししよう」

「……わかりました」

　交こう渉しよう術に長たけているのか、即そく断だん即そつ決けつの人らしくとんとん拍びよう子しに話を進められる。

　抗あらがう術すべも理由もない紫苑は、徳永の言葉にただうなずいて、座り込んでいた畳たたみから立ち上がった。

「あ……」

「おっと。大丈夫？」

　勢いよく立ち上がろうとしたせいか、うまく膝ひざに力が入らなくて身体のバランスを崩くずしてしまう。

　徳永の両りよう腕うでに抱だき留められ、畳に転がるという最悪の事態は回かい避ひできたけれど、穴を掘ほって埋うずまりたいくらい恥はずかしい。

「すみません。お恥ずかしい姿を……」

　幼少期から正座には慣れ親しんでいるのに、無様な姿を、選よりにもよって徳永に見せてしまった……と頰ほおが熱くなるのを感じた。

　紫苑はそうして恥じ入っているのに、徳永は身体に巻きつかせた長い腕を放してくれない。

「紫苑くん、なんかいい匂においがするなぁ。シャンプー……じゃない、お香こう？」

　背中を抱き寄せられたまま髪に鼻を埋められて、全身を硬こう直ちよくさせる。

　放してもらえないだろうか……と控ひかえ目に身み動じろぎすると、ネクタイの硬かたい結び目が肩かた口ぐちに当たり、居い心ごこ地ちの悪さが加速する。

「あの……膠にかわを使わない時は、作業部屋の隅すみでお香を焚たいていますので。気休め程度の、誤ご魔ま化かしですが……」

　動物性のゼラチンを固めたものである膠は、日本画の画材として必ひつ需じゆ品だ。液状でも販はん売ばいされているけれど、祖父は昔ながらの乾かん燥そうしたものを湯ゆ煎せんで溶とかして用いる。

　ただ、室内で溶かすと……決していいにおいとは言えない獣けもの臭しゆうが充じゆう満まんする。

　常に接している自分は、ある程度鼻が慣れてしまうのでよくわからなくなるが、襖ふすまや畳だけでなく自覚なくこの身にも染しみついているのではないかと、気になるのだ。

　ゴソゴソと手足を動かす紫苑が離はなれたがっていることは、徳永も感じているはずだ。それなのに、背中に回された手は離れていかない。

「なるほど。香水じゃなくて、お香というのはなんだか雅みやびで……色っぽいな。手……放してほしい？」

　ふっと笑いながら顔を覗のぞき込まれ、声もなくコクコクと頭を上下させた。

「わかった」

　イタズラが成功した子供のような顔をしていた徳永は、意外にもあっさりと腕の力を抜ぬいてくれる。

　ズリズリと畳の上で後退して徳永を見み詰つめる紫苑に向かって、洋画に出てくる映画俳優のように両手を肩まで上げる。

「もうなにもしない。やっぱりデートなんか行かない、って言われたくないからね」

「……上着と電話を、取ってきます」

　徳永から目を逸そらしてボソッと口にした紫苑は、細心の注意を払はらって今度こそ立ち上がる。無言で頭を下げると、足早に応接間を出て自室へと向かった。

　動どう揺ようのまま廊ろう下かを歩く足音がいつになく荒あらいことに気がつき、立ち止まって深呼吸をする。

「な……なんなんだ、あの人」

　首から上が燃えるように熱い。口元を覆おおう手が、小刻みに震ふるえている。

　組み合わせて握にぎられた右手、首筋に……うなじ、肩。抱き寄せられた背中。

　身体のあちこちに徳永に触ふれられた余よ韻いんが漂ただよっているみたいで、落ち着かない。

　デート？　これから、一いつ緒しよに外出する？

「心臓、持つのかな……」

　今でさえ普ふ段だんよりずっと多く脈打っているのに、これ以上ドキドキさせられたらどこかおかしくなるのではないか。

　そんな不安と同居しているのは、そわそわして……なんとなく胸の奥がくすぐったい、期待……だろうか？

　徳永の『提案』に抗えず、手を伸のばしたのは自分だ。逃にげ出すのは失礼だと言い聞かせて、止めていた歩を再び進めた。

　あの綺き麗れいな瞳ひとみに見詰められれば、動けなくなる。

　指先で触れられた途と端たん、身体の力が抜けてしまう。

　徳永のすべてに抗い難がたい引力のようなものを感じるのは、徳永の言った『好こう奇き心しん』が原因なのか、別のものなのか……今の紫苑には、わからなかったけれど。







《四》







　どこへ行くのだろう。

　その一言を口に出すことのできない紫苑は、徳永がハンドルを握る車の助手席から車窓を眺ながめる。

　日常生活で、紫苑が車に乗ることはあまりない。

　祖父と共に外出する際はタクシーを利用するが、自分一人なら駅まで徒歩で行き、あとは電車に乗る。

　こんなふうに、あまり親しくない人が運転する車の助手席に乗るという経験はなくて、車という乗り物はある意味密室なのだと痛感する。

　あまりにも静かで、気まずい。

　なにか……話しかけたほうがいいのだろうか。でも、自分では気の利きいた楽しい話題を提供できそうにない。

　落ち着かない気分で、胸むな元もとを斜ななめに横切るシートベルトを指先で弄いじっていると、赤信号で車を停とめた徳永が「紫苑くん」と呼びかけてきた。

「は、はい」

　小さく肩を震わせた紫苑は、徳永から話しかけてくれたことにホッとすると同時に奇き妙みような緊きん張ちようを走らせる。

「そういえば、いくつだった？　未成年なら、アルコールを提供するところは避さけたほうがいいかな」

　そんな徳永の声に、ふっと緊張を解いた。答えることが難しくない質問をくれた徳永に、感謝したい。

　徳永をまともに見ることはできなくて、スーツの袖そで口ぐちとそこから覗く白いシャツのボタンあたりに視線をさ迷わせながら、返事をする。

「僕は二十二歳です。あまり強くはありませんが、お酒は問題なく飲めます。あの、徳永さんは……」

　疑問を晴らすいい機会とばかりに、徳永に質問を返した。

　言葉遊びを楽しむような、徳永とのこれまでのやり取りを考えれば、すんなりと教えてくれるかどうかわからない。

　そう思い、はぐらかされたり変に焦じらされたりすることを覚かく悟ごしていた紫苑だったが、意外にも徳永はスルリと口にした。

「三み十そ路じ。予想より、上？　下？」

　答えの後に、イタズラっぽく続けるあたりは想定内で、心の中で「やはり一ひと筋すじ縄なわではいかない」と苦く笑しようする。

「あ……ほぼピッタリ、です。落ち着いた大人の雰ふん囲い気きなので、もう二つ三つ上だとしても不思議に思いませんけど」

　三十歳ちょうどだという徳永の年ねん齢れいは、違い和わ感かんなく受け入れることができる。

　フロントガラスの向こうを見ている横顔を密ひそかに見み遣やってうなずくと、徳永は突とつ然ぜんこちらに顔を向けて視線を絡からませてきた。

　身構える間もなくまともに目を合わせてしまい、身体からだを強こわ張ばらせる。

「いつ言おうかと思っていたんだけど、俺にそんなに丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいをしなくてもいいよ。もっと、砕くだけた口調でどうぞ」

「でも、徳永さんはお仕事の」

　砕けた言葉遣いをしろと言われても、困る。

　そう反論しかけた紫苑に、徳永は最後まで言わせてくれなかった。

「それも。徳永さん、じゃなくて……ファーストネームがいいな。さん付けもなしで、呼び捨ててくれていい。柳之助、って呼んでくれる？」

「……無理です」

　呼び捨てで誰だれかの名前を呼ぶなど、未経験だ。高校に通っていた時でも、同級生は男女不問ですべて苗みよう字じに『さん付け』をして呼んでいた。

　そのあたりも、クラスの中で浮うく原因の一つだとわかってはいたけれど。

「今は仕事中じゃないだろ。恋こい人びととして、デートしているつもりなんだけどな」

　徳永は目の前の信号が青に変わったのを確かく認にんすると、そこで言葉を切ってゆっくりと車を発進させる。

　恋人として、デート……か。

　契けい約やくだとかレンタルだとか、期間限定ではあるけれど不思議な『恋人関係』を受け入れることを決めたのは確かだ。

　それなら、紫苑にしてみれば馴なれ馴れしくて図ずう々ずうしいだろうと抵てい抗こうがあるけれど……呼び捨てでファーストネームを呼ぶのは当然なのか？

　言葉遣いも、砕けたものにしなければならないのだろうか。

　困った紫苑は、そのあたりに関しても自分より遥はるかに経験豊富だろう徳永に、おずおずと聞き返す。

「それが、一いつ般ぱん的ですか？　僕は、友人らしい友人もいなくて……徳永さんに指し摘てきされたとおり、異性との交際経験もありません。今のような態度で接するのは、徳永さんに失礼なことでしょうか」

　成人した男がそんなに世間知らずでどうすると、呆あきれられるかもしれない。

　そう思いつつ問いかける。

　徳永はしばらく無反応だったけれど、唐とう突とつに「あー……」と唸うなるように口にしながら左手をハンドルから離はなして、自分の髪かみをくしゃくしゃと搔かき乱した。

　なにを言われるのかと身構えた紫苑の耳に飛び込んできたのは、どこか弱ったような……なんとも形容し難い、苦笑交じりの声だ。

「参ったな。なんだそれ、本当に純じゆん粋すい培ばい養ようっていうか……現代日本で生きていて、よくぞ世せ俗ぞくの垢あかにまみれないなと感心するね」

　ふっと大きく息をついた徳永が、なにを思ってそんなことを言ったのか紫苑には察することができない。

　自分の鈍にぶさがもどかしくて、肩かたを落としてポツポツと口を開いた。

「すみません。高校でも、同級生から遠巻きにされていて……。幼少時から祖父母の教えに従ってきたつもりですが、おかしいところがあるのかもしれません」

　級友に積極的に自分から話しかけようとしなかったせいもあるかと思うが、紫苑は休み時間に自分の席で本を読む根暗なヤツ、と認識されていたに違ちがいない。

　ポロリと、「五十川は浮うき世離れしているよな」などと言われたこともあるが、この歳としになってまで徳永に同じように言われてしまった。

　高校生の頃ころから成長していないのかと、消しよう沈ちんして自分の膝ひざに目を落とす紫苑に、徳永は落ち着きを取り戻もどした声で質問してくる。

「最終学歴は、高校卒業？　美術系の大学……専門学校とかには？　どこかで画えを習ったんじゃないのか？」

「高校を卒業後、進学はしていません。画の技法は、祖父の傍そばで覚えました。積極的に教えてはくれませんでしたが、子供の頃から僕が脇わきに座って見ていることを許してくれましたので……門前の小こ僧ぞうとでもいいますか、自然と身につきました」

　習ったというより、覚えたと言ったほうが正しいかもしれないが、師し匠しようは祖父……『五十川犀星』だと言ってもいいだろう。

　紫苑の説明に、徳永は「なるほど」と、うなずいた。

　納なつ得とくしてくれたようだ。今度は、的外れというか変な切り返しにならなかったらしいと安あん堵どする。

「まぁ……だいたいわかった。もっと、君のことをいろいろ知りたいな。このままドライブをしてもいいけど、落ち着いて話せるところに行こう。その後は、どこかで食事……で、夜のお楽しみは次の機会かな。車があるからアルコールは飲めないし、日付が変わる前に送っていく。今日のデートプランは、それでいい？」

「……お任せします」

　徳永の語る『デートプラン』とやらに、異を唱えられるわけがない。どのようなものが一般的なのかもわからなければ、紫苑には代案も出せないのだ。

　うなずく紫苑に、徳永は「ククッ」と笑えみを深くして交差点を左折した。

「言葉遣いを改めるのは、簡単じゃないか。俺がお手本を見せるかな。お茶をしようと思うけど……紫苑は洋よう菓が子しと和菓子、どっちが好き？」

　お手本を見せると口にした徳永は、自然な口調で『紫苑』と呼び捨てにして好みを尋ねてくる。

　祖父以外の人間に呼び捨てで名前を呼ばれたことのない紫苑は、心臓が大きく脈打つのを感じて息を吞のんだ。

　これは、なんだろう。

　心臓がドキドキして……胸が苦しい。名前を呼ばれただけなのに、こんなふうにそわそわするなんて変だ。

　質問に答える余よ裕ゆうもなく戸と惑まどう紫苑に、徳永は促うながす響ひびきで再び名前を呼びかけてくる。

「紫苑？　目的地を定めたいから、どっちか選んでくれたらありがたいな」

「わっ、わかりません。洋菓子は、ほとんど口にしませんので……徳永さんの好みに、合わせます」

　紫苑にとって、甘いものといえば日本茶と共に並ぶ和菓子が中心だ。祖父母も、自ら洋菓子を買い求めることもなかったし……関係者から頂くお中元やお歳せい暮ぼも、食べ物では日本茶や羊よう羹かんなどがほとんどだった。

　カステラ……は、洋菓子に分類していいものだろうか。

「了りよう解かい。じゃ、洋菓子にしよう。ケーキ……パフェが名物のカフェでもいいな」

　紫苑が、普ふ段だんあまり縁えんがないと言ったから、洋菓子を選せん択たくしたのかもしれない。

　気を遣つかわせてしまったか？　と思ったけれど、そっと窺うかがい見た徳永の横顔はなんだか楽しそうで、「すみません」という一言を喉のどの奥に引っ込めた。

　紫苑が困っていても、楽しそうな顔をしているし……やはり、酔すい狂きような人だ。







　　　　□　□　□







　ゆったりとした落ち着いたカフェには、コーヒーの匂においが漂ただよっている。

　あまり大きなテーブルではないので、徳永と向かい合ってイスに座っているのは少しだけ気き詰づまりで……女性店員が「お待たせしました」とトレイを手にテーブル脇に立った時にはホッとした。

「こちら、特製苺いちごパフェと……キリマンジャロです」

　徳永の前にはコーヒーカップ、紫苑の前には『特製』がつく苺パフェが給きゆう仕じされる。紫苑は、目の前に置かれた大きなガラスの容器に、無言で目を瞠みはった。

　店員がテーブルから離れると同時に、ポツリと零こぼしてしまう。

「……すごい」

　けど、どこから手をつければいいのかわからない。

　紫苑の目の前に置かれた苺パフェは、比ひ喩ゆではなく隆りゆう々りゆうと聳そびえ立っている。

　透とう明めいなガラス容器の下に敷しかれている白い皿から盛りつけられた天てつ辺ぺんの苺まで、三十センチくらいありそうだ。

　純白のクリームに埋うずめられるように、真っ赤な苺がふんだんに盛りつけられていて、すごく美味おいしそうだとは思うけれど……。

　手を出しあぐねている紫苑をテーブル越ごしに見ている徳永は、うつむいて笑っている。

「初めてパフェを見たみたいに目を丸くして、可愛かわいいな」

「……映画や写真では、見たことがあります。でも、実際のパフェは初めて見ました。どこから、どうやって食べればいいのか……悩なやみます」

　柄えの長いスプーンと、同じくらい長いフォークが添そえられているので、これを使えばいいというのはわかる。

　ただ、変なところにスプーンやフォークを差し込んでしまったら、美しく盛りつけられた苺が崩くずれ落ちそうだ。

「お箸はし……は、いただけないのでしょうか」

　これはいっそ、箸を使ったほうがいいのでは。

　そう思って口にした紫苑に、徳永は「箸？」と小さく口にして……笑った。

「それはまた、予想外な……。上から順番に、食べればいい。うっかり苺が落ちても、下にあるお皿が受け止めてくれるから」

　なるほど。苺パフェが盛りつけられた大きなグラスの下した敷じきになっている白い皿は、不測の事態が起きた際の受け皿として機能するものらしい。

　徳永の言葉にうなずいたのはいいが、なかなか手を出すことができない。

　真しん剣けんな目で苺が盛られたパフェを眺ながめていると、テーブルの向こうから手を伸のばしてきた徳永が紫苑から長いスプーンを取り上げる。

「ソフトクリームが溶とけるよ。まずは、一番上の苺から……どうぞ」

「あの……」

　天辺に飾かざられていた、一ひと際きわ大きくて赤い苺をスプーンで掬すくった徳永は、自然な仕草で紫苑の口元に差し伸べてくる。

　困こん惑わくしてチラリと目を向けた徳永は、「早く」と微笑ほほえむばかりだ。

　紫苑が困っていることが、わからないわけがない。その上で、素知らぬ顔をして促してきているに違いない。

　独特の雰ふん囲い気きとペースで紫苑を惑まどわせるばかりの徳永は、店員や他ほかの客の目など、まったく気にしていないのだろう。

「落ちるよ、苺」

「ッ……」

　確かに、白いクリームと一いつ緒しよにスプーンに載のっている苺は今にも滑すべり落ちてしまいそうだ。

　もう躊躇ためらっている場合ではないと決意して、目の前にある大きな苺を口に入れた。

　張りのある、瑞みず々みずしい苺の果肉は予想していたより硬かたい。でも、熟うれていないわけではない証しよう拠こに、濃のう密みつな甘あま酸ずっぱさが口こう腔こうに満ちる。

「どう？　なんて言ったか……新品種らしいよ。天辺の苺と、ソフトクリームの周りを囲む苺、グラスの中の苺……全部種類が違ちがうんだって」

　テーブルの端はしに飾られている苺パフェを紹しよう介かいするパンフレットを指差して、徳永が説明してくれる。

　ゆっくりと咀そ嚼しやくして嚥えん下かした紫苑は、「すごい」とつぶやく。

「こんなに甘い苺、初めて食べました。……美味しい」

「それはよかった。知人からここの期間限定苺パフェがすごいって聞いたんだけど、一人では来る機会もなくて……俺一人じゃ、苺パフェはちょっと食べづらいしね」

　徳永から手て渡わたされたスプーンを受け取った紫苑は、大きな苺がなくなったパフェの頂点からソフトクリームを掬う。

　ミルクの味が濃こいのに、甘すぎなくて……舌の上でスッと溶ける。夏場に氷ひよう菓かを口にすることはあっても、外出先でソフトクリームを食べることのない紫苑は、こんなに美味しいものなんだ……と目を輝かがやかせた。

「徳永さんは食べづらい……って、どうしてですか？　すごく美味しいのに」

　一口、二口……ソフトクリームを口に入れた紫苑は、コーヒーカップを口元に運ぶ徳永に尋たずねる。

　ソフトクリームと同じ色の、ふわりとしたクリームに埋もれている少し小こ振ぶりな苺も美味しくて、自然と唇くちびるを綻ほころばせた。

「うーん……まぁ、無む駄だな格好つけかな。君のようなタイプならともかく、俺だと似合わないだろ」

「そうでしょうか。食べ物が似合うかどうかなんて、考えたこともないですけど……」

　今、紫苑の目前にある苺パフェ越しに目に映る徳永に、違い和わ感かんは……ない。

　首を捻ひねりつつ答えた紫苑に、徳永は苦く笑しようして持っていたコーヒーカップをソーサに戻もどした。

「世の中の人すべてが、君みたいなら……ね。紫苑は、本当に育ちがいいんだな。五十川先生と奥さんと……もしかして、三人暮らし？　いつから？　って聞いてもいいかな」

「二十二年前から、です。あの、よければ徳永さんも。さっきのお返しです」

　短く答えた紫苑は、スプーンに苺とクリームを一緒に掬い、テーブルの向こうにいる徳永に差し出す。

　徳永は、ほんの少し驚おどろいた顔をしたけれど……笑って受け入れてくれて、ホッとした。

「紫苑ってば、意外と大だい胆たん……ってわけじゃなくて、マイペースなだけか。そんなところまで好みだなぁ」

　なにがおかしいのか、クスクス笑った徳永は「続きをどうぞ」とグラスを指差す。

　紫苑は無言でうなずくと、無心でスプーンに掬った苺やクリームを口に運んだ。

　ソフトクリームと周りの苺を食べ進めると、グラスの中には苺の果肉が混ぜられているシャーベットとミルク味のシャーベットが隠かくれていた。シャーベットがなくなると、その下から白い苺が現れて目をしばたたかせる。

「……徳永さん、白い苺が出てきました」

　驚いて手を止めた紫苑は、スプーンに載せた白い苺を徳永に「これです」と示す。

　徳永は差し出された苺と紫苑の顔を交こう互ごに見み遣やり、笑えみを深くした。

「うん。俺も口にしたことはないけど、そういう品種なんだって。……可愛い反応」

「可愛く……は、ないです。物を知らないだけです」

　自分の世界は狭せまいと、自覚している。

　テレビを見ることもほとんどないし、祖父母の用事以外では外出することも滅めつ多たにない。美術館や博物館、図書館には行くけれど、カラオケもゲームセンターも名前しか知らない。

　こんなふうに、カフェで誰だれかと間食するのも初めてだ。

「二十二歳だって聞いても、とても信じられないくらいスレてないな。いや、幼いって意味じゃなく……どう言えばいいかな……どこかの国の王子様を連れ出した気分だ。ああ、あの映画みたいだ。知ってる？　『ローマの休日』」

　世間知らずなだけだと思うが、徳永は独特な言い回しで紫苑のことを表現してくれる。

　王子様、などと言われるような存在ではないと自覚している紫苑は、どんな顔をすればいいのかわからなくて顔を伏ふせて答えた。

「……題名だけは」

　随ずい分ぶんと古い映画だったはず……と、モノクロの画面を思い浮うかべる。祖母が出演している女優を好きで、「美しい名作よ」と聞いたことがある。

「じゃ、今度一緒に観みよう。リバイバル上映している映画館があればベストだけど、なければＤＶＤだな」

　次のデートプランが決まった、と笑う徳永に、知らないものばかりの自分と一緒にいてもつまらなくないんだな……と肩かたの力を抜ぬく。

　これまでは、誰にどう思われようと、気にしたことなどなかった。高校に通っていた頃ころ、友人もおらず教室で一人の紫苑を教師が気き遣づかってくれたこともあるが、学業に支障はないので……と問題がないことを伝えると、複雑そうな顔で「そうか。五十川が気にしていないならいいが」と肩を叩たたかれた。

　あの時、教師が苦笑いした意味は……今もわからないままだ。でも、徳永に同じような顔をされるのは、なんとなく嫌いやだな……と思う。

　面おも白しろいと笑ってくれるのはいいが、この人の不快感を隠すような苦い笑みは見たくない。

　そんなふうに思うのは……どうしてだろう。

「白い苺いちご、徳永さんも食べてください」

「……いただきます」

　味見をしてほしくて、フォークに苺を刺さして長い柄えを手渡そうとしたけれど……徳永は手を出すことなく、微笑を滲にじませて待っている。

　紫苑が口元に運ぶように、という意味に違いない。

　どうしよう。目が合ってしまったので、気づいていないふりをするのも無視するのも不可能だ。

「…………」

　無言の重圧に負けて、そろりとフォークの先に刺した白い苺を徳永に差し出すと、満足そうに口に入れて「美味おいしいな」と笑った。　>>>♥

　トクンと心臓が鼓こ動どうを乱し、紫苑は慌あわてて長いフォークをパフェグラスの下敷きになっている皿の端に置く。

　徳永の視線から逃のがれるように、うつむき加減で一心不乱に長いスプーンを動かして。

　苺ソースにクリームに、スポンジ……とグラスの底になっていた部分まで食べ終えて、「ご馳ち走そうさまでした」と手を合わせる。

　紫苑が食べ終わるのを待っていたのか、徳永が「温かいお茶でもオーダーする？」と尋ねてきた。

「いえ、もうお腹なかがいっぱいです」

　冷たいものを食べたから身体からだは冷えているけれど、お腹がいっぱいなのも事実だ。

　紫苑が首を横に振ふると、徳永はうなずいて言葉を続けた。

「……話したくないなら、無理に聞き出す気はないから拒きよ否ひしてくれていい。さっき、三人暮らしかって聞いたけど、二十二年前からということは……生まれてすぐに？」

　紫苑が語った際は軽く流したように見えていたのに、苺パフェを食べきるまで聞きたいことを抑おさえていたのかもしれない。

　チラリと目を向けた徳永は、興味本位とは思えない真しん剣けんな表情をしていた。特に隠さなければならないことでもないので、紫苑は「はい」と首を縦に振る。

「母は、僕の誕生から半年も経たたないうちに、祖父母の下もとに乳児の僕を残して失しつ踪そうしたそうです。父にあたる男性の名前は、祖父母に隠したまま……。祖父母は、僕を養子に迎むかえて養育してくれました。娘むすめは自由奔ほん放ぽうに育てたのが悪かったのだと、子供の頃からたくさん約束事がありました。小学校の同級生は、窮きゆう屈くつだとうちに遊びに来ることを避さけるようになりましたが……僕は、育ててくれた祖父母に感謝しています」

　今も、母親の行方ゆくえはわからない。

　祖父が、写真を始めとした母親に関するものをすべてどこかに仕し舞まい込んでしまったので、紫苑は母親に関する記き憶おくもないし顔さえ知らない。けれど、ここまで養育してくれた祖父母に感謝しているのは事実だ。

　祖母は、母親の代わりにたくさんの愛情をくれて……祖父は、厳格な父親として人前に出ても恥はずかしくないようにと所作を教えてくれた。

　少しだけ一いつ般ぱん的ではないはずの育ちについて、特別な感情を込めることなく淡たん々たんと語った紫苑に、徳永は小さくうなずいた。

「聞かせてくれてありがとう。……紫苑のお行ぎよう儀ぎのよさとか、独特の雰ふん囲い気きは、五十川先生ご夫妻の教育の結果か」

「独特、でしょうか。徳永さんこそ、あの……失礼ですけど、少し変わっています。僕に、こんなふうに構おうとする人なんて、今までいませんでした。どんなお仕事をなさっているのかも、よくわかりませんし……」

　徳永のことを知ってすぐの頃、独り言で零こぼした『変な人』とは面と向かって言えるわけもなく、どう言い表せばいいのか悩なやんだ。

　ただ、あまり巧たくみな言葉に置き換かえられなかった。語ご尾びにつけ足した、詮せん索さくするような言葉も不ぶ躾しつけだったかとテーブルに視線を落とす。

　でも徳永は、まったく気にする様子もなく「ははっ」と笑った。

「変わってるというか、紫苑にも言われたけど友人からは酔すい狂きようだと眉まゆを顰ひそめられるかな。で……やっぱり、言こと葉ば遣づかいは改められそうにない？　柳之助って呼んでくれたら、プライベートも含ふくむどんな質問にも答えるよ」

　そんな台詞せりふで紫苑を困らせて、楽しそうな顔をしている徳永は……やはり酔狂な人に違ちがいない。

　迷ったけれど、どんな質問にも答えるという誘ゆう惑わくに負けた。

「……り、柳之助、お仕事は？　美術関係ですよね」

　おずおずと尋たずねた紫苑に、徳永はじわりと笑って少しだけ顔を背そむける。

　やはり、呼び捨ては失礼だっただろうかという不安は、直後に徳永が口にした言葉で吹ふき飛んだ。

「想像以上に可愛かわいいなぁ。不器用な、柳之助……って。うわ……本気で、なんでもしてあげたくなる。清純な顔をした小こ悪あく魔まだな」

　徳永の語る内容は、よくわからない。

　でも、唇くちびるに笑えみを浮かべていることと楽しそうな口調は、紫苑の呼びかけが決して不快なものではなかったのだと教えてくれる。

「約束だから、質問に答えるよ。仕事は、大きな括くくりだと美術関係……かな。日本国内だけでなく、海外のコレクターや美術館の仲ちゆう介かいをしている。有名画家の画えを集めて絵画展をしたいけど、個人所有のものがあって貸し出してくれない……っていう時に、あいだを取り持ったり……日本の美術館で展示したい画のレンタルを、海外の美術館に打だ診しんしたり」

　レンタルという一言が耳に入った途と端たん、紫苑はテーブルに置いていた右手の指先をピクリと震ふるわせてしまった。

　幸い、徳永は紫苑のわずかな動きに気づかなかったようだ。

　静かに、言葉を続ける。

「今回、五十川先生に依い頼らいしたような……依頼主がどうしても欲しいと望んでいる画や彫ちよう刻こくといった美術品が入手できそうにない時は、複製をお願いできる作家さんを探して折せつ衷ちゆう案を提案したり……ね。世界のあちこちを巡めぐっていると、珍めずらしいものに出で逢あえることも多々あって、退たい屈くつしない」

　だいたい、わかった。

　徳永が時おり見せる、落ち着いた大人の印象を覆くつがえす子供のようなイタズラっぽい目は……好こう奇き心しんが旺おう盛せいな、その性格故ゆえに違いない。

「他ほかに聞きたいことは？　今すぐじゃなくてもいいけど」

「…………」

　テーブル越ごしに視線を絡からませた徳永は、微び笑しようを滲ませて……紫苑がなにを言い出すのかと、楽しそうに待っているみたいだ。

　綺き麗れいな目だな……と思った紫苑は、そのままをポツリとつぶやいた。

「柳之助の目、髪かみも、綺麗だ」

　なにも考えずに口にしてしまったせいで、随ずい分ぶんと唐とう突とつな一言だっただろう。徳永は一いつ瞬しゆんだけ不思議そうに目をしばたたかせて、「くくく」と肩かたを震わせる。

「褒ほめてくれてありがとう。俺の祖父は、オランダ人なんだ。この仕事に就つくきっかけが、祖父の遺のこしたコレクションを、バイヤーとのあいだでやり取りしていた叔父おじの助手をしていたことで……」

「おじい様が、オランダ人」

　だから、か。

　髪や瞳ひとみの色素が薄うすいのも、百七十センチに三センチほど足りない紫苑と並べば、二十センチ近く背が高いのも、やけに手足が長くてスーツ越しにでも端たん整せいな骨格だと見て取れるのも。

　納なつ得とくした、とうなずいた紫苑の視界の端はしに、こちらに伸のびてくる徳永の手が映る。

　なにかと思って顔を上げると、前髪を指先で摘つままれて動きを止めた。

「俺は、紫苑の艶つや々つやの黒髪が綺麗だと思うけどね。大きな瞳も……黒飴あめみたいで、舐なめたら甘そうだ」

　ジッと視線を絡ませながらそんなふうに言われて、ビクッと肩を震わせた。おかげで硬こう直ちよくが解け、少しだけ背中を引いて前髪に触ふれている徳永の手から逃れる。

「甘くはない……と思うけど。試ためさないでくださいね」

　徳永なら、興味本位のまま実行しそうだ。

　そんな危機感に背中を押されて口にした紫苑に、徳永は、またしても「くくくっ」と抑えた声で笑う。

「そういう趣しゆ味みはない……はずだけど、紫苑には色々してみたくなるなぁ。どう言えばいいか、なにも知らない風ふ情ぜいなのに時々なんとも言い難がたい艶っぽさが滲にじみ出ていて……強ごう引いんに暴あばきたくなる。困った」

　ジッと、こちらを見ている徳永の視線を感じる。

　そんなこと、初めて言われた。色気や艶という言葉とは、対極の位置にいるはずだ。

　紫苑にしてみれば、自分ではなく徳永の感じ取り方が変わっているのだと思うけれど……。

「……僕は、もっと困ります」

「うん。困るよね」

　二人で「困った」と言い合っていると、フロアを巡じゆん回かいしていたエプロン姿の女性が足を止めて、テーブルの隅すみに置いてあるグラスにピッチャーの水を注いだ。

　それに気づいた徳永は、

「申し訳ない。温かいレモネードを、二つお願いします」

　女性を見上げて、ニッコリと笑いかける。

「は、はい。ホットレモネードを、お二つ……」

　水の入っているピッチャーを空いている隣となりのテーブルに置いた女性は、慌あわてた仕草でエプロンのポケットから端たん末まつを取り出して徳永の言葉を復唱しながら操作する。

　その頰ほおが、ほんのりと紅潮しているように見えるのは、気のせいではないはずだ。

　徳永の笑みが、若い女性にとって心臓の鼓こ動どうを速くする……体温をじんわり上げるものだろうということは、紫苑もこの身で知っている。

　同性の紫苑がどぎまぎするのだから、女性だともっと特別に感じるだろう。

　少々お待ちくださいと言い残した女性は、空になったパフェグラスと徳永の前にあるコーヒーカップとソーサを引き上げてテーブルを離はなれる。

　紫苑に向き直った徳永が、「ごめん」と話しかけてきた。

「追加のオーダーをせずに長居するのは申し訳ないから、勝手にレモネードを頼たのんじゃったけど、レモンは嫌きらいじゃなかった？」

「柑かん橘きつ系は、全部好きです。レモネード……は、口にしたことはありませんが」

　一度も飲んだことはないが、言葉の響ひびきから、なんとなくどんなものなのか想像はつく。きっと、レモンを使った温かい飲み物で……好みの味だろう。

　未知の『レモネード』を思い浮うかべながら答えた紫苑に、徳永は笑みを深くした。

「紫苑の初めてを、俺がまた一つもらったのかな。もっと、いろんなこと……経験させてあげるよ」

　テーブル越しに右手の指先を軽く握にぎられて、腕うでを震わせる。紫苑が手を引くより早く、徳永が指を離した。

「ぁ……」

　逃にげようとしたくせに、徳永から離されてしまうと、指先が冷たくなったような……不思議な物足りなさを感じてしまう。

　そんな、矛む盾じゆんした自分に戸と惑まどいながら右手を握り込む。

　徳永に握られた指先には、感かん触しよくと体温の余よ韻いんが、未いまだにとどまっているみたいだ。

　他人に触れられることはあまりなく、自分は接せつ触しよくを苦手だと思っていたのに、自然な仕草で触れてくる徳永の指や体温にいつの間にか慣らされてしまった。

　でも、紫苑が逃げる素そ振ぶりを見せる前に、徳永は指を離した。

　まるで、そうされた紫苑が、物足りないような淋さみしいような、奇き妙みような感情に戸惑うことを知っていたみたいに……。

「柳之助は、少し……意地悪かもしれない」

　声に出すことなく自己分ぶん析せきした紫苑が、ポツリと零こぼした言葉の意味は、きっと徳永にはよくわからなかったはずだ。

　理り不ふ尽じんな文句だろうと思うのに、不快感を表すでもなく楽しそうに言い返してくる。

「そう……かな。紫苑の困った顔が可愛かわいいから、ついイタズラ心が刺し激げきされて……これも危険な思考かなぁ」

　思案の表情を浮かべて首を捻ひねる徳永は、紫苑が訴うつたえた『意地悪』を否定しない。

　それも、原因がこちらにあると言われてしまい……目を伏ふせた紫苑は、ますます困ったなと肩を落とした。

　テーブルの向こうから紫苑を見み遣やった徳永が、これまで以上に楽しそうな笑みを浮かべたことに気づかなかったのは、幸いだったかもしれない。







《五》







　昼食を終え、十八時の夕食までの中間にあたるこの時間は、お茶を淹いれるため台所にいることを知っている。

　外出の準備を整えた紫苑は、ポットに向かっている祖母の背中にそっと声をかけた。

「おばあ様。出かけてきます。夕食は外で済ませてきますので……」

「あら、このところ頻ひん繁ぱんに外出なさるのね。……いいお友達ができたのかしら」

　ふふっと笑う祖母は、友人らしい友人のいない紫苑に連れ立って外出する相手ができたのかと嬉うれしそうだ。

　紫苑が、独りで外出しても夕食まで済ませてくることがないと知っているから、『友人』の存在に言げん及きゆうしたに違ちがいない。

「はい……友人？　と言えるかどうかはわかりませんが、その方の知人のギャラリーを案内してくださるそうなので、勉強をしてきます」

　ギャラリーを案内してもらい、勉強をするという外出理由は言い訳じみていただろうか。それに加えて、徳永を指して『友人』と言い切るのにも迷う。

　紫苑の返答は、心苦しさと迷いが滲む曖あい昧まいな口くち振ぶりだったと思うが、祖母は深く尋たずねてくることなくニコニコと笑ってうなずいた。

「ご一いつ緒しよに出かけられるお相手がいらっしゃるのは、いいことですわね。先生には私からお話ししておきますから、いってらっしゃい」

「ありがとうございます。行ってきます」

　祖父に、紫苑の外出を伝えてくれるという祖母に安あん堵どして、頭を下げると玄げん関かんに向かった。

　自室にいるはずの祖父に、自分の口から外出する旨むねを伝えるのを躊躇ためらうのには、理由がある。

　徳永から依い頼らいを受けた画えが、ほとんど描かき進められていないせいだ。

　作画作業をそっちのけにして、ふらふら遊び歩いているのかと……先日も注意されたばかりなのに、またしても出かけることを快く思われないだろう。

　今日は、祖母が『ギャラリーを見学して勉強を』という紫苑の言葉を伝言してくれるはずなので、機き嫌げんを損そこねないはずだが……。

　祖母と話していたせいで、予定より家を出るのが遅おそくなってしまった。

　庭師による手入れの行き届いた庭を小走りで抜ぬけて、門もん扉ぴの脇わきにある通用口の木戸をくぐり、通りに出る。

　道路の端はしに停車しているダークブルーの徳永の車は、捜さがすまでもなく目に留まった。

　運転席の徳永は、紫苑に手を振ふると車から降りて前方を回り込み、自然な仕草で助手席のドアを開ける。

「どうぞ」

「すみません。……お待たせしましたか？」

「いや、待ったうちに入らないから気にしなくていい」

　迎むかえに行く、と予告された時間より五分以上も早い。

　こうして徳永と出かけるのは五回目になるけれど、毎回必ず紫苑より先に着いていて待ってくれているのだ。今日こそ、自分が先に路上で立っていようと思っていたのに、失敗してしまった。

　どれくらい前からここで待機していたのか聞けず、申し訳ないな……と思いながら徳永を見上げると、嬉しそうな笑えみを浮かべて紫苑の前まえ髪がみに指先で触ふれてきた。

「ここ、撥はねてる。庭を走ったのかな？　今日は、どんな服で出てくるのかな……って想像しながら紫苑を待つ時間は、楽しいだけだよ。乗って。……閉めるよ」

　促うながされるまま乗り込み、紫苑がきちんとシートに収まっていることを確かく認にんすると、ドアを閉めて運転席に戻もどる。

　紫苑相手でも当然のように慣れた所作でエスコートする徳永に、最初は恐きよう縮しゆくするばかりだったけれど、今では随ずい分ぶんと馴な染じんでしまった。

　すぐに車を発進させた徳永は、フロントガラスの向こうを見ながら紫苑に話しかけてくる。

「外食の許可をいただいてきた？」

「……はい。祖母に、一緒に出かけるお友達ができてよかったって……安心されました。その友達が、柳之助だということは話せなかったけど」

　ポツリと口にして徳永の横顔を窺うかがうと、ほんの少し笑みを浮かべて「お友達かぁ」と残念そうにつぶやく。

「家の前で鉢はち合あわせた時に、相手が俺だとビックリするだろうから……恋こい人びとだって言えないのは、仕方ないかな」

「…………」

　恋人、と。

　自然な調子でそう言った徳永に、相づちを打つことさえできなくて、紫苑は無言で曖昧に首を振る。

　徳永と自分の関係が、期間限定のレンタルというものだとしても『恋人』と呼べるものなのかどうか、紫苑にはよくわからないままだ。

　でも、徳永はその心積もりらしい。

　期間限定だとか借り物の恋人だとか付属することなく、紫苑に向かって、ただ「恋人」と口にする。

　初めて出かけた時は、カフェで苺いちごパフェを食べてレモネードを飲んで、紫苑のことを聞きたいと質問してくる徳永にポツポツと答えた。

　紫苑も、いくつか徳永のことを知り……特別な変化があったとすれば、互たがいをファーストネームで呼び合うようになったことくらいだ。

　二度目と三度目は、こぢんまりとしたシアターで徳永に薦すすめられた映画を鑑かん賞しようして、夕食を共にすると二十一時には自宅に送り届けられた。

　四度目となった前回は、予想もしていなかった場所に連れて行かれ……親子連れで賑にぎわう、昼下がりの動物園を散策したのだ。動物園を訪おとずれるのは小学校の遠足以来で、初めての体験と変わらなかった。

　小学生の頃ころは、教師に引いん率そつされて慌あわただしく園内を歩いたという記き憶おくしかなかったのだが、ゆっくりと見て回ると当時とは印象がまったく違った。広い運動場からこちらを見上げるゴリラを指して、「俺たちが見物されているみたいだな」と笑った徳永に、紫苑もつられて随分と笑った気がする。

　残念ながら、今日は夕方から予定があるんだと言った徳永とお茶を飲んで駅前で別れ、「デートの記念に」と動物園の売店で購こう入にゆうして手て渡わたされた、大きなゴリラのぬいぐるみを抱かかえて帰宅した。

　これが、世間一いつ般ぱんの『恋人関係』なのかどうか紫苑には判別できないのだが、徳永がそう言うのなら否定する理由はない。

「今から行くギャラリーは、オーナーが個人的な趣しゆ味みで収集している画を展示していて……歴史的な名画だけでなく、紫苑と変わらない年ねん齢れいの若手の画家が描いたものもたくさんあるんだ。同年代の人が描いたものを見る機会は、あまりないんじゃないかな……と思って」

「確かに……ないです。祖父と同世代か、もっと時代を遡さかのぼって……江え戸ど時代から昭和初期の画家さんたちのものに触れる機会は、多いのですが」

　若手画家の作品を中心とした展覧会に、特別審しん査さ員や講評を求められた祖父に付き添そって出かけることはある。

　けれど、紫苑が好き勝手に見て回る時間はなく、人ひと混ごみを嫌きらう祖父が用を済ませれば早々に場を離はなれることもあって、じっくり目にする機会はほとんどなかった。

「……楽しみ」

　ほんの少し笑みを浮うかべてポツリと口にした紫苑に、ハンドルを握にぎる徳永は「あ、待て」と硬かたい口調で告げてくる。

　紫苑は、なにか変なことをしてしまっただろうかと困こん惑わくして口を噤つぐむ。信号で停車すると同時に、徳永が紫苑に顔を向けてきた。

「笑った？　今、絶対に可愛かわいい顔をしていただろう。もう一度、楽しみだって笑ってくれないかな」

「そんなふうに言われたら、……無理」

　だいたい、可愛い顔をしていたかどうかなど、自分ではわからないのだ。同じようにと催さい促そくされても、再現できるわけがない。

「俺としたことが、紫苑の笑顔を見み逃のがすなんて……不覚」

　真顔の徳永が、本当に残念そうに大きなため息をつくものだから、不可解な思いで首を捻ひねった。

「そんなに、珍めずらしいものではないと思うけど……」

「いいや、結構な希少価値なんだ。うーん……早く自動運転の車が普ふ及きゆうしてくれれば、脇わき見みができるのになぁ」

　冗じよう談だん……だろうか。

　目の前の信号が青に変わり、ゆっくりと車を発進させた徳永は真ま面じ目めな顔をしているので、真意がよくわからない。

「っふ……僕の顔を見るために、自動運転って……無む駄だな」

「あ、また笑ってるだろ」

　即そく座ざに反応した徳永が、子供のように悔くやしそうだったから尚なお更さらおかしくて、窓に顔を向けて肩かたを震ふるわせてしまう。

　徳永は無言で……笑ってしまったのは失礼な態度だったかと、紫苑も唇くちびるを引き結んで車窓の風景を眺ながめる。

　目的地らしい駐ちゆう車しや場に車を停とめると、エンジンを止めるなり徳永の手でシートベルトを外された。

　運転席から身を乗り出し、紫苑に覆おおい被かぶさるような体勢で距きよ離りを詰つめてくる徳永は真しん剣けんな顔をしている。

「あ……の」

　無言のまま徳永の右手で左ひだり肩かたを摑つかまれ、紫苑は困惑しつつ端たん整せいな顔を見上げる。

　直後、間近に迫せまった色素の薄うすい瞳ひとみに息を詰めた。

「はい、笑って」

「……笑えません」

　なにもないのに笑えと言われても、無理だ。

　なにより、こんなふうに接近されてしまうと……心臓が変に鼓こ動どうを乱して、笑うどころではない。

　わずかに思案の表情を浮かべた徳永は、

「それなら……」

　と、小さく口にして、紫苑と視線を絡からませた。

　間近で見ると、ますます宝石のような綺き麗れいな瞳だと思う。でも、どうしてどんどん近づいてくるのか……。

「っ！」

　目の前に影かげが落ち、唇になにかが……触ふれた。ほんの一いつ瞬しゆんで離れていったけれど、接せつ触しよくしたのは間ま違ちがいない。

　声もなく目を瞠みはった紫苑に、徳永がクスリと笑う。

「代わりに、ビックリした顔を見せてもらった。こっちも可愛いから、今はこれでいいか」

「……不意打ち」

　あまりにも不意打ちだったせいで、よくわからなかったけれど……たぶん、今の接触はキス……だ。

　身体からだを硬くしたままの紫苑が呆ぼう然ぜんとつぶやくと、徳永は笑えみを深くしてとんでもないことを言い返してきた。

「あれ？　予告したら、もっとしてもいいのか」

「それは……っ」

　揚あげ足取りというものだ、と。

　反論しようとしたけれど、最後まで言わせてもらえなかった。

　紫苑の言葉を遮さえぎったのは、さっきよりも確かな徳永の唇の感かん触しよくで……ビクッと震えた肩に大きな手が載せられていて、それ以上動けない。

　強く押さえつけられているわけではないのに、肩にある徳永の手の存在をやけにハッキリ感じる。

　紫苑が全身を強こわ張ばらせていることは、徳永にも伝わっているはずなのに、肩にある手も触れた唇も離れていかない。

「ぁ……」

「もう少しだけ、ね」

　一瞬、唇が解放されたのかと思った。

　けれど、紫苑が気を抜ぬくのを待っていたかのように舌先で唇を舐なめられて、ビクリと肩を震わせる。

　舌……舌、が……口の中、舐め……て。

　耳の奥で、ドクドクと激しい動どう悸きを感じる。硬こう直ちよくしている紫苑にお構いなく、やんわりと舌先を触れ合わせて軽く吸いつかれ、限界が来た。

　ザワリと背中を悪お寒かんに似たものが這はい上がり、腕うでに鳥とり肌はだが立っている。

　けれど、決して不快なわけではなく……このまま徳永に身を任せていたら、自分がどうなるのかわからなくて怖こわい。

「っ！　りゅう……柳之助っ」

　無様に震える声で名前を呼びながら腕に手をかけると、ようやく重ねられていた唇が離れていった。

「嫌いやだった？　涙なみだが滲にじんでる」

　紫苑の顔を覗のぞき込んできた徳永は、微び笑しようを浮かべて目め尻じりを親指で拭ぬぐう。

　そのまま大きな手で髪かみに触れられて、小さく頭を左右に振ふった。

「じゃない……から、困る」

　困るという言葉以外に、どう返せばいいのかわからなくて……間近に迫る徳永の綺麗な瞳から目を逸そらした。

　この目をずっと見ていると、魂たましいを吸い込まれそうだ。

　なにを言われても、うなずいてしまいそうで……自分が自分ではなくなりそうな、奇き妙みような感覚に包まれる。

「困る、か。とりあえず、嫌だと言われなかったからよしとするかな。紫苑の、色っぽい顔も見せてもらえたし……」

　色っぽい顔？

　徳永のキスに、自分がどんな顔をしていたのかなどわからない。

　不慣れで、不ぶ格かつ好こうなだけだったと思うけれど……徳永は、くしゃくしゃと紫苑の髪を撫なでて手を離はなした。

「このまま密室に二人でいたら、暴走しそうだな。……行こうか。案内するよ」

　紫苑の鼓動は荒あれ狂くるっているのに、徳永はいつもと変わらず落ち着いたものだ。

　震える指を手のひらに握にぎり込んだ紫苑は、そう口にして運転席のドアを開けた徳永を見ることができないまま……無言で、うなずいた。
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　個人所有の絵画を展示しているというギャラリーは、紫苑がこれまで足を踏ふみ入れたことのない空間だった。

　玄げん関かんを入ってすぐ、こぢんまりとした受付カウンターがあるロビーは、小さな案内看板が出ているだけで無機質と言えるほどスッキリとしている。

　紫苑に「少し待ってて」と言い置いてカウンターに座っている女性に話しかけた徳永は、入館料を払はらっている様子もなければチケットを提示しているふうでもなく、二言三言短く言葉を交かわしただけで所在なく立っている紫苑のところへ戻もどってきた。

「入館料は……」

　受付付近や小さな看板に視線を走らせても、入館料どころか閲覧可能な時間の案内さえ見当たらない。

　徳永は戸と惑まどう紫苑の背中に手を当てて、白い廊ろう下かをゆっくりと歩き出した。

「いらない。まぁ……管理保存のための寄付金という名目で、心ばかりの寄付は募ぼ集しゆうしているけど強制じゃない。学生にも気軽に立ち寄ってほしいという善意と、コレクションを見せびらかしたいっていう自己顕けん示じ欲よくが、せめぎ合ってる感じだな」

　大きな声ではないけれど、廊下が静かなせいで徳永の声はやけに響ひびいている。

　苦く笑しようした徳永の言葉には、彼らしくない毒がほんの少し滲んでいるように感じて、紫苑は無言で目をしばたたかせた。

　陽気な雰ふん囲い気きの徳永が、こんなふうに皮肉っぽい言葉を口にするなんて初めてだ。

「……キョトンとした顔」

　足を止めて振り向いた徳永に顔を覗き込みながらそう言われて、驚おどろきに目を瞠る。

　高校に通っていた頃ころは、級友から「無表情だからなにを考えているのかよくわからない」と眉まゆを顰ひそめられていたのに……一言も零こぼすことなく表情を読み取られるのは、祖父母以外では初めてだ。

「柳之助が、自己顕示欲って言い方をしたから」

「毒を含ふくむ台詞せりふを吐はくのは意外？　買い被かぶりだな。俺は捻ひねくれているから、皮肉も嫌いや味みも平気で口にするよ」

　そんなふうに自分のことを語るけれど、紫苑を見下ろす徳永の目には嫌な澱よどみなどがなくて……紫苑は小さく首を傾かしげる。

「上手に噓うそをつくより、その場で吐き出すほうがいいと思うけど……」

「紫苑はいい子だなー。そのままでいてほしいのに、俺が汚けがしてやりたいって衝しよう動どうに駆かられたりもして……うーん……危険な思考かな」

　苦笑して屈かがめていた背を伸のばした徳永は、紫苑の髪を軽く撫で回してから背を向けた。紫苑からは、もう広い背中しか見えない。

「いい子って、そんな歳としじゃない。柳之助と八つしか違ちがわないのに」

　二十歳はたちを過ぎた大人……のつもりだ。

　でも、徳永には子供のように見えるのかと思えば、なんとなく胸の奥に鈍にぶい痛みを感じる。

「俺の知ってる二十二歳は、もっと世せ俗ぞくの垢あかにまみれてるよ。紫苑は、これまで周りにいなかったタイプだな。いろいろ不思議で、面おも白しろくて……退たい屈くつしない」

「世俗の垢？　世間知らずなだけだと思う。面白いならいいけど……僕から見れば、柳之助のほうが不思議だ」

　徳永の後について歩きながら、頭に思い浮うかぶことを口にする。

　こんなふうに、誰だれかに自分が考えていることを告げるのにも、最初は慣れなくて……口くち籠ごもる紫苑に徳永が「なんでも聞かせて」と言うから、不器用ながら話すようになった。

　うまく言葉にできない紫苑を、徳永は急せかすことなく根気強く待ってくれて、伝えようとする真意を汲くみ取ろうとしてくれる。

　廊下の突つき当たり、角になっているところで立ち止まった徳永が紫苑を振り向いた。追いつくのを待っているらしく、壁かべに手をついてジッとこちらを見ている。

　考え事をしながら歩いていたせいか、いつの間にか徳永とのあいだの距きよ離りが広がっていたことに気づいた紫苑は、歩くスピードを速めて徳永に追いついた。

　手の届く位置で立ち止まった紫苑を見下ろして、徳永が言葉を続ける。

「世間知らずでも、常識知らずじゃないだろ。控ひかえ目で、お行ぎよう儀ぎがよくて……チラリと覗く仕草や戸惑う顔が、たまに色っぽい」

「……やっぱり柳之助は、不思議なことばかり言う」

　色っぽい？　どのあたりが？

　祖父には「紫苑の筆には艶つやが足りん」と言われ続けていて、色気がないというのは最大の悩なやみで……徳永も、そう言っていたではないか。

「紫苑にはわからなくてもいいよ。俺だけが知っていればいい」

　自分のことなのに、わからないのは……少し気味が悪いけれど、徳永がそう言うのなら、まぁいいか。

　曖あい昧まいに頷うなずいた紫苑を促うながして、徳永が廊下の角を曲がる。

　途と端たんに、これまでの狭せまい廊下が噓のような拓ひらけた空間が広がっていた。

　白い壁には、様々なサイズの画えが展示されている。

　ゆっくりと歩み寄った紫苑は、端はしから順番に画を眺ながめて……首を傾げた。

「……美人画？」

　和装の女性を扱あつかった美人画と呼ばれるものが中心のようだけれど、紫苑が見慣れた日本画とは異なる雰囲気のものばかりだ。

　立ち止まり、画を見回してまばたきを繰くり返していると、いつの間にか隣となりに並んでいた徳永が「面白い？」と尋たずねてきた。

「面白い、と思う。技法や色いろ遣づかいは、確かに日本画のものなのに……描かかれている女性が、現代風で」

　ここまで紫苑が目にしたものたちは、日本画の技法で描かれている。着色も、顔がん彩さいや水彩絵の具といったものから、岩絵の具まで……古典的なものと、絵手紙などにも手軽に使える水で溶とくだけの顔料を使っているであろうものまで、多た岐きに亘わたっている。

　そこに描えがき出されている和装の女性は、紫苑が見慣れた瓜うり実ざね顔がおの和風美人ではなく、目鼻立ちのハッキリとした西洋風の顔立ちの女性が中心だ。

「書店に並んでいる文庫の表紙で目にする、イラスト風……だ」

「若い子だと、こういう雰囲気のほうが目に留まるし興味を持ってくれそうだろ。描かき手も若い人が中心だけど、試みとしては面白い。……五十川先生の世代の人には、邪じや道どうだって怒おこられるかな」

「……僕は、こういう描き方があってもいいと思うけど」

　苦笑する徳永に、紫苑はそっと首を横に振ふって否定する。

　確かに、祖父世代の重じゆう鎮ちんは古き良きものを守ろうとする保守的な考えの人が多い。でも、こんな風に古くからのものを踏とう襲しゆうしつつも新たな空気を取り入れるのは、必要なことではないだろうか。

「この部屋はレンタルスペースとして貸し出していて、学生とか新しん鋭えいの作品のお披ひ露ろ目めと販はん売ばいも兼かねている。ほら、値札がついているだろう？」

「あ……本当だ」

　画の脇わきには、控え目なサイズのプライスカードが添そえられている。

　それらは、祖父の周りで飛び交かっている額とは桁けたが違っていて、なにも言えなくなってしまった。

　紫苑が口を噤つぐんだ理由がわかっているのか否いなか、徳永が通路の先に促す。

「奥の部屋は、ここのオーナーの私物が展示されている。きっと、こっちは紫苑に馴な染じみのある雰囲気だな」

　奥の展示室は、先ほどまで紫苑たちがいた空間の三分の一ほどしかない広さだった。ひんやりとした空気に身が包まれ、照度も絞しぼられていて、画を見せるという目的よりも展示してある作品の保護を重視していることが伝わってくる。

　歌うた麿まろと読み取れる朱しゆ文ぶん円印が押された画を前にすると、紫苑はジッと額に収められている美人画を見み詰つめた。

「これは……原画ですか？」

「そう。海外の個人収集家が保管してあったものを、遺族がオークションに出していて……俺が、代理で競せり落とした。紫苑から見て、どう？」

「贋がん作さく……じゃない」

　凝ぎよう視ししていた画から視線を外した紫苑は、隣の徳永に目を向けて複製されたものではないとつぶやく。

　徳永は、「よかった」と肩かたの力を抜ぬいた。

　その反応はなんだか不思議で、紫苑はほんの少し首を傾げる。

「きちんと、専門家が鑑かん定ていしているのに？」

　オークションで競り落とした後、依い頼らい主へと引き渡わたす際に専門家へ依頼して真贋を見み極きわめているはずだ。

　どうして、紫苑の言葉に安心したような態度を見せるのだろう？

「うん……でも、俺は紫苑の目を信じるから」

　紫苑を見下ろした徳永は、ぼんやりとした光の中で視線を絡からませて、迷いなく言い切る。

　その真っ直すぐな目に困こん惑わくして、おずおずと言葉を返した。

「僕が、贋作だって噓をつくとか……」

「ん？　その可能性は、まったく考えなかった」

　そう言って笑う徳永は、どこまで本気なのだろう。

　紫苑はなにも言えなくなり、目の前の画に視線を戻もどす。

　画が伯はくの描く美人画は、ただ……美しい。

　でも……つい先ほど目にした、若手作家が描いたという現代風の美人画もすごく綺き麗れいだった。

　徳永は、紫苑にこれまで知らなかった世界を見せてくれる。

　他ほかにも、もっと……紫苑が知らないことはたくさんあるはずで、徳永について行けば教えてもらえる？

「君の、その横顔に……心臓を鷲わし摑づかみにされたんだよなぁ」

「……？」

　静かな声に、ゆっくりと徳永に顔を向ける。

　まともに視線が絡み、トクンと心臓が大きく脈打った。

　いつからなのか知る術すべはないけれど、画を見ているのかと思っていた徳永は紫苑を見詰めていたらしい。

「あそこで、君に声をかけた理由の一つ。画を見詰める真っ直ぐな眼まな差ざしを、自分に向けられたら……どんな感じがするんだろう、って」

　ぼんやりとした光に照らされた徳永は、紫苑から目を逸そらさない。

　紫苑も視線を逸らすことができなくて、そろりと問いかけた。

「どんな感じ……？」

「真っ直ぐで、清せい廉れんな目を……乱したくなって、堪たまらないね。我ながら、歪ゆがんでいるなぁ」

「……変なの……」

　自分に対して、「清廉」と表現する徳永も「乱したい」と苦く笑しようする意味も、理解できない。

　変と、感じたまま口にすると徳永は苦笑を深くした。

「まぁ、変……かな。でも、君はもっと自分を知ったほうがいい。世の中には、悪い男がたくさんいる」

「……柳之助は？」

　徳永は、どうなのだろう。

　聞き返した紫苑に、徳永は小さく息をついて……目を逸らした。

「俺なんか、その筆頭だろうな」

　足元に視線を落としてつぶやくと、紫苑の頭に手を置いて背を屈かがめ……唇くちびるを触ふれ合わせてくる。

　不意打ちだったせいで、紫苑はピクリとも動くことができなくて目をしばたたかせた。

「ほら、逃にげないと。……って、しまった。防犯カメラに映ったかな」

　紫苑から一歩足を引いた徳永は、しまったと言いつつ……全然悪びれた様子はなく、笑っている。

「そろそろ出ようか。ディナーの予約をしてある。エスニック、食べたことがないって言ってたよね？」

「……うん」

　背中に手を押し当てられて、画の前から動く。

　車の中でも、今も……徳永に触れられることには違い和わ感かんがないな、と自分の唇を人差し指の腹でそっと撫なでた。

　違和感も嫌けん悪おも抵てい抗こうもなく、ただ困惑する。

　それが、徳永に言われた『好こう奇き心しん』のせいなのか、自分が徳永に『変えられる』ことを望んでいるからなのか、もっと別の理由なのか……今の紫苑には判別がつかない。

　こんな自分に構おうとする徳永は、なにがそれほど楽しいのだろう。

　酔すい狂きような人だと評した紫苑の言葉を否定せず受け止めて、紫苑自身も知らない部分を引き出したいと笑う。

　このまま徳永に任せれば、本当に世界の見え方が変わる？　どんなふうに？

　紫苑の世界を変えて、徳永に利はあるのか……。

「……そっか。柳之助はあの画えがきちんと仕上がって、依頼主に引き渡すことができればいいんだ」

　足元に向かって、ポツリとつぶやく。

　徳永が仲ちゆう介かい者となって依頼された、描かきかけの複製画のことを、忘れていたわけではない。

　ただ、この徳永との関係が期間限定の……『レンタル恋こい人びと』だと、意識しなければ頭の隅すみに追いやってしまいそうになるだけだ。

「紫苑？　なにか気になるものがあった？」

　考えながら歩いていたせいで足の運びが遅おそくなり、前を行く徳永との距きよ離りが開いている。

　紫苑がついてきていないことに気づいたのか、振り向いた徳永に名前を呼ばれて慌あわてて小走りで駆かけ寄った。

「ぼんやりしていた。ごめんなさい」

　少し離はなれていたことで、先ほどの紫苑の独り言は徳永の耳まで届かなかったのだろう。

　どんな心情からの言葉なのか問い質ただされても、明確に答える自信はなかったので助かった。

「ぼんやりするのはいいけど、足元に気をつけないと転ぶよ」

　クスリと笑った徳永は、自然な仕草で紫苑の手を握にぎって歩き出す。

　心臓がドキドキして、存在を主張する……のは、どうしてだろう？

　上質そうなスーツに包まれた大きな背中を見詰めても、そこに答えは書かれていない。

　自分とは違ちがう、大人の男の大きな手に包まれるのはあたたかくて、心ここ地ちよくて……恥はずかしいから離してほしいと言えず、うつむいて手を握られたまま歩き続けた。

　子供のように手を引かれて歩く、奇き妙みような様子を見られたのはきっと受付にいる女性にだけで、入ってから出るまで自分たち以外の見学者に遭そう遇ぐうしなかったことは幸いだ。







《六》







　下絵を麻ま紙しに写し、墨すみで骨描きを終えたものをジッと見下ろす。地じ塗ぬりも済ませてあるので、あとは少しずつ色を載のせていけばいい。

　憂うれいを含ふくむ眼差しでこちらを見詰める『花魁おいらん』の原画プリントを畳たたみに置き、筆を手にして……小さく息をつくと、絵皿に筆を置いた。

「迷うことなんかない。色を再現するのは、得意なはずだ。おじい様にも、色いろ遣づかいは褒ほめていただけていたのだから……」

　今はもうほとんど視力が失われている祖父だが、かつて紫苑の描く画の色遣いに関しては、ぶっきらぼうに「悪くない」と言ってくれていた。

　わかりづらい表現ながら、祖父なりの最大の賛辞だと紫苑には察することができる。

「なのに……」

　チラリと見下ろした畳の上にあるものは、原画のコピー……機械で複製された、無機質な印刷物だ。

　飾かざり物とするだけであれば、これをそれらしい額に収めて壁かべにかければ充じゆう分ぶんだろう。

　最新技術によって印刷されているという画は、筆の痕こん跡せきや絵の具のかすかな滲にじみまで、ほぼ完かん璧ぺきに写されている。

　けれど、依い頼らい主が敢あえて肉筆での複製にこだわるのは、人の手によって描かれる生々しさやわずかなブレといった……ある意味完璧ではないからこその、空気を感じたいがために違いない。

「原画の色いろ香か……艶つやや迫はく力りよくを、機械の印刷なんかで複写できるわけがない。でも、それを……僕の手で再現できるのか？」

　原画をそっくりそのまま写すだけであれば、紫苑が手掛がける意味などない。

　絵皿から顔料を筆に含み、麻紙に置きかけて……浮うかせる。

　そんな、非生産的なことを繰くり返して、随ずい分ぶんと時間が経たつ。

　画を描くことに、こんなにも奇妙な重圧を覚えるのは初めてで、自分自身が一番戸と惑まどっているかもしれない。

　祖父に倣ならい、淡たん々たんと作業をこなしていたこれまでの自分は、なにを思って筆を手にしていたのか……思い出せない。

「紫苑さん。お茶が入りましたけど……少し休きゆう憩けいなさらない？」

　ふっと息をついたところで、襖ふすま越ごしに廊ろう下かから声をかけられた。筆を握っている手をビクリと止めて、祖母に答える。

「っ……は、はい。いただきます。すぐに、居間に伺うかがいます」

　もう、お茶の時間……か。

　なにもできないまま、それほど時間が経っていたのかと肩かたを落として、作業机の下絵から目を逸そらす。

　祖母と祖父が待っているだろう居間へ、早く行かなければ……と座ざ布ぶ団とんから下りた直後、スマートフォンが振しん動どうして電話の着信を知らせた。

「あ……」

　外出先であれば祖母に買い物を頼たのまれることもあるけれど、自宅にいる紫苑に直接連れん絡らくをしてくる人物には、一人しか心当たりがない。

　視線を落として確かめた発信者は、やはり『徳永』……だ。

「もしもし……」

『紫苑くん、今、お邪じや魔まじゃない？』

「……はい」

　徳永に応こたえながら作業机に背を向けたのは、前回彼に誘さそわれて出かけてから、ほとんど作業が進んでいないせいだ。

　電話の向こうの徳永には見えないとわかっているが、自分の視界からも追い出して……逃げている。

　当然、徳永は紫苑のズルい行動や現状など知る由よしもなく、普ふ段だんと同じ穏おだやかな調子で話を続ける。

『夕方から、出られる？　思いがけず、少し時間ができて……紫苑を連れて行きたい場所があるんだ』

　徳永との邂かい逅こうが印象的だったせいか、マイペースで強ごう引いんな人なのだとばかり思っていたけれど、いつも紫苑に合わせようとしてくれて……気き遣づかいのできる大人なのだと知った。

　瞼まぶたを閉じて徳永の声を聞いていると、胸の奥がふわりとあたたかくなる。

「大だい丈じよう夫ぶです」

『よかった』

　ぽつりと答えた紫苑に、電話の向こうの徳永が笑えみを浮かべたのが伝わってきた。

　顔は見えないのに、声のトーンで表情がわかるなんて、こうして徳永と話さなければ知らなかった。

『じゃあ、十八時に自宅まで迎むかえに行く』

「わかりました」

　仕事の合間に連絡してきたのか、いつになく短い会話を終えて、スマートフォンを耳に押し当てていた手を下ろす。

　事務連絡のようなやり取りだったのに、徳永の声を聞いたせいか胸の奥に滞とどこおっていたもやもやとしたものが晴れている……？

「柳之助は、なんだか……不思議だ」

　紫苑の心を奇妙に波立たせたかと思えば、こうして凪ないだ状態にさせる作用もあるなんて……まるで魔ま法ほう使つかいだ。

　魔法使いだなどと、非現実的なことを自然と思い浮かべた紫苑は、

「変なのは、僕もだ」

　そうつぶやくと、苦く笑しようを滲ませて立ち上がった。

　お茶を飲んで一息ついたら、背景の端はしから少しずつでも色を載せて行こう。

　徳永が紫苑を気遣ってくれるのは、『画えを描かくのに必要だから』だ。

　紫苑が、徳永のためにやらなければならないこと、できることは……この画を仕上げることだけだ。

　でも……画が描き上がって引き渡わたせば、徳永と紫苑のあいだを繫つなぐものはなくなる。

　徳永は、紫苑が画を描き終えるまでのあいだ、依頼主の画のために……『期間限定の恋こい人びと』をしてくれているだけなのだから。

「最初から、わかってる……」

　なのに、息苦しいような変な気分になるのはどうしてだろう？

　たった今、改めて向き合おうと決めた作業机とその上にある描きかけの画から顔を背そむけた紫苑は、廊下に出て祖父母が待っているだろう居間へ向かった。

　足音を立てて、早足で廊下を歩いたことを「行ぎよう儀ぎが悪い」と祖父に咎とがめられ、小声で「すみません」と口にして座った。

　どうしてだろう。喉のどがイガイガする。

　一いつ旦たんは晴れていた筈はずのもやもやが、何故なぜか胸の奥に復活しているみたいで……湯ゆ吞のみを手にしてぬるいお茶を一気に飲んだけれど、不快感は流れてくれなかった。
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　徳永に連れられて出歩くようになってから、紫苑の行動範はん囲いはこれまでとは比べ物にならないくらい広くなった。

　全国の伝統工芸品を集めた展示即そく売ばい会かいでは、目の前で職人が実演制作してくれるものがあった。細く削けずった竹を使ってスルスルと籠かごを編む初老の男性に、子供のように目を輝かがやかせて見み惚とれて、徳永に笑われてしまった。

　昔ながらの製法で染められた藍あい染ぞめの手て拭ぬぐいの美しさに足を止めると、徳永が当然のように購こう入にゆうしてくれて、もったいなくて使えずに仕し舞まってある。

　彫ちよう刻こくや陶とう芸げいや漆しつ芸げい、現代美術といった、紫苑とは縁えんの薄うすかった芸術品にも接する機会をもらい、徳永の知識の幅はば広ひろさに感かん嘆たんするばかりだ。

　文化人なのかと思えば、動物園や植物園などで遠足中の子供たちに交ざり、楽しそうに笑ったりもする。

　紫苑の見たことのない世界を、徳永はたくさん知っている。

　夕食後に案内されたそこは、またしても初めて足を踏ふみ入れる空間だった。

「……どう？」

「不思議な空気」

　声を潜ひそめて尋たずねてきた徳永の問いに、それ以外に答えようがない。

　女性ならもっと気の利きいた返答ができるかもしれないけれど、紫苑には適切な言葉を見つけられない。

　それなのに徳永は、嬉うれしそうに「不思議かぁ」と笑う。

「水の底にいるみたいだろう？」

「……うん」

　確かに……少しひんやりとした空気の中、全身を青い光に包まれて、海の底に沈しずんでいるようだ。

　ところどころに設置された丸い水すい槽そうに、小さなクラゲらしきものが漂ただよっていることも、大きな要因だろう。

　半地下という構造のせいか、階段を下りたところにある扉とびらが分厚い遮しや音おん性の高いものだからか、すぐ傍そばに交通量の多い幹線道路があるのに外の音が入らなくて外界と隔かく絶ぜつされたかのような錯さつ覚かくが生じる。

　広い店内を見回すと、壁かべ沿いに置かれた丸テーブルやカウンターを囲むイスには客の姿があるのに、話し声はほとんど聞こえない。

「ここ、って」

　露ろ骨こつな視線にならないよう、そろりと視線を巡めぐらせた紫苑は、小さく首を傾かしげた。

　小声でのつぶやきを聞き取ったらしい徳永が、紫苑の疑問に答えてくれる。

「海を好きなオーナーが、半ば趣しゆ味みで経営しているバーなんだ。美味おいしいお酒を静かに楽しみたい人が集まる店だから、落ち着いた雰ふん囲い気きで気に入っている。紫苑は賑にぎやかなところより、こういう場所のほうが好きそうだと思って……」

「うん。面おも白しろい」

　照明が絞しぼられた店内では、他ほかの人の姿がハッキリと見えなかった。でも、徳永より年上の人が多いということは確かで、正しく大人のための空間だ。

　自分のような、アルコールを嗜たしなむでもない若じやく輩はいの人間が足を踏み入れてもいいものかと、戸と惑まどって徳永を見上げた。

「柳之助、僕は場ば違ちがいなんじゃ……」

「二十歳はたちになっているんだ。特に年ねん齢れい制限があるわけじゃないんだから、気にしなくていい。紫苑は、若くても落ち着いた空気を纏まとっているし……違い和わ感かんなんかはないよ。カウンターの隅すみでいいかな。暗いから、足元に気をつけて」

　背中に手を当てられて、奥に誘ゆう導どうされる。

　自分一人なら「間違えました」と回れ右して出て行ったかもしれないけれど、徳永と一いつ緒しよなら大丈夫かと、薄暗い店内をゆっくり歩いた。

　カウンターの内側には、白いシャツに黒いベスト、ネクタイも黒という揃そろいの服装をしたバーテンダーが二人いる。

　そのうちの一人、徳永より十歳くらい年上かと思われる年とし嵩かさの男性が、温和な口調で話しかけてきた。

「お久しぶりですね、徳永さん。今夜は珍めずらしくお連れ様がご一緒で……」

　ダウンライトの中でも、スッキリとした端たん整せいな容姿が見て取れる。男性に目礼した紫苑は、徳永が引いたスツールに促うながされるまま腰こしかけた。

　カウンターにも金きん魚ぎよ鉢ばちのような丸い水槽が置かれていて、ここには……小さな魚が泳いでいる。

　紫苑が知っているこのサイズの魚はメダカくらいだが、色いろ鮮あざやかな長い尾お鰭びれを持つことからして、きっとメダカではない種類だ。

　緑色の水草に隠かくれたり、水みな面も付近まで浮ふ上じようしたり……小魚を見ながら、紫苑の左側に腰を下ろした徳永が男性と会話を交かわしているのをぼんやりと聞く。

「このところ、バタバタとしていてね」

「相変わらず、国内外を飛び回っているんですか」

「うん。ギムレットと……彼はアルコールが得意じゃないから、飲み口のいいものを……紫苑、好みのものを作ってくれるから要望があれば言って」

　ジッと水槽を眺ながめていた紫苑は、突とつ然ぜん耳に飛び込んできた自分の名前にビクッと肩かたを震ふるわせて顔を上げた。

「は、はい？　えっ……と？」

　徳永は、なんて言った？　好み？　なにが？

　よく聞いていなかった質問の意味を測りかねて戸惑っていると、クスリと笑った徳永がカウンターの隅に置かれていたメニューのようなものを手にして肩を触ふれ合わせてくる。

　すぐ傍に寄せられた徳永の顔に、トクンと心臓が大きく脈打った。

「一応、基本メニューはあるけど……リクエストに応じてくれるから」

　ズラリと羅ら列れつされた英字メニューは、その下に小さく説明書きが記されている。けれど紫苑には、ウォッカにオレンジジュースとか、ジンにグレープフルーツジュースとソーダとか……半分くらい書かれているものの意味がわからない。

　モーツァルト？　音楽家の名前ではないのか？　アイリッシュウイスキーとウイスキーは別物？

　無言でメニューを見み詰つめていると、徳永の指がいくつかの英字を辿たどる。

「甘いものが好きだとか、柑かん橘きつ系やベリー系がいいとか……チョコレートとかコーヒーフレーバーのカクテルもあるよ。カルーアミルクなら甘めで、親しみ深いコーヒー牛乳とほぼ同じだから飲みやすいかもね。柑橘系ならオレンジベースのスクリュードライバーか……カシスは、好みかどうか分かれるかな」

　丁てい寧ねいな徳永の説明も、わかるようなわからないような……と悩なやんでいると、カウンターにいるバーテンダーの男性が低く笑った。

「徳永さん。お酒を飲み慣れない若い子に、飲み口のいいキツめのものを薦すすめて酔よわせようとする、悪い男みたいですよ」

「あ、人聞きが悪い。ベースは控ひかえ目でお願いするつもりだったのになぁ。紫苑、誤解しないでよ」

　肩を触れ合わせたまま、徳永が紫苑の耳のすぐ傍でそう声をかけてくる。

　徳永が紫苑を酔わせたところで、なにも意味はないだろうと首を竦すくませて言い返した。

「……誤解は、たぶんしていない。柳之助の言った、オレンジのものをお願いします。レモンやグレープフルーツも好きだけど……」

　よくわからないのだから、お任せしてしまえ。

　そう思って、メニューから選ぶことを諦あきらめた紫苑は、カウンターに立つバーテンダーの男性を見上げた。

　目が合った彼は、なにも知らない紫苑のことを、場違いなところにいると呆あきれているふうでもなく……微び笑しようを滲にじませてうなずいてくれる。

「じゃあ、徳永さんとおそろいのジンを使って、オレンジキュラソーにオレンジジュース、レモンジュース……で、レッドライオンかな」

「ジンは控え目で」

　徳永がボソッと口にした一言に、バーテンダーの男性は笑えみを深くする。

　そっと窺うかがい見た徳永の横顔は澄すましたものなので、なにを思っているのか読み取ることはできない。

「畏かしこまりました」

　恭うやうやしくお辞じ儀ぎをしたバーテンダーの男性が、綺き麗れいな所作で紫苑が初めて目にする道具を手にする。

　カウンターの奥、壁かべ際ぎわの棚たなにズラリと並ぶボトルを迷いなく選んで手に取り、計量カップのようなものに注ついで……氷と一緒に銀色の器うつわに入れると、二つ組み合わせて上下に振ふる。シャカシャカと響ひびく、規則的な音が耳に心ここ地ちいい。

　紫苑が見み惚とれているあいだに、少し丸みのあるグラスに銀色のカップから混ぜ合わされたものが静かに注がれて……まるで魔ま法ほうみたいだった。

「すごい。綺麗だ」

「お褒ほめに与あずかりまして、恐きよう縮しゆくです。ギムレットと、こちらがレッドライオンです」

　茶目っ気のある動きでお辞儀をしたバーテンダーは、水のような透とう明めいな液体が入った逆三角形のグラスを徳永に差し出し、紫苑の前にオレンジ色の飲み物が注がれた丸みのあるグラスを置く。

　視線で促されるまま口をつけると、オレンジとレモンのミックスジュースとしか思えない親しみ深い味が、舌の上に広がった。

「美味しい」

　グラスから口を離はなしてポツリと感想をつぶやくと、徳永の指先がテーブルに置かれたメニューをトンと軽く叩たたいた。

「……気になるものがあれば、リクエストしたらいいよ。紫苑にすごいってキラキラした目で見てもらえるなら、カクテルを練習するべきか」

　徳永の言葉は独り言のような響きだったけれど、バーテンダーの男性が苦く笑しようを浮うかべて口を開く。

「今でも充じゆう分ぶん、そこそこ器用にこなすでしょう。以前、女性にリクエストされてカウンターに入った時に、猛もう練れん習しゆうしているうちの新人が拗すねてましたよ。さすがにフレアとかになれば、徳永さんでも簡単ではないと思いますが」

「うーん……フレアか。目の前で実演すれば、格かつ好こいいって言ってもらえるかな」

「それ以上スペックを上げられたら、僕たちの立場がないので勘かん弁べんしてください」

「スペックね。……俺は器用貧びん乏ぼうってやつだから、なにをやってもそこそこ止まりなんだ。それ以外が壊かい滅めつ的でも、ただ一つだけでも突とつ出しゆつしている特技がある……そんな人間のほうが魅み力りよく的だな」

　思案の表情を浮かべた徳永が、ふとこちらに視線を向けてくる。

　一いつ瞬しゆんだけ目が合ったけれど、それが気のせいだったかのように自然な仕草で逆三角形のグラスを手にして、口をつける。

　一口、二口……上下する喉のど仏ぼとけを意図することなく目に映していると、紫苑が見ていることを感じたのかこちらに顔を向けた。

「あ……」

　不ぶ躾しつけな視線だったかと、慌あわてて目を逸そらしてオレンジ色のカクテルが入ったグラスを持ち上げる。

「薄うすくてもお酒だから、一気に飲んだらダメだよ。まぁ、ショートカクテルは時間をかけて飲むものではないけど……」

「……ん」

　一気飲みを阻そ止ししようとしてか、徳永の手に左手を握にぎられる。

　その途と端たん、心臓が大きく脈打って指先を震わせた。徳永はそのことに気づいていないのか、手を離そうとしない。

　チラリとカウンターの内側を窺ったけれど、バーテンダーの男性は気にしていないのか……見て見ぬふりをしてくれているのか、手元の道具を清潔な布で拭ふいていてこちらには目も向けない。

　他ほかの客に「マスター」と呼ばれて紫苑と徳永の前から離れると、ホッと肩の力が抜ぬけた。

「柳之助、手……」

「嫌いや？」

「じゃない、けど」

　嫌かと尋たずねられれば、徳永に触れられて嫌だと感じたことは一度もないので、答えに窮きゆうする。

　徳永に握られている左手が、じわじわと熱くなっているみたいだ。汗あせばんでいるのではないかと、気になる。

「それ、飲んでみたい」

　現状から逃のがれる術すべを探した紫苑は、徳永の手元にあるグラスを指差した。底に三分の一くらい、透明な酒が残っている。

「いいけど……きついから、舐なめるだけだよ」

「うん」

　脅おどすような言葉に、当の徳永は平然と飲んでいたのに？　と不思議に思いつつグラスを手にする。

　舐めるだけだと注意されていたにもかかわらず、水のような見た目に警けい戒かいすることなく喉のどに流して……噎むせた。

「こほっ、……喉、あつ……」

「だから言ったのに。ほら、水を飲んで」

　背中を撫なでた徳永に、氷の浮いた細長いグラスを差し出されてコクコクと喉に流す。半分ほど飲んだところで喉の違い和わ感かんを払ふつ拭しよくすることができて、大きく息をついた。

　バカなことをした。徳永は、事前に「舐めるだけだ」と言ってくれたのに。

「ごめんなさい。柳之助は、注意してくれたのに」

「謝らなくていい。酒の飲み方も、教える楽しみがあってなにより……とか、悪いコトを考えているだけだから。少し頰ほおが赤くなってきたかな」

　紫苑に自じ業ごう自じ得とくだと眉まゆを顰ひそめることなくそう口にした徳永は、人差し指と中指の背で紫苑の頰をスッと撫でる。

　わずかな接せつ触しよくだったのに、ひんやりと冷たく感じる徳永の指の感触はやたら鋭えい敏びんに伝わってきて、ほんの少し肩かたに力が入る。

「ほら……耳も」

「ッ！」

　今度は指先で耳じ朶だを摘つままれて、隠かくしようもなく大きく肩を震ふるわせてしまった。

　これは、なんだろう？

　背筋を、ゾクゾクと……奇き妙みようなモノが這はい上がった。悪お寒かんに似ているけれど、不快な感覚ではなくて……腕うでに、薄く鳥とり肌はだが立っている。

「柳之助、あんまり、触さわらない……で」

　右側に身体からだを引いて、徳永の手から逃れる。

　紫苑の耳から指を離した徳永は、視線を逸らすことなくこちらを見続けている。目を合わせることができそうにないから、隣となりに顔を向けられない。

　確かに見られているのは、感じる。

　それなのに、どうして徳永は無言なのだろう。

　いつもなら、徳永が紫苑から言葉を引き出してくれていたのだ。そのせいで、紫苑から話しかけようにも、なにを言えばいいのかわからない。

　でも、沈ちん黙もくが息苦しくて……どうすればいい？

　指先を手のひらにギュッと握った瞬しゆん間かん、ようやく徳永が沈黙を破ってくれた。

「うーん……実に悩なやましいな。無自覚ってあたりが、またなんとも」

　せっかく空気を変えられそうなのに、苦笑交じりのつぶやきの意味は、紫苑には読み解くことができなかった。

　トクトクトク……胸の内側に響く奇妙な動どう悸きは、慣れないアルコールを摂せつ取しゆしたせいだろう。身体がどんどん熱くなるのも、アルコールが原因に違ちがいない。

　うつむいたまま顔を上げられずにいると、徳永の指が握り締しめた紫苑の拳こぶしをそっと叩く。

「紫苑」

　名前を呼ばれた直後、背後から「柳之助？」という低い声が聞こえてきた。

　紫苑の手から指を離した徳永が、振ふり向いて呼びかけに応こたえる。

「……透とう麻まか」

「珍めずらしく、連れがいるのか」

　リュウノスケ、トウマと呼び合っていることからして、親しい間あいだ柄がらに違いない。紫苑は声から想像するしかないが、きっと徳永と同じくらいの年ねん齢れいの男性だ。

「連れがいるのがわかっているなら、邪じや魔まするな」

「おまえがここに来る時は、ほとんど一人じゃないか。例外的にどんな美人を同どう伴はんしているのか、気になって当然だろ」

　徳永と紫苑のあいだに、割り込むようにして半身を乗り出してきた男に顔を覗のぞき込まれ、ビクッと身体を震わせる。

「……って、予想外だな」

　予想外というのは、紫苑の台詞せりふだ。

　こんな行動に出られると思わなかったので、驚おどろきのあまり身を強こわ張ばらせるだけで言葉もない。

「おい、無礼者め。驚いているだろう」

　咎とがめた徳永が男の身体を押し返してくれて、紫苑はホッと息をついた。

　ビックリした。予想していた通り、徳永と同じくらいの大人の男なのに、子供みたいなことをする。

　なにも言えずに硬こう直ちよくする紫苑をよそに、徳永と透麻と呼ばれていた男は親しげに言葉を交かわしていた。

「俺なんか眼中にないって感じで、振り向いてくれないからさ。……おまえの遊び相手にしては、随ずい分ぶんと毛色の違うタイプだな」

　からかうような口調でそう言った男に、徳永は苦いものの滲にじむ声で答える。

「……遊べる相手じゃないからな」

「へーえ。それはまた、なんというか……興味深い。あ、もしかしてアレか。最近、柳之助があちこち連れ歩いている『綺き麗れいな男の子』ってのは、彼だな。目もく撃げき情報が俺の耳にまで届いているんだから、この子に構う時間は結構なものだろ。そのせいか、女どもが、徳永さんが誘さそってくれないってぼやいてたぞ」　>>>♥

「うるさい。平和な時間の邪魔をするな。……おまえも、連れがいるんじゃないのか？」

　露ろ骨こつなほど嫌そうな顔で背後に視線を向けた徳永に、透麻と呼ばれていた男は、

「おっと、そうだ」

　と、わざとらしくたった今気がついた……といった調子で口にする。

「今日のところは退散するか。……またな」

　睨にらまれても気にしていないのか、笑いながらそう言って徳永の肩を叩たたくと、もう一度紫苑に話しかけてきた。

「君も、またね。この男、紳しん士しですってスカした顔でその実ムッツリスケベだから、大変だと思うけど」

「余計なことを言うなっ」

　硬かたい声で透麻の言葉を遮さえぎった徳永は、振り向きざまに右みぎ肘ひじを彼の脇わき腹ばらに食い込ませて「去れっ」とひらひら手を振る。

「ぐっ……容よう赦しやないな、おまえ。悪かったよ。お邪魔さま。光ひかる源げん氏じよろしくカワイ子ちゃんを好みに育てるのはいいが、焦あせって食べ頃ごろを見誤って、若わか紫むらさきに嫌きらわれないようにな」

　透麻は言葉ほど悪びれた様子もなく、笑えみを浮うかべたまま踵きびすを返した。

　彼がいなくなると、途と端たんに静かな空気が戻もどってくる。それも、先ほどまでとは質が違っていて……紫苑は、チラリと徳永の横顔を見み遣やった。

「……チッ」

　低く舌打ちをして、眉み間けんに縦たて皺じわを刻み……彼が去ったほうを睨んでいる。

　紫苑が見ていることに気づいたのか、眉間の皺を解いて表情を緩ゆるませたけれど、これほどわかりやすく不ふ機き嫌げんそうな顔の徳永は初めて見た。

　それだけ、透麻という男に気を許している証しよう拠こだろうけど……普ふ段だんと様子の違う徳永と二人で残された紫苑は、どうすればいいのか困こん惑わくする。

「ごめん、紫苑。あいつとは学生時代からのつき合いで、今も仕事の関係でやり取りすることが多いから、どうも互たがいに遠えん慮りよがなくて……変なことを言っていたが、気にしないでもらえるとありがたい」

　弱った声で弁明した徳永は、はぁー……と大きなため息をつく。

　紫苑はこくりとうなずき、恐おそる恐る聞き返した。

「変なことって？　柳之助がムッツリスケベとか？」

「っ……そこじゃない。まぁ、気にしてないならいいか。……出ようか。同じ空間にあいつがいると思ったら、落ち着かない」

　透麻はカウンターから離はなれたテーブル席に着いたようだが、徳永は背後を見遣って再びほんの少しだけ眉まゆ根ねを寄せる。

「騒さわがしくして申し訳ない。チェックを」

　マスターと呼ばれていたバーテンダーを呼び、カードを差し出してやり取りする徳永を視界の端はしに捉とらえながら、小魚が泳ぐ水すい槽そうをジッと見み詰つめた。

　なにかが、胸の奥に引っかかっている。

　徳永の言う「変なこと」とは、結局なんだった？

　光源氏と若紫という単語は、古典の『源げん氏じ物もの語がたり』から想起したものだろうけど……特に『変』と言われるものではないだろう。

　それ以外の会話だと……透麻が、毛色の変わった遊び相手だと言い……徳永は、遊び相手じゃないと答えたのか。

「そうだよね。こんな、世間知らず……対等な関係じゃない、し」

　遊び相手というのは、徳永と透麻のような間柄でなければ成り立たないはずだ。紫苑など、徳永に手を引いてもらってなんとか歩いている状態なのだから、一いつ緒しよに遊んでいる感じではない。

　それくらい、わかりきっていたのに……なんだろう。

　心臓が、キリキリする。

「紫苑、行くよ。アルコールを摂取したから、タクシーだけど……送っていく。今度は、あいつと絶対に鉢はち合あわせしないところでゆっくりね」

「……はい」

　足元が暗くて危ないと気を遣つかってくれたのか、自然な仕草で手を引かれて、背の高いスツールから足を下ろす。

　こうして、なにかと徳永の手を煩わずらわせる。

　完全な子供扱あつかいだと思うが、自分が頼たよりないことは自覚しているのだから、手を離してくれと振り解ほどくことなどできない。

　なにより……子供扱いされているとわかっていても、徳永の手は不快ではないのだ。

　不快どころか、大きな手にすっぽりと包まれるのは心ここ地ちいい。心臓は、ドキドキ忙せわしなく脈打っているのに……。

　胸の内側で複雑に絡からみ合う安あん堵どと昂こう揚ようは、どこか矛む盾じゆんしていて、自分でもよくわからなくなる。

　最近は、徳永と一緒にいると混乱することばかりだ。

　意味もなくドキドキしたり、指先で触ふれられるだけで肌はだがざわざわ落ち着かなくなったり、きっと徳永にとっては挨あい拶さつ代がわりの口づけに身体からだの熱が上がったり……。

　今も、徳永と触れ合っているところが、じんわりと熱くなっていくのを感じる。ただ、それはやはり嫌いやな感覚ではない。

　徳永に手を握にぎられたまま、半地下の店を出て地上への階段を上る。

　行き交かう車の音や街の明かりが一気に押し寄せてきて、非現実的な空間から現実へと引き戻された。

　歩道を歩くたくさんの人がいるのに、徳永の手は離れていかない。

　周りを完全に遮しや断だんし、紫苑と二人だけの空間にいるみたいに堂々としている。

　紫苑は、無言で徳永の指をそっと握り返して……半歩前を歩く大きな背中を、目に映した。
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　足りないものは、自分でもわかっている。

　祖父から言われていた……艶つやや色気が紫苑の画えからは感じられないと、徳永にも指し摘てきされてしまい、自覚しているだけに反論などできなかった。

　技術的なものならともかく、感覚的なものを得る術すべなどないと途と方ほうに暮れていると、徳永が紫苑に協力しようと申し出てくれた。

　他人の肌を知らない紫苑が、どう変わるのか興味深い、と。

「きっと……見える世界が変わるよ」という言葉に誘われるまま、ふらりと手を伸のばしたのは紫苑の意思だ。

　一ヵ月あまり徳永にあちこち連れて行かれて、これまで知らなかった世界をたくさん知って……自分はどこか、変わっただろうか？

「わからない……な」

　作業机に向かう紫苑は、陶とう器きの絵皿から細い筆に含ふくませた顔料を、そっと麻ま紙しに載のせる。

　豪ごう奢しやに結ゆい上げられた髪かみ、いくつも飾かざられた簪かんざし……色しき彩さいは豊かではないけれど、同系色でも微び妙みように色味が異なるものを重ねて滲にじませる。

　背景や着物といった部分は八割ほど彩色してあっても、要かなめである人物の顔にはまだ手をつけられていない。

「……適当なことをしたら、きっと柳之助には見み透すかされる」

　徳永の目は、誤ご魔ま化かせないだろう。

　紫苑がドラクロワの画の真しん贋がんを見み極きわめた際に、驚おどろいた様子だったけれど……紫苑から見れば、画だけでなく彫ちよう刻こくやガラスの花器や装そう飾しよく品まで広く手て掛がけていて、あらゆる知識を持っているように見える徳永のほうが遥はるかにすごいと思う。

　国内外を走り回る多た忙ぼうな日々を送っているらしいのに、紫苑のために『レンタル恋こい人びと』を買って出てくれた徳永を、失望させたくない。

　そんな思いが紫苑を緊きん張ちようさせて、髪の一筋を描えがくのにも神経を遣つかい、息を止めて筆を握る。

「はぁ……」

　細い筆を置いて詰つめていた息を吐はき出すと、喉のどの渇かわきを覚えた。

　水を飲もうと、座っていた座ざ布ぶ団とんから立ち上がって部屋を出る。

　床ゆか板いたをかすかに軋きしませながら台所を目指して廊ろう下かを歩いていると、角を曲がったところに祖父が立っていた。

「あ……おじい様」

　用を足すために自室を出たのか、廊下の物音に気づいて紫苑を待ち構えていたのかは、わからない。

　なんにしても、理由もなく廊下に立っているわけではないだろう。

「また出かけるのか」

「いえ、台所で水をいただこうと思っただけです」

　このところ頻ひん繁ぱんに外出するせいで、『また』と口にしたに違ちがいない。平素より硬かたい声は、三日にあげずに出歩く紫苑の生活を快く思っていないことの表れだ。

「あの依い頼らいは、受けたのだろう。進んでいるのか」

　徳永からの、複製の依頼のことだと明確に語られなくても察せられる。

　どうしようと相談した紫苑に、祖父は一言「おまえのいいように」とだけ口にしてこれまで尋たずねてくることもなかったのだが、気にしていないわけではなかったらしい。

「……はい。それなりに……ですが」

　自信の無さが滲む、曖あい昧まいな言い回しになってしまった。祖父にも、頼りないと思われたに違いない。

「それなり？　引き受けたからには、いい加減なことはするんじゃない。『五十川犀星』の名で受けたのなら、尚なおのこと」

「わかっています」

　グッと拳こぶしを握って返した紫苑に、祖父は「ふん」と鼻を鳴らして自室へと足を向けた。

　紫苑に話しかけてきた理由は、進しん捗ちよくを尋ねることと……遊び歩かずに仕事をしろと、釘くぎを刺さす意図もあったのだろうか。

　それも、『五十川犀星』の……祖父の名で受けた仕事なのだから、名を汚けがすな……と。

「当然、だよな」

　日本画家の『五十川犀星』は、数多くの賞と名声を得た画が壇だんの宝だ。その名に矜きよう持じがあるのは当然で、世間は紫苑が影かげ武む者しやのようなことをしていると知らないのだから、評価はすべて祖父に対するものとなる。

　至らないものが依頼主に渡わたるなど、言語道断だという点には紫苑も同感だ。

　頭ではわかっているのに、なにか……どろりとした薄うす暗ぐらいものが、胸の内側で渦うず巻まいている。

　不安に似た、もやもやが気持ち悪い。

「……いつまで、僕は『五十川犀星』なのかな」

　祖父が存命のあいだ、ずっと？

　では、もし祖父が……と。

　もう一歩深く踏ふみ込もうとしたところで、自分の思考が恐おそろしいところに行き着こうとしているのではないかと我に返った。

「なに、変なこと考えて……っ」

　紫苑は頭かぶりを振ふって思考を振り払はらい、止めていた歩を再開させた。

　今までは、祖父の言葉に反発するようなことなど考えなかったのに。

　長く祖父のサポートをし、一年ほど前からは自分が筆を手にして『五十川犀星』の名を騙かたることに、疑問さえ感じなかった。

　自分を影武者のようだと、卑ひ屈くつな考えに至ることもなく……祖父の役に立てるのなら、ただ嬉うれしかったし当然だと思っていた。

　徳永に手を引かれて、世界がこんなにも広いのだと知った。

　誰だれかに肌を触れられることが、心ここ地ちいいのだということも……。

　自身の現状に湧わいた疑問も、徳永の言う変化なのだろうか？

　この変化が、自分にとって歓かん迎げいするべきものなのかどうか……紫苑には、自問の答えを見つけられない。

「早く終わらせて、離はなれたほうがいい……」

　胸の奥に生じた不安が、このままではどんどん大きくなりそうで怖こわい。

　様々な感情の源泉となっているだろうあの画を、少しでも早く仕上げて徳永に引き渡してしまいたいと、焦しよう燥そう感かんが湧わき起こる。

「でも……まだ知らないことがある」

　それを知れば、自分に足りないものがすべて充みたされるのか。

　今の紫苑には、その答えを見つけることもできないけれど……。
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　今日の徳永の『デートプラン』は、プラネタリウムだった。

　終しゆう了りようが深夜になるため十八歳未満が入場できないドーム状のホールは、平日ということもあってか閑かん散さんとしている。

　静かな音楽と、耳当たりのいい解説ナレーションに包まれて四季の夜空を駆かけ足で巡めぐる旅は、気を抜ぬくと眠ねむ気けに負けてしまいそうになるくらい心ここ地ちいい時間だった。

　ゆったりとした揺ゆり籠かごのようなリクライニングチェアも、意識をぼんやりと霞かすませる効果があったに違いない。

　夜明けを迎むかえたホール内が、朝焼けの演出として徐じよ々じよに明るさを取り戻もどしていく。

　他ほかの観客が感想を語りながら席を立ち、ホールを出て行くのはわかるのに、紫苑はなかなか動くことができない。

　手の甲こうで目元を擦こすっていると、リクライニングチェアを立った徳永が笑いながら右手を差し出してきた。

「寝ねてた？」

「いえ、頑がん張ばって抗あらがいました。……寝ちゃいそうなくらい、気持ちよかったけど」

「ヒーリング効果があるから、寝ている人も多いよ。頑張らなくてもよかったのに」

「……もったいない」

　徳永の手に自分の左手を重ねながらぽつりと口にした紫苑に、徳永は「はは、確かにそうか」と笑って引っ張った。

　立ち上がった紫苑がふらつきそうになるのを予見していたのか、肩かたを抱だかれて身体からだを支えてくれる。

　ホールを出ると、閉館の準備をしているプラネタリウムのロビーを抜けて駐ちゆう車しや場に向かう。

　車のロックを解除した徳永は、当然のようにドアを開けて紫苑をエスコートすると運転席に回り込んだ。

　徳永の車の助手席に、いつの間にかすっかり馴な染じんでしまった。

　最初の二、三回は落ち着かなくてそわそわしていたのに、今は車窓の風景を楽しむことができるほどだ。

　エンジンを始動させた徳永は、車に搭とう載さいされた計器からの光に腕うで時ど計けいを翳かざして時間を確かく認にんする。

　スピードメーターやガソリンの残量を示す目盛り、紫苑にはよくわからない計器のところにはわかりやすい時刻表示もあるのに、自分の腕時計で時間を確認するのは癖くせなのだろう。

「遅おそくなったな。これ以上の夜遊びは止やめておこうか。紫苑を連れて行きたかった日本酒バーは、次の機会だな」

「……ん」

　小さくうなずくと、ゆっくりと車が走り出してガランとした駐車場を出た。

　徳永が今日は帰ろうと言うのなら、紫苑は従うしかない。自宅でマイペースに筆を握にぎる紫苑とは違い、徳永のほうが多た忙ぼうだろう。いろんな人に会わなければならないと思うし、紫苑と『レンタル恋こい人びと』になってからは一度もないようだが、年に何度も外国に行っているらしいと言葉の端はし々ばしから察せられる。

　徳永が身を置く世界は、紫苑のものより遥はるかに広く……仕事でもプライベートでも、たくさんの人と接している。

　先日、海の中のようなバーで話しかけてきた透麻という人も、女性がこのところ徳永に誘さそってもらえないと苦情を零こぼしていたと、口にしていた。

　誰と誰が親しかろうと、自分には関係ないし……他人の交友関係など気にしたこともなかったのに、徳永はどれくらいの人をこうして自家用車に乗せたのだろうと、考えても仕方のないことが頭に浮うかぶ。

　だから、なに？　それを気にして……なんの意味がある？

　また、もやもやとした奇き妙みような塊かたまりが胸の内側に集まってきて、瞼まぶたを震ふるわせた紫苑はそっと唇くちびるを嚙かんだ。

　祖父と話した後に感じたものとは、少し違ちがう。でも、これまで自分が感じたことのない気持ち悪さだ。

　夜道を滑なめらかに走る車内の静せい寂じやくを、不意に徳永の低い声が破った。

「紫苑」

「はっ、はい？」

　自意識に深く沈しずみ込んでいた紫苑は、ビクッと顔を上げて視線を泳がせる。眠ねむっていたわけではないけれど、突とつ如じよ夢から引き戻されたみたいな気分だ。

　徳永は正面を見み据すえたまま、言葉を続けた。

「今日は、いつにも増して口数が少ないな。……つまんない？」

「え、っと……そうかな。つまらなくは、ない。プラネタリウム、面おも白しろかったし……」

　自分では普ふ段だんと同じように振る舞まっているつもりだ。でも、徳永は異なる空気を感じ取ったらしい。

　やはり、この人は勘かんがいい。

　紫苑が黙だまっていても、かつての同級生のように「なにを考えているのかわからない」とか「機き嫌げんが悪いのか？」と倦けん厭えんするのではなく、紫苑から自身の思いを表すことのできる言葉を巧たくみに引き出す。

　だから、徳永の傍そばにいるといつになく肩の力が抜けてしまうのだろう。

　ただ、忘れてはいけない。

　徳永が紫苑に気を回してくれるのは、『期間限定のレンタル恋人』だからなのだ。紫苑の情じよう緒ちよを育てることは仲ちゆう介かいしている画えのために必要なだけで、紫苑に個人的な感情があるわけではない。

　あの画さえ完成すれば、徳永との『レンタル恋人』期間も終わりだ。初めから、そういう約束だった。

　徳永が当然のように構ってくれるせいで……そんなことを、忘れかけていた。

「やっぱり、少し変だな。具合が悪いんじゃないだろうな」

「違う。なんともない」

　ぎこちなく首を振り、徳永の気き遣づかいを突つっぱねる。

　徳永が、よそ見することのできない運転中で……しかも車内が薄うす暗ぐらくて、よかった。

　グルグル思考を巡らせる自分が、どんな顔をしているのかわからないのだから、徳永には見られたくない。

　紫苑自身も気づいていない胸の内側まで見み透すかされて、知りたくないことまで引きずり出されてしまいそうだ。

　紫苑の異変は感じているようなのに、それ以上深追いしようとしないのは徳永の気遣いだろう。

　話しかけてくることなく車を走らせ続けて、ゆっくりと停車する。

　信号にしては、停車時間が長い？　と不思議に思った紫苑が顔を上げると、見慣れた門もん扉ぴが目に映り、驚おどろいた。

「あれ……？」

　いつの間に、自宅に着いていたのか……思考の波に漂ただよっていたせいで、気がつかなかった。

　徳永は、ハッと顔を上げてきょろきょろする紫苑を、運転席から眺ながめていたようだ。

　笑えみを含ふくんだ声で、話しかけてくる。

「やっと気がついた？　家に着いたこともわからないくらい、一いつ生しよう懸けん命めいになにを考えていたのかな？」

　ぼんやりとしていた紫苑が到とう着ちやくを知り、驚く様子を黙って観察していたらしい徳永は、少し人が悪い。

「ごめんなさい。ぼんやりしてただけで、特に……なにってことは」

　言葉を濁にごすと、笑いながら「謝らなくてもいい。可愛かわいかったけど」と手を伸のばしてきて、紫苑のシートベルトを外す。

　街灯の光がわずかに差し込むだけの車内は薄暗くて、視界がハッキリしない。けれど、間近に迫せまる端たん整せいな顔は紫苑の目に明確に捉とらえられて、トクンと心臓が鼓こ動どうを速めた。

　紫苑がどぎまぎしていることに気づかないのか、運転席に身体を戻もどした徳永が落ち着いた声で言葉を続ける。

「次に、紫苑を誘えるのは……週末かな。休日前だから、今度こそ日本酒バーに……」

「あ……柳之助が休日前なら、お願いしたいことが……ある」

　自分の膝ひざに視線を落としてポツリと口にすると、徳永がこちらに身体を向けるのが視界の端はしに映った。

「うん？　紫苑がそんなことを言うのは、初めてだな。どんなことでも叶かなえてあげるから、どうぞ」

　クスリと笑いながら楽しそうに促うながされ、思いつきを言葉にしようとした紫苑は……どんな言い方をすればいいのか迷い、唇を引き結んだ。

　どんなことでも叶えてあげるなどと、簡単に言う。紫苑が、とんでもない要望を突きつけたら、どうするのだろう。

「もう……一ヵ月、経たった。時間がもったいないし、早く描かき上げたいから……回りくどいことをせずに、してほしい」

　紫苑が言葉を切ると、沈ちん黙もくが漂う。徳永がどんな顔をしているのか、知りたいのに確かめるのは少し怖こわい。

　膝を睨にらみつけていた紫苑が、意を決して顔を上げようとしたところで、大きな手に肩かたを摑つかまれた。

「あ……」

「自分がなにを言ってるか、わかっているのか？　俺は、誘い……というより、挑ちよう発はつと捉えるけど」

　顔を隣となりに向けた紫苑と視線を絡からませた徳永は、これまでになく険しい表情でこちらを見ていた。

　怒おこらせるような発言だったのだろうか。どんなことでも叶えると、言ってくれたのに。

　言い方が悪かったのかと戸と惑まどう紫苑は、答えを待つ徳永にポツリと返す。

「わかってる」

「本当に？　俺は、紫苑が望んだって言い訳をもらったら、今までみたいな子供相手のスキンシップと変わらない接せつ触しよくで終わらせるつもりはない」

　紫苑の頭を両手で挟はさみ込んだ徳永は、ジッと目を見据えて脅おどすように言い放つ。

　そんなふうに言えば、紫苑が怯ひるんで「やっぱりやめる」と逃にげ出すのではないかと期待しているようだ。

「柳之助は、いつも僕のこと子供扱あつかいするけど……成人した男だ。欲求が薄うすいだけで、なにも知らないわけじゃない。……柳之助が嫌いやなら、他ほかの人に頼たのむ」

　紫苑の台詞せりふに、徳永はスッと目を細め……初めて見る表情を浮かべた。

　薄明かりの中、視界がぼんやりしていても、徳永が全身に纏まとう空気が温度を下げたことは伝わってくる。

「他の人に頼む？　どこで、どうやって？　……誰だれに？」

「それは……今から調べる」

　その質問の答えは、用意していなかった。

　どこで、どうやって、誰に頼むのか。

　わからないというのが本音だが、正直に告げるのはなんだか悔くやしくて、視線を泳がせながら曖あい昧まいに言い返す。

「今から調べる、か」

　ふっと息をついた徳永は、また紫苑が初めて目にする……皮肉の滲にじむ笑みをうっすらと浮かべた。

「わかった。紫苑がそのつもりなら、遠えん慮りよはヤメだ。金曜日の夜……外がい泊はくする旨むねを伝えて出ておいで」

「…………」

　身を強こわ張ばらせた紫苑の唇を親指で辿たどり、「返事は？」と目を覗のぞき込んでくる。　>>>♥

　これまでの徳永とは、違ちがう。

　物知らずで頼たよりない紫苑に、仕方なさそうに苦く笑しようして手を差し伸べるのではなく、袋ふくろ小こう路じに獲え物ものを追い詰つめた肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつさせる。

　逃がさないと、鋭するどい目が語っていて……でも、紫苑はもともと逃げるつもりなどない。

「そうする」

　うなずいた紫苑に、徳永の表情がわずかに変わる。

　全身に纏っていた険しい空気が散り散りになり、どこかが痛いのを我が慢まんしているように目を細めて紫苑から視線を逸そらす。

「週末、十九時くらいになるかな……迎むかえに来る」

「うん……」

　ハンドルに手をかけてフロントガラス越ごしに前方を見み据すえる徳永は、もう紫苑と目を合わせようとしない。

　先ほどの会話の中で、紫苑のなにかが気に障さわったらしいと予想はついても、それが『なに』なのかがわからない。

　それでも、一いつ旦たん運転席を出て助手席側に回り込み、ドアを開けて紫苑が車を降りるのをエスコートする。

　車体にもたれかかり、紫苑が通用口の扉とびらを開けて敷しき地ち内に入るのを見届けようとするのも、これまで通りだ。

　ただ……振ふり向いた紫苑が軽く会え釈しやくをして扉を閉める、その時まで目を合わせてくれなかっただけで。

　いつもなら微び笑しようを浮うかべて紫苑に手を振る徳永が、今夜は硬かたい表情のまま腕うでを組んで車の脇わきに立っていた。

「なんで？　だって……柳之助も、いつまでも僕なんかに構っていられないだろうし……お役ご免めんになるなら、そのほうがいいだろ」

　足元に視線を落として照明を絞しぼった庭を歩きながら、ぽつぽつと独り言を零こぼす。

　紫苑との『レンタル期間』が終われば、お荷物から手が離はなれたとばかりに清々するはずだ。

　耳を澄すましても、エンジン音の静かな徳永の車はまだそこにあるのか既すでに去っているのかわからない。

　扉を閉める直前に視界に入った……街灯に照らされる硬い表情の横顔が、目に焼きついているみたいで、胸の奥が鈍にぶい痛みを訴うつたえる。

「……なんで？」

　短く零した同じ言葉は、自分の胸がシクシク痛むことの理由を問うたのか……本人に尋たずねることのできなかった、徳永の表情に対する疑問なのか。

　紫苑にはどちらの答えも見つけられなかったし、ここには両方の答えを知っているはずの徳永もいない。

　どうして、こんなに苦しいのかもわからなくて……庭の真ん中で立ち止まった紫苑は、長くそこから動くことができなかった。
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　紫苑を『デート』に誘さそう時の徳永は、いつも顔を合わせてから「今日は植物園に行こう」と計画を語ったり、目的地に着くまで秘密にしていて驚おどろく紫苑を見て楽しそうに笑ったり……紫苑が事前に知らされることは、ほとんどなかった。

　でも、今夜は違う。

　昼食後に台所で片づけをしている祖母に「外泊する予定」を伝え、自室で準備を整えると……徳永が迎えに来ると言っていた十九時を、ジリジリしながら待った。

　やけに時間の進みが遅おそく感じて、時計を目にした回数は数え切れない。

　日にち没ぼつを迎えると更さらに焦しよう燥そう感かんに駆かられてしまい、十八時半になる前にバッグを肩にかけて庭に出た。

　庭から窺うかがった祖父の部屋は、窓の障子越しに淡あわいオレンジ色の間接照明の光だけが確かく認にんできる。

　少しずつ衰おとろえている祖父の目は、現在では日中であってもほとんど視力が利きかないのだから、夜になれば視界はほぼ闇やみに包まれるはずだ。天てん井じように備わっている古めかしい照明器具の明かりでは、点つけていても意味がないのかもしれない。

　いつまでも、世間を誤ご魔ま化かし続けることは不可能だろう。

　今でも、紫苑を伴ともなっていても危あやういことのある祖父の足取りに、不自然さを感じている人はいるはずだ。

「五十川犀星が、筆をおく日は……僕も一いつ緒しよに消えるのかな」

　祖父が描かけないとなれば、依い頼らいしてくる人もいなくなる。

　そうなれば、自分はどこに行けばいい？

　庭に設置された外灯の光に右手を翳かざしてぼんやり眺ながめていた紫苑は、門のすぐ外で車のタイヤが道路の小石を踏ふむ音に気がついて、ハッとした。

　きっと、徳永の迎えだ。夜でよかった。雑多な音が多い昼間なら、耳に届かなかったかもしれない。

　小走りで庭を駆けた紫苑は、通用口の木戸をあけて表に出る。思った通り、見慣れた徳永の車が停とまっていた。

　運転席のドアが開き、車を降りた長身に向かって声をかける。

「こ、こんばんは。お待たせしてすみません」

「……いや、たった今着いたばかりだ。それに、十九時まであと十五分もあるよ。急ぐ必要も、謝ることもない」

　驚いたように紫苑を振り向いた徳永は、ゆったりとした大おお股またで助手席側に回り込んできてドアを開ける。

「ありがと……ございます」

　変に緊きん張ちようして、徳永の顔を見られない。紫苑は、ぴょこっと頭を下げて目を合わせられないことを誤魔化すと、車に乗り込んだ。

　紫苑がきちんとシートに収まったことを確認してドアを閉めた徳永は、所作のすべてに普ふ段だんと変わらない余よ裕ゆうを漂ただよわせている。

　この先を考えて意識しているのは、紫苑だけ……らしい。

「夕食は？　済ませたかな」

「……はい」

　車を発進させながら尋ねてきた徳永に、噓うそをついてしまった。

　時間的には、祖父母と共に夕食の席に着くこともできた。でも、喉のどを通りそうになかったし……これから徳永と食事をするのも、きっと無理だ。

「俺も夕方の打ち合わせの時に軽く胃に入れているし、空腹を感じたらその時になにか取ればいいか」

　紫苑に話しかけていたのか、独り言だったのかはわからない。

　どちらにしても、紫苑は相づちを打つことさえできず、胸むな元もとでバッグを抱かかえている腕に力を込めた。

「……珍めずらしいね、バッグ」

　車を走らせながら徳永がポツリと零した言葉は、今度は確実に紫苑へ尋ねたものだ。

　いつもなら、紫苑の持ち物はスマートフォンと財さい布ふのみだ。ボトムスのポケットに収まるので、手ぶらで動いている。

「着き替がえと、パジャマと、タオルと……歯ブラシとか、いろいろ……外がい泊はくセットが」

　ぽつぽつ答えると、徳永の左ひだり腕うでがビクッと震ふるえるのがわかった。

　なにか、変なことを言ったのか？

　恐おそる恐る横顔を窺うと……笑っている。

「ご、ごめん。あんまり可愛かわいいものだから。せっかく準備してきてくれたけど、残念ながら、それらの出番はないかもなぁ」

　どうして？　と聞き返すことはできなかった。今ここで聞かなくても、そのうちわかるだろうと……口を噤つぐむ。

　どうやら、外泊の機会など滅めつ多たにないせいで悩なやみながら揃そろえた紫苑の準備は、不要なものだったらしい。が、徳永が笑ってくれて車内の空気が少し軽くなったので、無む駄だではなかったと思うことにしよう。

　どこに行くのか尋ねることもできず、無言で車窓の風景を眺める。徳永も、紫苑に話しかけてくることなく無言でハンドルを握にぎっていた。

　渋じゆう滞たいに巻き込まれることなく都心を離れて、目につく高層ビルの数が減り……幹線道路を外れたかと思えば、高い塀へいに囲まれた敷しき地ちに入っていく。

　守衛の詰つめ所だろうか。小屋の脇で一いつ旦たん停車したけれど、徳永はスーツ姿の男性と短く言葉を交かわしただけで再び車を動かした。

　徐じよ行こうで進む小道の脇には立ち木が並び、幹のあいだからは敷地に点在する和風の建物が見え隠かくれしている。

　紫苑の住む祖父母宅の周辺も庭園のあるお屋や敷しきが多いけれど、ここは公園のような広さだ。花木が豊富で、小道がいくつも枝分かれしていることからも、徳永と共に訪おとずれた動物園を思い出す。

　しばらく奥に向かっていた徳永は、左側に延びる枝分かれした道に車を進ませて土つち壁かべの建物の前で停まった。

　屋根は板いた葺ぶきで、出入り口らしい扉とびらは木製で……茶室に似ている。ただ、一いつ般ぱん的な茶室よりは大きな建物だ。

「ここ……」

　紫苑のつぶやきは、徳永にまで聞こえないかとも思ったけれど……さほど時間を置くことなく、徳永が口を開いた。

「まぁ、秘密基地、とでも言っておこうかな。プライバシーは完かん璧ぺきに守られていて、こちらから呼ぶまで誰だれも来ない。国の偉えらい人が、誰にも知られたくない相手といい話や悪い話をするのに使ったり……秘密の恋こい人びとと密会したい時にも、ね」

　意味深な言い回しだが、意味するところはなんとなくわかった。会合やら逢あい引びきやらの、密会のみを目的とした場所らしい。

　エンジンを切った徳永は、運転席を降りていつものように助手席側に回り込み、ドアを開ける。

　背中を屈かがめると、シートに座ったままの紫苑を覗のぞき込むようにして微び笑しようを浮うかべた。

「どうする？　今なら、引き返せるけど。ここに入ったら……逃にがしてあげられない」

「……逃げない」

　徳永を見上げて言い返した紫苑は、シートベルトを外してドアを塞ふさぐように立っている徳永を押し退のけると、自らの足で車外に出た。

　静かだ。虫の音が耳に入るだけで、それ以外の音はまったく聞こえない。敷地内のどこかに、他ほかにも自分たちのような人がいるのかどうかさえわからない。

　プライバシーは完璧に守られる、と言った徳永の言葉は確かなのだろう。

「これ、いらない？」

「……ああ」

　尋たずねた紫苑は、徳永がうなずくのを確認すると、抱えていたバッグを助手席のシートに置いて車のドアを閉める。

　小さく吐と息いきをついた徳永は、言葉もなく紫苑に右手を差し出し……紫苑も無言で、その手に自らの手を重ねた。







《八》







　そこは、不思議な空間だった。

　外観からは茶室に似ているという第一印象を受けたが、内部は一般的な茶室よりも広い。表から見るよりも奥行きがあり、檜ひのき造りの浴室と二揃いの寝しん具ぐが整えられた六畳じようほどの寝しん室しつとなっている。

　壁かべが円く切り取られたかのような格こう子し窓からは、一枚の画えのように竹林が目に入った。外部との視覚的接せつ触しよくを遮さえぎる役目にもなっており、非日常的な空気を一層高めている。

　旅館とも異なるこの空間は、正しく密会のためという目的に特化したものだ。

　徳永に先を譲ゆずり、続いて浴室を使った。籠かごに用意されていた浴衣ゆかたを纏まとって寝室に足を踏ふみ入れた紫苑は、並べられた寝具の枕まくら元もとに座り、盆ぼんに載のった酒器を前に一人で猪ちよ口こを手にしている徳永を目にしてつぶやいた。

「……なんでだろ」

　竹と和紙で作られた照明は、淡あわい橙だいだい色いろの光を放っている。

　その明かりの中、紫苑と揃いの藍あい染ぞめの浴衣を身に着けた徳永は、身体からだの造りが自分のように薄うすく貧相ではないせいか見み惚とれるような美び丈じよう夫ふだ。色素の薄い髪かみの色や外国の血が混じっていることが一目でわかる顔立ちからも、洋館のほうが似合いそうな容姿なのに、純和風の空間に違い和わ感かんなく馴な染じんでいた。

　紫苑が動こうとしないせいか、

「おいで」

　顔を上げた徳永は、所在なく立ち尽つくしている紫苑を手招きする。

　おずおずと近づいて畳たたみに膝ひざを突ついた紫苑の前で、もう一つの切り子硝子ガラスでできた猪口に酒を注ついだ。

　その猪口を差し出され、無言で受け取った紫苑は躊躇ためらいなく口をつけた。

　あまり酒に強くはないと、自覚している。でも、喉のどがカラカラに渇かわいていて……なんでもいいから、潤うるおしたい。

　幸いなのは、洋酒よりは日本酒のほうが馴染みのあるものだということだ。最近は控ひかえているけれど、以前は祖父の晩ばん酌しやくに申し訳程度ながらつき合っていた。

「……いろいろ、お膳ぜん立だてが調ととのえられている」

　漆うるし塗ぬりの盆に猪口を置いた紫苑は、そろりと室内を見回してつぶやく。手酌で自分の猪口に酒を追加した徳永は、微笑を滲にじませてそのつぶやきに答えた。

「恋人との逢おう瀬せに、と伝えてあるからね。内ない緒しよの会合を目的とした建物だと、もう少し無機質だよ。出入り口は複数あるし、他の利用者と鉢はち合あわせることがないように配はい慮りよされている。万が一不測の事態が起きて顔を合わせることがあっても、互たがいに見て見ぬふりをするのが暗あん黙もくの了りよう解かいだ」

　密会用と会合用、どちらも利用した経験がある……という口くち振ぶりだ。

　野や暮ぼな質問を口に出すことはできず、自ら注いだ酒をひと息で飲み干した徳永の喉のど元もとに視線を当てる。

　猪口を盆に戻もどした徳永は、紫苑の手をゆるく握って唇くちびるの端はしをほんの少し吊つり上げた。

「……落ち着いているね」

「そう、かな。よくわかんない」

　今の自分が落ち着いている状態なのかどうか、わからない。

　ただ……手首に絡からむ徳永の手、湯上がり直後の紫苑と比べれば少しひんやりとした指が、心ここ地ちよかった。

「なにをするか、わかってない……わけじゃないよな？」

　紫苑の反応を見み極きわめようとしてか、徳永がジッと見下ろしてくる。

　紫苑は、ものすごく知識があるわけではないが、まったく知らないこともない……と、どう説明すればいいのか迷い、曖あい昧まいにうなずいた。

「知ってる、って言ったはずだ。……春画とかには、過激なものも結構ある。蛸たこと交接していたり、複数人で睦むつみ合っていたり、張り型とか道具を使っていたり……昔からいろんなの、見てきた」

　同性間の行こう為いがどのようなものか、スマートフォンで検けん索さくするという方法もあったかもしれないが、紫苑は敢あえてそれをしなかった。

　徳永が、教えてくれると言ったから……。

　だから、紫苑の知識は画や書物からのものに偏かたよっている。それらが正しいか否いなかなど、知りようもない。

　ぽつぽつと乏とぼしい知識を語った紫苑に、徳永は苦く笑しようを浮かべてうなずいた。

「ああ……江え戸ど時代の人って、娯ご楽らくが少ないせいか性に対する探究心が、現代人より旺おう盛せいだよなぁ。さすがにそれは、ってことでも果か敢かんに挑いどんでる。でも、蛸との交接とは違ちがうってことだけは、言わせてもらおう」

「わか……ってる」

　手首にあった徳永の手がスルリと浴衣の袖そで口ぐちから差し込まれ、肘ひじあたりにまで這はい上がる。勝手に身体が震ふるえて、指を手のひらに握にぎった。

　いくらなんでも、徳永に触ふれられることが蛸との交接と同列に並べられるわけがないと、それくらいは紫苑でも承知している。

「こっちに移ろうか」

　寝具を視線で指した徳永に、声もなく小さくうなずく。

　膝立ちになった徳永が、整えられた上うわ掛がけを捲めくり上げる様子をぼんやり見ていると、手を引かれて長い腕うでの中に抱だき寄せられた。

「想像通り、紫苑は和装が似合うな。脱ぬがせるのがもったいない」

　腰こしのところで結んだ帯を少しだけ緩ゆるめられて、浴衣の襟えりを背中側に引き下ろされる。剝むき出しになった首筋に唇を押しつけられ、ビクッと肩かたを強こわ張ばらせた。

　肌はだが、やけに鋭えい敏びんになっているみたいだ。そっと、唇を押しつけられただけなのに……ざわざわする。

「僕は、どうしたら……いい？」

　徳永の真ま似ねをすればいいのかと、浴衣の帯に手を伸のばす。

　思うように結び目を解ほどけないのは、きっちり結ゆわれているせいなのか、自分の指先に力が入らないせいなのか……どちらだろう。

「なにもしなくていい。俺が教えてあげると言っただろう？」

「で……も、ぁ」

　肩に引っかかっていた浴衣が更さらに滑すべり落ちて、かろうじて残っている帯のところで止まる。

　徳永の指が胸むな元もとに押し当てられるのを、淡い光の中でぼんやりと見下ろした。

「肌が熱いな。俺の手、冷たくない？」

「少しだけ。それが気持ちいい、から……そのままでいて」

　火ほ照てる肌に、ひんやりとした徳永の手は心地いい。だから離はなさないでほしいと、徳永の手首をそっと握る。

「無意識、なんだよな。……参ったな」

　ふっと息をついた徳永は、苦い笑えみを浮うかべている。

　なにか変なことを言ったか、してしまったのだろうかと不安になり、徳永の手首に絡んでいた指を離した。

「あの、ごめんなさ……い」

「違う。謝らなくていい。理性を繫つなぎ止めるのに、ちょっと……なんとか」

　視線を天てん井じよう付近に泳がせた徳永は、抱き寄せた紫苑の背中をゆっくり撫なでて手のひらを押し当てる。

　そのまま支えながら、敷しき布ぶ団とんに身を横たえさせられた。

「このほうが楽だろ」

　確かに、敷き布団が全身を受け止めてくれるので、ふらつきそうだった身体が安定してホッとする。

　徳永を見上げた紫苑は、「でも」と一つだけ不満に感じることをつぶやいた。

「柳之助が、遠くなった」

「……だから……っ、いや、もういいか。勝手にさせてもらう」

　軽く頭を振ふった徳永は、苦い調子で言いかけていた言葉を切って紫苑の胸元に手を置いた。

　手のひら全体で肌を撫で……指が、胸の突とつ起きに引っかかるのが気になる。

　何度も、何度も……二本、いや三本の指が順番に同じところを往復するのは、わざとだとしか思えない。

　自分でも、意識して触れることのないそこを執しつ拗ように弄いじられるのは、奇き妙みような感覚だった。

　皮ひ膚ふが薄いせいか、ヒリヒリする。指が通過するたびにビクビクと身体からだが勝手に震えてしまい、恥はずかしい。　>>>♥

「っ、ん……柳之助、そこ……もう、痛……い」

「指だと、強すぎるかな」

　小声で訴うつたえると、胸元にあった手が離れていく。ホッとしたのは僅わずかな間で、指とは異なる感かん触しよくに包まれてビクッと身体を震わせた。

「ゃ……ッ柳之助、なに」

「これだと、痛くないだろ」

「ない、けど……ッ」

　視界の隅すみに、ふわふわ揺ゆれる淡あわい色の髪かみが映る。

　咄とつ嗟さに伸ばした手に触れるのも、サラリとした徳永の髪で……胸元に感じる濡ぬれたものが徳永の舌だと、言われなくても察せられる。

　痛いと思っていたのに、これは……違う。

　では、なんだろう？

　気持ちいいとか悪いとか、そんな言葉では言い表せそうにない奇妙な感覚だった。

　ただ、身体の熱が上がったのは確かで……吐はく息まで熱っぽい。

「あとで、こっちも同じようにしてあげるから……どう感じているのか、隠かくさないでね」

　いつの間にか、左右の膝ひざのあいだに徳永の脚あしが割り込まれている。その脚のつけ根……なんとなく熱が滞とどこおっていた身体の中心に、徳永の手を感じた。

「っ！」

　布越ごしに手を押しつけられただけなのに、大きく震えた脚がシーツの上を滑すべり、過か剰じように反応する自分への羞しゆう恥ちに顔が熱くなる。

　耳の奥で、ドクドクと心臓の鼓こ動どうが荒あれ狂くるっている。徳永に触れられるたびに、自分の身体がこれまでと違うものになるみたいで、怖こわい。

　怖い……のに、嫌いやだと……止やめてほしいとは思わない。

「僕、どこか変……かも」

「なんで？　紫苑は、どこもかしこも綺き麗れいだ。らしくなく、触れるのに躊躇ためらうくらい……ね」

「あ、ッ……っん」　>>>♥

　乱れた布を搔かき分けて、徳永の指が腿ももの内側を撫で上げる。ゾクゾクと、一いつ瞬しゆんで全身の産うぶ毛げが逆立った。

　心臓が、ドキドキしすぎて苦しい。

　耳の奥で響ひびく動どう悸きが、うるさい。

　吐く息が熱くて、喉のどがヒリヒリする。

　自分の身体ではないみたいだ。

　どこに意識を集中させればいいのかわからない。徳永の手や口づけの感触だけがやけにハッキリしていて、それ以外がなにもかもあやふやになる。

「泣きそうな顔。これ以上触さわられるのは、嫌か？」

「違ちがっ……う。全部、柳之助の手……キスも、気持ちい……から。困る」

「……困ることはないだろう。もっと、乱したいくらいだ。ここも、そうして欲しいって……待ってる」

「や……ぁ、あっっ」

　もっと？　無理だ、と。

　言葉にすることは、できなかった。徳永の手が、布越しではなく、直じかに屹きつ立りつに触れてきたせいで。

　困るのに、止めてほしいわけではない。

　そうして欲しいと、望んでいる？

　徳永が言うのなら、そうかもしれないし……やっぱり、よくわからない。

　紫苑が初めて身に受ける、熱に浮かされたような惑わく乱らんの中……徳永の存在だけが確かなものだった。
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　背中が……あたたかい？

　全身がぬくもりに包まれているみたいで、気持ちいい。

　明らかにいつもの目覚めとは違っていて、不思議に思いながら目を開けた。

「……ん？」

　目の前に伸びる腕うでは、長さも太さも間違いなく自分のものではない。ビクッと身体を震ふるわせると同時に、頭の後ろから低い声が聞こえてきた。

「起きた？　おはよう」

「え……あっ！」

　慌あわてて身体の向きを変えた紫苑は、自分が徳永の腕の中で眠ねむっていたらしいことにようやく気付いて上半身を起こす。

　寝ね覚ざめ直後に勢いよく起き上がったせいか、クラリと立ちくらみに似た症しよう状じように襲おそわれて目の前が暗くなった。

　紫苑に続いて身体を起こした徳永が、肩かたを抱だいてふらつく身体を支えてくれる。

「急に起きたらダメだよ。……憶おぼえてる？」

　そっと背中を撫でながら問われて、唇くちびるを震わせた。

「……忘れるわけ、ない」

　正確には、一瞬で思い出した。この腕の中で、自分がどんな痴ち態たいを曝さらしたのか……最後のほうは、記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　ただ、きちんと浴衣ゆかたを身に着けているので、徳永が整えてくれたに違いない。

「すみません。……着き替がえます」

　顔を俯うつむけて徳永の腕から身を離はなすと、脱ぬいだ服は……浴室の脱だつ衣い所の籠かごに入れたのだったと、立ち上がった。

　徳永に目を向けることはできず、ゆっくりとした足取りで脱衣所に向かう。

　頭がふわふわしている。

　身体のあちこちに、徳永に触ふれられた余よ韻いんが漂ただよっているみたいだ。

「……ぁ」

　顔を上げると、洗面台に備えられている大きな鏡が目に入った。そこに映る自分を直視できなくて、目を逸そらしたまま急いで着替える。

　徳永は、自分の服をあちらに移動させていたのだろう。紫苑が着替えを済ませて部屋に戻もどると、ネクタイを締しめているところだった。

　紫苑に気づいたのか顔を上げ、目が合いそうになったところで視線を逃にがす。

「どこかで朝食を取って、送って行こう」

「いえ……真っ直すぐ、帰ります」

　今の状態で、徳永と顔を合わせて朝食など、想像でも無理だ。水でさえ、喉を通りそうにない。

「わかった」

　紫苑の答えに短く返してうなずいた徳永は、衣え紋もん掛かけに吊つるしてあったジャケットに袖そでを通して車の鍵かぎを手にする。

　まともに顔を見られない。徳永の雰ふん囲い気きもいつになく硬かたくて、自分たちのあいだに奇き妙みような緊きん張ちようが漂っているのを感じた。

　建物の外に出ると、頭上から降り注ぐ眩まぶしい朝あさ陽ひに目を細める。夜とは様相が異なっているけれど、人の気配や音がなく、静かなことに変わりはない。

　徳永が開けたドアから助手席に乗り込むと、シートに残していたバッグを手にしてシートベルトを着用する。バッグを両手で胸むな元もとに抱くと、自分の膝に視線を落とした。

　ゆっくり走り出した車内でも、徳永は無言だ。紫苑が黙だまり込むのはよくあることだが、徳永が口を噤つぐんでいるのは珍めずらしい。

　結局、一言も話しかけてくることなく……気がつけば、自宅前に停車していた。

「……ありがとう、ございました」

　ボソッとつぶやいてシートベルトを外した紫苑の右手を、大きな手がグッと摑つかむ。驚おどろいて顔を上げた紫苑は、運転席からこちらを見ている徳永と視線を絡からませた。

　目覚めてからずっと一いつ緒しよにいたのに、初めて、まともに目が合った。

「俺は、これで用無しか？」

「…………」

　どう答えるのが正解なのかわからず、すぐに言葉が出てこなかった。鋭するどい眼まな差ざしで紫苑を見ていた徳永は、視線を泳がせた紫苑に薄うすい笑えみを浮うかべる。

　これまであまり紫苑には見せたことのない、皮肉の滲にじむ苦く笑しようだ。

「まぁ……いいか。これを糧かてにしてくれて、わずかながらでも君の役に立つのなら、本ほん望もうだ」

「画えは、きちんと完成させる」

　咄とつ嗟さに紫苑の口から出たのは、そんな言葉で……徳永が表情を消した。

　言うべきことを間違えたのだろうかと不安が頭を過よぎったけれど、他ほかになにを言えばいいのかわからない。

「もう、柳之助の手を煩わずらわせないから」

　徳永に、あんなことまでさせてしまったのだ。昨夜ゆうべの行こう為いが、彼の言う『糧』になったかどうかは別として、覚かく悟ごのようなものが定まった。

　なにがあっても、あの画は仕上げなければならない。

「……手を煩わせる、か。俺は、君を連れ回すのは楽しかったけどね」

「…………」

　それは『レンタル期間』が存在したから、ではないだろうか。

　紫苑は、徳永のように世界が広くないし話題も乏とぼしい。

　最初は物珍しさから構ってくれても、そのうち、一緒にいてもつまらないと感じるようになったはずだ。

「お世話になりました。画が完成したら、ご連れん絡らくします」

　次に徳永に逢あうのは、画が完成した時だ。そんな台詞せりふで、敏さとい彼は『レンタル期間』の終しゆう了りようを悟さとったのだろう。

　ふっと息をついて、握にぎっていた紫苑の手を解放する。

「それでは……」

　うつむいてポツリと口にすると、徳永にエスコートされるのを待つことなく、自ら助手席のドアを開けた。

　紫苑が車外に左足を下ろしたと同時に、背中に声をかけられる。

「紫苑。俺は……後こう悔かいしている」

　後悔。

　耳に飛び込んできたそんな一言に、紫苑はビクッと動きを止めた。

　徳永がどんな顔をしているのか確かめるのが怖こわくて、振ふり向くことができない。ただ、後悔していると……そればかりが、耳の奥で反はん響きようしている。

　頰ほおを強こわ張ばらせて動きを止めた紫苑の背に、徳永は静かに言葉を続けた。

「色いろ香かというものは、直接的な快楽を身で知るよりも、恋こい焦こがれる相手を想おもう時のほうが滲み出るものかもしれない。そんな恋こいをしたら、君の画はもっとずっとよくなる。洋画でも、抽ちゆう象しよう画がでも……鉛えん筆ぴつ画がでも」

　徳永の静かな声が語る言葉の意味は、わからなくはない。けれど、自分に当てはまるのかと考えれば、うなずくことができなかった。

　黙り込む紫苑をどう思ったのか、背中の真ん中を軽く叩たたかれて肩を強張らせる。

「最初から、やり方を間違ったか……なんて、今いま更さらだな。紫苑が、俺の中でこんなに特別になるとは思わなかった、というのは言い訳だ。今まで他人に真しん剣けんになることがなく、適当に流してきた……罰ばちが当たったかな」

　どこか、苦いものを含ふくむ声だ。

　ただ、どうして徳永がそんなふうに語るのか、紫苑にはわからない。

　徳永のことだけでなく、自分自身のことさえわからないことばかりで、もどかしい。

「……いつか、君の情熱を込めた画が見られることを楽しみにしている」

　言葉の終わりと同時に、もう一度ポンと背中を叩かれて金かな縛しばりが解けた。

　振り向くことも言葉を返すこともできず、バッグを抱いたままのろのろと車を降りてドアを閉める。

　一歩、二歩……紫苑が離れるのを待っていたのか、ゆっくりと車が動き始めた。

　足元に落としていた視線を上げることができたのは、随ずい分ぶんと時間が経たってからで……徳永の車は、もう完全に見えなくなっていた。

　これで、徳永の設定した『レンタル期間』は終わり……？

「まだ、画は完成してないけど」

　後悔している、とか。

　最初から間ま違ちがえた、という徳永の言葉が頭の中をグルグルと駆かけ巡めぐっている。

　紫苑は徳永から与あたえられるばかりで、なに一つ返すことができなかった。

「あ……れ？　なんだろ」

　不意に視界が滲み、見慣れた景色が霞かすむ。

　忙せわしない瞬まばたきをすると、目め尻じりからぬるい雫しずくが一いつ滴てき頰に伝い落ちた。

「なに？　なんで……？」

　胸の奥が苦しい。

　これきりで、もう……徳永に笑いかけてもらえない。

　あのぬくもりを感じることもできないのかと思えば、身体からだの中を冷たい風が吹ふき抜ぬけるみたいだ。

「わか……んない」

　心臓を握られるような胸の痛みも、身体中で感じる寒さのわけも、紫苑にはわからない。

　教えてくれるとしたら、徳永しかいないのに……それも叶かなわない。

　苦しくて、苦しくて、きちんと立っていられるのが不思議なくらい頭の中が真っ白で……でも、蹲うずくまって我の世界に閉じ籠こもるのは違う。

　わからないと言い訳ばかりして、逃にげ出してはいけないと強く拳こぶしを握る。

　自分に残されたもの。

　徳永のために、できることは……たった一つだ。

「描かこう。あれを、きちんと仕上げよう」

　そうしなければ、もう二度と徳永の前に顔を出すことはできない。　>>>♥

　こよなく美しいと言ってもらえるように描き上げて、徳永に無む駄だな時間ではなかったと思ってもらわなければならない。

　それが、貰もらってばかりだった紫苑が、徳永に唯ゆい一いつ返せるものだ。

　顔を上げた紫苑は、唇くちびるを引き結んで大きく一歩を踏ふみ出した。

　きっと今なら、あの画の遊女の迫はく力りよくに気け圧おされることもなく向き合うことができる。







《九》







　祖母に呼ばれて自室を出たのはいいが、徳永が待っている応接間へと向かう紫苑の足取りは重い。

　数歩歩いては、立ち止まり……足元に視線を落として、小さく息をつく。

「紫苑さん」

　不意に祖母に名前を呼ばれて、ビクッと顔を上げた。

　廊ろう下かを曲がったところで足を止めていた祖母が、紫苑の前まで歩を進めてくる。

「ちょうどよかった。お茶を、お持ちしようと思っていたところなのよ」

「あ……はい。こちらでいただきます。ありがとうございます」

　にこにこ笑いながらそう言われては、断ることなどできない。湯気の立つ茶ちや碗わんと干ひ菓が子しの載のった漆うるし塗ぬりの盆ぼんを受け取ったからには、廊下でぐずぐずし続けることもできず……応接間に行かなければ。

　紫苑にお茶を託たくして台所に踵きびすを返しかけた祖母が、なにやら思い出したかのように動きを止めた。

「ねぇ、紫苑さん。徳永さんには、紫苑くんに気を遣つかわせたくないから秘密に……と言われていたのだけれど、やっぱり黙だまっていられないわ。一昨昨日さきおとといのお茶菓子と、お花……徳永さんから、紫苑さんへと言付かって頂いたものなの。きちんと、御お礼れいをお伝えしておいたほうがいいと思って……」

「え……」

　祖母の言葉に、目を瞠みはって絶句する。

　一昨昨日の、と祖母が口にした『頂きもの』は、バターたっぷりのフランス菓子と淡あわい紫むらさき色いろの花束だった。

　日本茶にも合うお菓子は美味おいしかったけれど、洋菓子を頂くのは珍めずらしいな……と感じたのでよく憶おぼえている。

　そして、何故なぜか祖母が「紫苑さんのお部屋に飾かざればいいわ」と言って、ガラスの花か瓶びんに活いけてくれた可か憐れんな花。

　あの花が、紫苑の名前と同じものだと……徳永が贈おくり主だというのなら、きっと知っていて選んだのだ。

　思い草という別名や、『遠方にある人を思う』という花言葉まで知識にあったのかどうかは、わからないが……。

「このところの紫苑さんは、自室に籠りきりでお仕事をされていたでしょう？　先生もだけど……徳永さんも、紫苑さんが根を詰つめ過ぎていないかと心配してくださっていたわ。秘密だと言われていたのに、紫苑さんにお話ししてごめんなさいと謝っておいてくださいね」

「……はい」

　ぼんやりとうなずいた紫苑は、盆を持つ両手にギュッと力を込めた。

　あんな別れ方をしたのに、徳永は多少なりとも紫苑を気にかけていてくれたらしい。

　……嬉うれしい、と。心臓がトクトクと鼓こ動どうを速める。

　ほんの少し前までは顔を合わせづらいと思っていたのに、真逆に心が方向転てん換かんした。唇を嚙かんで躊躇ためらいを手放した紫苑は、応接間に真っ直すぐに足を向ける。

「失礼します」

　声をかけて応接間の襖ふすまを開けたのはいいけれど、まともに徳永の顔を見ることはできない。

　そっとテーブルにお茶を置いて、向かい側の座ざ布ぶ団とんに腰こしを下ろした。

「お待たせして、申し訳ございませんでした」

「いや……」

　たった一言、低い声を耳にしただけでドクンと心臓が大きく脈打った。なにより、すぐ傍そばに徳永がいる……その気配にも、ドキドキが加速する。

　紫苑だけが意識していて、徳永は依い頼らい品の引き受けという義務のために、仕方なくやって来たのかもしれないけれど……。

　膝ひざの上で握にぎった拳こぶしに視線を落としていた紫苑は、徳永が来る前に用意しておいた風ふ呂ろ敷しき包みを横目で見み遣やって顔を上げる。

　せっかく祖母が用意してくれたものだが、お茶に手をつける気になれず、テーブルの隅すみに茶ちや托たくごと寄せた。

　徳永も紫苑と同じように茶托を脇わきに寄せたから、早々に用を済ませて退席したいのかもしれない。

　祖母に頼たのんでしまおうかと散々迷い、ようやく決心してスマートフォンを手にした紫苑が連絡した際も、事務的に『では、明日の午後にお伺うかがいします』と淡たん々たんとした声で答えるのみだったのだ。

「あの、こちらを……ご確かく認にんください」

　座布団の脇に置いてあった風呂敷包みをテーブルの上に載せると、徳永の視線を感じながらゆっくり薄布を開く。

「額がく縁ぶちは、依頼された方にお渡わたしする前にそちらでご用意してくださるとのことでしたので、剝むき出しのまま失礼ですが……」

　額に入れていないので、木製のパネルに張ったままの状態だ。装そう飾しよくの一いつ切さいない武骨なものだが、徳永はなにも言わずに視線を落とした。

　一分……二分、身み動じろぎ一つせずテーブルに置いた画えを凝ぎよう視ししている。表情もないので、徳永が画を目にしてなにを思っているのか、読み解くことができない。

　紫苑の中で不安がどんどん膨ふくらみ、喉のどがカラカラに渇かわくのを感じる。

　気に入らないだろうか。今の自分が持つものを、すべて注ぎ込んだつもりなのだが……。

　息苦しくなるほどの沈ちん黙もくが続き、強く握った手のひらに爪つめが食い込む。胸の内側で、ドクドクと激しい動どう悸きが響ひびいていた。

「……予想外だ」

　ぽつりとつぶやいた徳永の声に、紫苑は慌あわてて顔を上げた。

　ここを訪おとずれてから、一度も紫苑と目を合わさなかった徳永が真っ直ぐにこちらを見ていて、否いや応おうもなく視線を絡からませることになる。

　あの日から一週間。

　これまでになく画と向き合う時間に集中していたせいか、あっという間に日が経たったように感じていた。

　久々に逢あった徳永は完全なビジネスモードで、紫苑とのことなどなかったかのようによそよそしい空気を漂ただよわせていた。

　祖母から聞いた差し入れが本当に徳永からのものなのか、その真意も……尋たずねることができないほど、淡々としている。

　だから、紫苑も『忘れた』と自身に言い聞かせて、平然として見えるように努めていたのに……徳永と目を合わせた途と端たん、あの夜に時間が巻き戻もどったような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　徳永と視線を交かわした紫苑は、どんな顔をしているのだろう。

　不安が胸の中いっぱいに膨らみ、弾はじけそうになったところで徳永が口を開いた。

「これは、参ったな」

　短くつぶやき、ふっと表情を緩ゆるませる。

　その言葉が意味するものは、なんだろう？

　最初に、「予想外」だと口にして……じっくり見み詰つめた後は、「参った」と。

「あの……仕上がりがお気に召めさないようでしたら、改めて描かせてください。僕が至らなければ他ほかの方に依頼し直したいと思われるかもしれませんが、これは僕が……いえ、五十川犀星にやらせていただきたいです」

　無様な申し出だと、自分でも思う。不快に感じて、「もう結構だ」と席を立たれる可能性もある。

　けれど、この画だけはどうしても自分の手で描き上げて、徳永に引き渡したかった。

　懇こん願がんする紫苑は、必死な顔をしているはずだ。徳永は、どんな反応を示すのか……息を詰めて答えを待つ。

　数分の沈黙が、一時間にも二時間にも感じた。

　ジッと紫苑を見ていた徳永が、ようやく口を開く。

「そんなに、不安そうな顔をしないでくれないか。可か哀わい想そうで……可愛かわいくて、いじめて泣かせたいのか抱だき締しめたいのか、自分でも混乱する」

「……？」

　それは、どういう意味だろう。

　かすかな苦く笑しようを滲にじませた徳永の言葉の意味も、その心中も、鈍どん感かんな紫苑には汲くむことができない。

「吉よし原わらの遊女をモチーフにした、古い映画を知ってる？　あれを思い出すな」

「……知りません」

　紫苑は、知らない。それに喩たとえられるのは、いい意味だろうか。それとも、よくない意味なのか？

　困こん惑わくと不安が交こう互ごに押し寄せて、徳永を見詰める紫苑は縋すがるような目になっていたかもしれない。

　深く息をついた徳永が立ち上がり、テーブルを回り込んで紫苑の左側に移動してくる。

　すぐ傍そばに徳永の存在を感じる緊きん張ちように続き、既き視し感かんが押し寄せてきた。

　この場で、同じように徳永がテーブルを回り込み、紫苑の隣となりに座ったことがあった。

　あれは……そうだ。

　徳永を『レンタル恋こい人びと』に、と言い出した時だ。

「これを描いている時、紫苑はなにを考えていた？」

　声が近い。肩かたが触ふれ合いそうなほど傍に徳永がいると実感して、心臓が鼓こ動どうを速める。

　これ、と徳永が指差したテーブルの上の画を目に映した紫苑は、心に浮うかんだものをポツリと答えた。

「柳之助の……こと」

　それしか、考えていなかった。

　髪かみや頰ほお、身体からだのあちこちに触れた徳永の手と……この手で触れた徳永のこと、そのぬくもりばかりを思い起こしていた。

「こんなに一いち途ずで、熱っぽい告白は……初めてだな。負けた」

　そう言いながらギュッと手を握にぎられて、慌てて徳永に顔を向ける。

　思ったより近くに端たん整せいな顔があり、反射的に身を引こうとしたけれど……微び笑しようを浮かべた徳永に、唇を重ねられるほうが早かった。

「な……に」

「真っ白な子に、ワルイことを教えてやろう……娯ご楽らくや快楽を知ったらどう変わるのか、なんて、興味と面おも白しろ半分な考えで連れ回していたつもりだったのにな。自分で仕し掛かけた罠わなに、見事にかかった気分だ」

　徳永の語る言葉は、なにを意味しているのだろう。

　その表情は自じ嘲ちようの笑えみとしか思えないが、罠に落ちたなどと言いながら紫苑を見る綺き麗れいな瞳ひとみは、優やさしい。

「全然わかってない顔だな。……紫苑が好きだよ。それは、君から俺への想おもい……愛の告白だろう？」

「アイノコクハク？」

　オウム返しにした紫苑は、ポカンとした顔になっているはずだ。

　だって、徳永が「愛の告白」なんて言うから。その言葉の意味は、さすがに紫苑でも知っている。

　けれど、自分が……徳永に？

　もう一度、心の中で「愛の告白」とつぶやき、間近に迫せまる徳永の瞳を見み据すえていると……突とつ然ぜん顔面に血が集まるのを感じた。

　顔……だけでなく、身体中が熱くなる。

「な、なに……僕が、柳之助……のこと」

「あれ、たった今自覚したのか？」

　ふっと表情を緩ませた徳永が、紫苑を両りよう腕うでの中に抱だき込む。硬こう直ちよくした紫苑は、耳のすぐ近くで徳永の声が続けるのをぼんやりと聞いた。

「……ごめん。きちんと順序を踏ふまなかったことを、後こう悔かいしてる。好きだと言ってから、こうして触れるべきだった」

「ごめんは、いらない」

　徳永に見捨てられたような気分になった際の「後悔している」は、今、語ってくれた意味だと思っていいのだろうか。

　紫苑は世間知らずな子供で、人の感情にも自分の想いにも鈍感だから、徳永に背を向けられなければわからなかった。

　今も、徳永に指し摘てきされてようやく『好き』を自覚したのだ。

「もう……二度と、柳之助に触さわってもらえないと思ってた。他の人に頼たのむなんて、噓うそだ。柳之助じゃない誰だれかに、触りたいとも触ってほしいとも思わない。全部、柳之助だけ……」

　広い背中を抱き返して、ここにいてもいいのかな……と精いっぱい想いを伝える。

　紫苑が告げた言葉の数々は、たどたどしい、拙つたないものだったはずだ。

　それでも徳永は、大切そうに……ギュッと両腕の中に抱いてくれる。

「君に頼みがある」

「……うん」

　徳永が、頼み？

　徳永が紫苑に、ではなく……自分が徳永にできることなど、なにがあるのだろうか？

　不思議に思いながら「なに？」と聞き返した紫苑に、徳永は腕の力を抜ぬいて抱き込んでいた紫苑を少しだけ離はなした。

　視線を絡からませると、軽く唇くちびるを触れ合わせてくる。まばたきした紫苑に、ほんのり笑みを浮かべて『頼み』を口にした。

「うっかり、この場で暴走しそうだ。おばあ様に、外出することと……外がい泊はくすると、伝えてきて」

　どういう意味だと聞き返すのは、野や暮ぼの極きわみだろう。

　首筋をスッと撫なで下ろし、シャツの襟えり元もとからほんの少し指先を潜もぐり込ませてきた徳永に首を竦すくませて……小さくうなずいた。

　このまま、もっとくっついていたい。離れたくないと思っていた。

　徳永も同じなら……嬉うれしいだけだ。
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　もう二度とないだろうと思っていた、徳永の車の助手席に身を収めるのは、なんとも言えずくすぐったい気分だった。

　どこに向かうのかと思えば、紫苑を自宅から連れ出した徳永が車を停とめたのは、背の高いビルの地下駐ちゆう車しや場だ。

「……ここって……？」

　紫苑のつぶやきには答えず、運転席を出た徳永は助手席側に回って来てドアを開ける。無言で差し出された手に、そろりと自分の右手を重ねた。

　ロックのかかる音を背中で聞くと、徳永に手を握られたまま整然と車が並んでいる駐車場を歩く。

　エレベータホールに辿たどりつくと、上向きのボタンを押した徳永がようやく口を開いた。

「俺の自宅があるマンション。自分のテリトリーに引っ張り込んで、じっくり紫苑を味わおうと思って」

　紫苑を見ることなく言い放った徳永は、握った手に少し力を込める。そうやって、紫苑の反応を見み極きわめようとしているのかもしれない。

「柳……」

　柳之助の好きにしていい、と返そうとした瞬しゆん間かん、徳永のものらしい電話の着信音が鳴り響ひびいた。

「ごめん。確かく認にんする」

　低く断って上着のポケットからスマートフォンを取り出した徳永は、画面に目を落としてチッと舌打ちをする。

　左手は紫苑の手を握ったまま、エレベータに乗り込みながら右手で耳に押しつけた電話に応答した。

「なんだよ。ああ？　……あ、悪い。日をずらしてもらえないかなぁ。……いや、そうじゃなくて……火急の用が、……ってわかった。透麻に任せる。あー……きちんと話すって。うん。……じゃあ切るぞ」

　トウマ、と呼びかけたということは、相手は紫苑も顔を合わせたことのある男だろう。徳永と、やけに親しそうだった。

　早々に通話を終えた徳永は、

「もう誰も邪じや魔まするなよ、っと」

　そう独り言を口にして、スマートフォンの電源を落としてしまったらしい。ポケットに仕し舞まい込む横顔は、やけに晴れ晴れとしている。

　でも……大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

「柳之助、なんか……用があった？」

　問いかけた紫苑をチラリと見下ろすと、上じよう昇しようが停まって開いた扉とびらから廊ろう下かに出る。

　人の気配がない静かな廊下を、徳永に手を引かれるまま歩きながら、もう一度「柳之助」と呼びかけた。

「大丈夫。気にしなくていいよ。今の俺には、紫苑より大事な用はない。……少しばかり、あいつに借りができただけだ」

　それは、大丈夫とは言わないのでは。

　声には出さなかったけれど、表情に出ていたのかもしれない。

　長い廊下の突つき当たりのドアの前で足を止め、カードを翳かざしてロックを解いた徳永が、紫苑の手を離して肩かたを抱だき寄せる。

「滅めつ多たにない、俺の我が儘ままを聞いてくれてもいいだろう。透麻も……紫苑も」

　紫苑から見た徳永は、いつも余よ裕ゆうのある大人だ。我が儘という単語とは無む縁えんで、不思議な気分だった。

「そんなふうに、言われたら……」

「言われたら？」

「ダメって、返せない」

　続けて、困る……と小さくつけ加える。どんな我が儘だろうと、すべて受け入れたくなってしまう。

　紫苑を困らせていながら、徳永は嬉しそうな笑えみを浮うかべた。

「それ、違ちがうシチュエーションで聞きたいな。俺、こんなに堪こらえ性しようがなかったかなぁ」

　苦いものを含ふくんだ声でそう言った徳永は、扉を開け放したままの玄げん関かん先さきで立ち尽つくしている紫苑に顔を寄せて、小声で続ける。

「それでも、ここまで我が慢まんしたんだ。余裕がなくてみっともないけど、このまま……寝しん室しつに直行していい？」

　甘ったるい笑みを浮かべた徳永にそんなふうに誘さそわれて、嫌いやだと言える人間などいるのだろうか。

　抗あらがう術すべのない紫苑は、ふらりとうなずいて間近にある徳永の唇に自分の唇を触ふれさせた。

　一分、一秒でも早く触れたいのは、自分も同じだと伝えるために。










　夕方というには早い時間だ。

　まだ明るい外の光が、薄うすいカーテン越ごしに差し込む。

　ぼんやりとした橙だいだい色いろの光しかなかったあの夜とは違い、徳永の目になにもかも曝さらけ出してしまう。

　大きなベッドの上で、やたらと手て際ぎわよく着ている服を剝はぎ取られた紫苑は、所在なさに膝ひざを抱かかえて身を丸くした。

　可能な限り身を縮める紫苑とは違い、徳永は堂々としている。隠かくす必要のない、しっかりとした大人の男の身体からだなのだから当然か。

「どうして、小さくなってるの？」

「は、恥はずかしいから」

　そんなふうに答えること自体が、恥ずかしい。

　徳永を意識しすぎて、自分でもどうかしているのではないかと思うほど顔が熱くなる。

　紫苑の答えに、徳永は不思議そうに言い返してきた。

「……一度、全部見てるけど」

「それでもっ」

　理由など、紫苑自身にもわからないのだ。逆に、あの夜はどうして平然と徳永の前に身を投げ出すことができたのか、不思議になる。

　うつむいた直後、膝を抱えている手を徳永に取り上げられた。

「あ……」

「それだけ、特別に俺を意識しているってことだな。喜ばしい限り」

　ふっと嬉しそうに笑い、紫苑の肩を摑つかんでベッドに押し倒たおす。身体がゆったりと受け止められて、慣れない寝ね心ごこ地ちに居たたまれなさが増した。

　どうしよう。大して触れられないうちからこんなにドキドキしていたら、心臓がもたないのではないだろうか。

　心臓が忙せわしなく脈打ち、指先の細い血管にまで血が駆かけ巡めぐっているのを感じる。

「本当に俺のものにするけど、いい？」

「本当……に？」

　紫苑を見下ろした徳永の、どこか奇き妙みような言い回しに、首を傾かしげて聞き返す。

　気まずそうな……紫苑にあまり見せることのない表情を浮かべた徳永は、躊躇ためらいがちに紫苑の疑問に答えた。

「あの夜は、完かん遂すいしていないんだ。紫苑の心がないのなら、俺の好きにしてはいけないんじゃないかと……なけなしの、俺の良心ってやつかな」

「……してない？」

　紫苑には、なにをどうすれば完遂になるのかわからない。

　あの夜でさえ、未知のあれこれにきちんとついて行くことができず、記き憶おくが途と切ぎれ途切れになっているのだ。

　徳永の言う『完遂』という状じよう況きようで、自分がどうなるのか怖こわい。でも、あれより先があるのなら……知りたいとも思う。

「いい、から」

　そろっと手を伸のばして、徳永の髪かみに触れる。おずおずと頭を抱き寄せると、徳永の真ま似ねをして首筋に唇くちびるを押しつけた。

「柳之助が、全部教えてくれるって言った。僕は……柳之助がすることなら、なんでもいい」

　想おもいを伝えると、徳永が息を吞のみ、わずかに身体を強こわ張ばらせる。

　耳元で、咎とがめるように「紫苑」と呼びかけてきた。

「……挑ちよう発はつしないでほしいな。俺の理性は、自分で思っていたより脆もろいらしい。加減、できなくなる」

「加減なんて、いらない」

　誘ゆう惑わくの術など、知らない。

　なにが挑発になるのかも、わからない。

　でも、いつも余裕を漂ただよわせている徳永から理性を手放させることができるのなら、なんでもしてみようと、大きな手に触れられた際の記憶を探さぐり出す。

　胸むな元もとに手のひらを押し当て、ゆっくり肌はだを撫なで……ピクッと肩を震ふるわせた徳永が、……笑った？

「っくく……ごめん。くすぐったい」

「なんか、違う？　僕は柳之助に触さわられたら、頭がふわふわして……心臓がドキドキする。あっという間に、身体中が熱くなるのに」

　きっと、触り方が違うのだろう。

　徳永の手に触れられた記憶を手た繰ぐり寄せようとしていたのに、胸元に押しつけていた手を摑んで引き離はなされた。

「じゃあ、俺に触らせて。不器用に触ってくれるのも嬉うれしいけど、今日は俺が紫苑に触りたいから……」

「ぁ！」

　お返しとばかりに、徳永が紫苑の胸元に手を這はわせる。

　肌を撫でる手の動きは、そう変わらないはずなのに……徳永のように、「くすぐったい」と笑えない。

　奥歯をきつく嚙かんでいないと、吐と息いきと一いつ緒しよに妙みような声を漏もらしてしまいそうだ。

「声も、聞かせてほしいんだけど……まぁ、いいか。我慢なんか、できないようにしてしまえばいいんだな」

　紫苑が奥歯を嚙み締しめて耐たえていることは、徳永には手に取るようにわかるらしい。

　独り言のようにそうつぶやくと、胸元にあった手が脇わき腹ばら……腰こし骨ぼねを辿たどり、下腹部にまで滑すべり落ちた。

「っ、ん……ん」

　目を閉じていても、瞼まぶた越ごしに明るい光を感じる。反応の一つ一つを、すべて徳永に見られていると思うだけで脈みやく拍はく数が跳はね上がる。

　徳永の手が動くたびに、身体がビクビクと震えるのを止められない。

「ここは、触ったの……憶おぼえてるだろう？　こっちも、指だけは……ね。ただ、この先は、気持ちいいだけじゃないだろうから」

　言葉に添そって、徳永の手が脚あしのあいだに割り入れられ……わずかに反応しかかった屹きつ立りつを指先で撫でて、その奥にまで触れてくる。

　熱に浮かされたような時間のことは、記憶が曖あい昧まいだ。随ずい分ぶんといろんなことをされたようにも思うし、改めて説明されてもよくわからない。

　ただ、徳永が手加減していたらしいのは確かで、それは紫苑の望むものではなかった。

「なんでも、いい。柳之助なら、全部、いいって……わかる」

「いや、あんまり信しん頼らい……期待しないでほしいんだけど。責任重大だな」

　紫苑は急せいた気分で両手を伸ばしているのに、徳永は苦く笑しようする余よ裕ゆうがあるのか。

　そう思っただけで、じわっと不安が広がる。

「柳之助、は……し、したくない？」

「まさか。……泣かせるよ。これ、紫苑のそこに入れるんだけど……怖いだろ」

　紫苑の手を摑んだ徳永は、自らの下腹部にその手の甲こうを押しつけて、脅おどすように口にする。

　徳永が言っていた『この先』が……ようやく、ぼんやりとながらわかった。

　でも、怖くはない。絶対に泣かない……とは、断言できないけれど。

「……いい」

　睨にらむように徳永の目を見み据すえて短く答えた紫苑は、この手を離さないからな……と思いを込めて広い背中を抱だき寄せた。

　力いっぱいしがみついていると、徳永が苦笑交じりの声で「紫苑」と名前を口にする。

「くっついてくれるのは嬉しいけど、残念ながらこれじゃなにもできない。もう少し後で、またお願いしてもいいかな」

「あ……」

　促うながされるまま腕うでの力を抜ぬくと、徳永が少しだけ上半身を起こす。紫苑を見下ろす端たん整せいな顔に、仕方なさそうな微び笑しようを滲にじませていた。

　呆あきれている雰ふん囲い気きではないことを確かく認にんして、ホッと肩かたの強張りを解く。

「ど……すればいい？」

　徳永の手を煩わずらわせるばかりなのは、嫌いやだ。

　紫苑も、徳永に心地よさを返したいのだと伝えるために、なにかできることはないのかと問いかける。

「うん……ちょっとだけ待ってて」

　紫苑を残してベッドを下りると、ベッド脇わきにある読書灯や本が積み上げられている小さなテーブルを探り、なにかを手にして戻もどってくる。

　銀色のチューブ……塗ぬり薬のようなものだ。

「そんな不安そうな顔をしなくても、変なものじゃない。自宅に誰だれかを連れ込むなんてことはないから、専門のものじゃなくて申し訳ないが……手て荒あれの時にもらった保湿クリームが役に立つな」

　ぼんやりと見ている紫苑の目の前で、チューブの中身を指の腹に搾しぼり出す。両手の指を擦こすり合わせて馴な染じませると、紫苑の膝ひざのあいだに身体からだを割り込ませた。

　これでは、脚を閉じて逃にげることができない……と思った時には、徳永の指に屹立を包み込まれていた。

「ッ、ん……」

　徳永の指であることは変わらないのに、やけに滑りがいい。保湿クリームのせいで、濡ぬれた音が聞こえてきて頰ほおが熱くなるのを感じる。

　さほど必要を感じないせいで自分でも滅めつ多たに触ふれないけれど、たまに手を伸ばした時の感覚とは全然違ちがう。

　熱が一気に広がり、全身が燃えるように熱くなる。

「よさそうだ。……そのまま、力を抜いてて」

「え……、ぁ、あ！」

　片方の手は屹立を包み込んだまま、もう片方の手が開かれた脚の奥にまで滑り込み……ほとんど抵てい抗こうなく、後こう孔こうに指を挿そう入にゆうされるのを感じた。

「まだ中指だけだから、大だい丈じよう夫ぶだろう？」

「ン……」

　決めつけた言い方をされて、どうなれば大丈夫じゃなくなるのかと聞きたいのに、声が出ない。

　身体の内側で、徳永の指の存在を感じる。

　ゆっくり抜き差しされると違い和わ感かんは確かにあるのに、滑りがいいせいか不快というほどでもない。

　この感覚をどう捉とらえればいいのか、戸と惑まどうばかりだ。

「人差し指も足すよ」

　ゆっくり出て行った指が、予告通り倍の質量になって戻ってくる。

　今度は確かな異物感に襲おそわれて、奥歯を嚙んだ紫苑はビクリと身体を震わせた。

「歯を食い縛しばったらダメだ。ほら、こっち……」

「ぁ！　あっ……ン」

　紫苑の意識を逸そらすためか、屹立に触れている指にじわりと力を込められる。

　薄うすれかけていた快楽の種火を煽あおられて、嚙み締めていた顎あごから力が抜けた。そうして身体の力を逃のがしたところで、根元まで挿入された二本の指をゆっくりと動かされる。

「あ、ッ……ゃ、なんか……」

「気持ち悪い？」

「わかんな……い。でも、柳之助の指、だから……たぶん、いい」

　快と不快のあいだを、振ふり子のように忙せわしなく行き来している。

　境界がぼやけて、混じり合い……でも、どちらも徳永の指だとわかっているから、紫苑が身に感じるものは『いい』はずだ。

「柳……助、なら……なんでも、いいんだと思う、から」

　手加減も、遠えん慮りよもしなくていい。

　そう訴うつたえると、徳永の指の動きが止まる。

　どうかしたのか尋たずねる前に、抜けるギリギリまで引き出されて、すぐさま根元まで突つき入れられた。

「あ！　っ、ぁ……ッ！」

　ビリッと微び弱じやくな電流のようなものが背筋を駆かけ上がり、小さく身体を震ふるわせる。

　なんだった？　まだ、皮ひ膚ふの表面がピリピリしているみたいだ。

　戸惑う紫苑の耳に、低くつぶやく徳永の声が聞こえてきた。

「……わかった」

「な……ぁ、あっっ！　ゃ……そ、こ」

　なにがわかったのか、尋ねかけた言葉が、上うわ擦ずったものに変わってしまった。

　さっきと同じ……違う、もっと大きな痺しびれるようななにかが、全身を駆け巡めぐる。紫苑が意図することなく、粘ねん膜まくが徳永の指を食はむように締しめつけて、そこにあることを確かめているみたいだ。

「ゃ、柳之……助、ゃあ！　ぁ……っ」

　紫苑が、衝しよう撃げきに大きく身体を震わせたことは当然知っているはずなのに、徳永は無言で指を抽ちゆう挿そうさせる。

　頭の中、真っ白になる。

　勝手に身体が震えて、突き入れられた指を貪どん欲よくに味わうかのように粘膜が徳永の指に絡からみつき……心臓が激しい鼓こ動どうを刻んでいるのを感じた。

「やだ、や……」

　震える手で徳永の腕を摑つかむと、カリカリと爪つめを立てる。けれど指先に力が入らないので、引っ搔かくというよりくすぐっているだけのようなものだ。

「泣くほど嫌？　やめようか」

　紫苑を翻ほん弄ろうする指の動きを止めた徳永に、抑おさえた声で止やめるかと尋ねられ、夢中で頭を左右に振った。

「違……う。指、じゃなくて……」

　これで終わりだなどと、紫苑も思っていない。

　徳永が示した『この先』を、忘れてなどいないのだ。

「い、入れたい。柳之助……の。僕も、柳之助を全部知りたい……から」

「……ごめん」

　低く口にした徳永が、埋うずめていた二本の指を引き抜く。

　痛いくらいの力で膝を摑まれ、これまでより大きく脚あしを割り開かれて……コクンと喉のどを鳴らした。

　ドクドクと耳の奥で響ひびく激しい動どう悸きを感じながら、震える息を吐はく。

　指とは比ひ較かくにならない、圧あつ倒とう的な存在感と熱を押しつけられ……ビクッと背中を反らした。

「ッ、……っん、ぅ……ぁ！」

　喉の奥で息が詰つまる。

　じわじわと身の内を侵しん食しよくされる未知の感覚に、握にぎり締めた手が震えた。

　嫌だ……なんて、言わない。コレの正体を、知っているから。自分を傷つけるものではないと……わかる。

「紫苑。おい……大丈夫か？」

　名前を呼ばれ頰を撫なでられて、きつく閉じていた瞼まぶたを押し開いた。

　ぼんやりとした視界に映るのは、眉まゆ根ねを寄せ、不安と心配をごちゃ混ぜにした表情でジッと見下ろしてくる徳永の端整な顔……。　>>>♥

「へ……いき」

　内側も、密接した肌はだも……全身が徳永に満たされている。

　苦しいのは確かなのに、それが泣きたいくらい嬉うれしくて、顔を覗のぞき込んでくる徳永に無理やり笑えみを浮うかべた。

「すごい……。柳之助で、いっぱい、に……なって、る」

　荒あらい息の合間になんとか伝えると、徳永は眉み間けんの皺しわを深くして「煽るな」と苦い口調で零こぼした。

　紫苑は感じるままを伝えただけなのに、どうして苦しそうな顔をしているのだろう。

「柳之助、は？　僕のこと、感じる……？」

「ああ。……熱い。紫苑に抱だかれているみたいだ」

「ふ……っ、よか……た」

　貰もらうばかりでなにも与あたえられなかった自分が、わずかながらでも徳永にお返しできているのならそれでいい。

　そう安あん堵どして身体からだの力を抜ぬいた途と端たん、ゆっくりと身体を揺ゆさぶられて喉を反らす。

「あっ、ぁ……ッん」

「俺の理性を突き崩くずすのは、紫苑だけ……だ。っ……際限なく、欲が出る。丸まる吞のみしたいくらい……」

　薄く目を開くと、熱っぽく潤うるむ目でこちらを見下ろす徳永と視線が絡んだ。

　焼き尽つくそうとするかのような眼まな差ざしに、ゾクゾクと背筋が震える。

「全部、柳之助の……だから」

　喰くい尽くされてもいいのだと、両手を伸のばして熱い身体に抱きつくことで想おもいを伝える。

　身体も、頭の中も……なにもかもが満たされる淫いん靡びな甘さに沈しずみ、熱に溺おぼれながら徳永だけを感じ続けた。







《十》







　ようやく熱が冷めかけて、心臓が平素の鼓動を取り戻もどす。

　痺れるような余よ韻いんが肌のあちらこちらに残っているけれど、さすがに再燃する余力はないはずだ。

　どこにも力が入らなくて、ベッドに四し肢しを放ほうり出した紫苑を腕うでに抱き込んだ徳永が、髪かみに指を絡ませながら口を開いた。

「紫苑には申し訳ないんだけど、あの画えは封ふう印いんだな。依い頼らい主に渡わたすのは、躊躇ためらわれる」

「やっぱり……ダメかな。僕じゃ、荷が重い……」

　徳永が食い入るように見み据すえていた画を思い浮かべて、不合格かと表情を曇くもらせる。

　紫苑が肩かたを落としたことがわかったらしく、徳永が「そうじゃない」と一ひと房ふさ髪を引っ張る。

　顔を上げた紫苑と視線を絡ませて、言葉を続けた。

「どう言えばいいか、情念が籠こもり過ぎている。色気過多で、ワイセツだ。それが、俺を想う紫苑のものだと知っているから……他人の目に、曝さらしたくない」

　不安の滲にじむ目で徳永を見ているだろう紫苑に、ぽつぽつと「封印」の理由を語って苦く笑しようを浮かべる。

「俺の、勝手な独どく占せん欲よくだよ。心が狭せまいだろ」

「……よくわかんないけど、柳之助がそう言うなら……あれは『封印』して描かき直す。今なら、何枚でも描けそうだ」

　紫苑の筆には艶つやや色いろ香かが足りないという言葉に縛しばられて、どうしても描けなかったことが噓うそのようだ。

　情を交かわした相手の肌のぬくもり、触ふれられたり触れたりする心ここ地ちよさを、今の紫苑は知っている。

　だから、あの遊女の見据える先にいるのが情夫だと想定しても、憂うれいを含ふくむ視線に込められた熱の意味がわかる。

　肌の熱さを知るが故ゆえの情と、愛いとしさと……割り切ることのできない想いが、切ない。

　もう一度、「描き直す」と口にした紫苑に、徳永は眩まぶしいものを見るかのように目を細めた。

「無む垢くな君が、快楽を知れば……変わると思っていたんだけどな」

「変わってない？」

　少し前まで身体の奥に渦うず巻まいていた、もやもやとした迷いのようなものが、今はすっかり晴れている。

　そのせいで、自分では変わったのではないかと思っていたのに……徳永の目から見れば、変化などないのだろうか。

「いや、変わったところは確かにある。でも、真っ直すぐな目はそのままだ。色香を隠かくした、清純な印象も」

「んっ」

　徳永の指にうなじを撫でられて、ビクッと肩を竦すくませる。

　軽く触れられただけで肌が奇き妙みようにざわつくのは、身の内に滞とどこおる残り火のようなものをイタズラに刺し激げきされたせいに違ちがいない。

　もう余力などないと思っていたのに、徳永の指先一つで呆あつ気けなく呼び覚まされそうになるのは少し怖こわい。

「やだ、指……いつまでも熱が落ち着かない、から」

　徳永に触れられることが嫌いやなのではなく、身にとどまり続ける熱が厄やつ介かいだからと言い訳をして、触れてくる指から逃にげた。

　徳永は、紫苑を追い詰めることなく手を引いて、深い息をつく。

「訂てい正せいする。色香が、隠れていない。こんな君をあいつに会わせたら、一目でなにがあったか看破されるな」

　徳永が苦い顔と声で「あいつ」と呼ぶ相手は、紫苑が知る限りたった一人だ。

　答え合わせをするべく、思いついた名前を口に出す。

「……あいつ。トウマ？」

「そう。……だけど、透麻って呼ばないでくれないか。紫苑の親しげな呼びかけは、あいつには勿もつ体たいない」

　ますます、徳永の眉間の縦皺が深くなってしまった。

　紫苑が呼び方を改めればいいだけなら、そうするけれど……それができない理由がある。

「でも、他ほかにどう呼べばいいのか知らない」

　ごめんなさい、と。

　しょんぼり肩を落とすと、徳永の手が紫苑の髪を撫でた。

「あー……そういえば、そうか。仕方ない。今度、改めて紹しよう介かいしよう。これからも、顔を合わせる機会があるだろうし……隠してもすぐにバレるのなら、自分から早々に白状したほうがマシか」

　顔を合わせる機会があるということは、徳永の隣となりに立つのには不ふ釣つり合いなはずの紫苑を、友人に隠す気がないという意味だろうか。

　きっと、徳永の気き遣づかいで……嬉しいけれど、そこまでは望まない。

「柳之助が恥はずかしいだろうから、隠していい。僕と柳之助は釣り合わないということは、わかってる」

　誰だれに指し摘てきされるまでもなく、それくらいは自覚している。

　経験値も知識も、社会性も……遠く及およばない。並んでいると、保護者と子供みたいな空気が漂ただようだろう。

　自じ嘲ちよう気味に口にした紫苑をよそに、徳永は「え？」と首を捻ひねった。

「恥ずかしい？　なんで？　紫苑が大切な存在であるということを、隠そうとは思っていない。……まぁ、誰だれ彼かれかまわず恋こい人びとだって吹ふい聴ちようして歩く気もないけど。ただ、周囲の人間に、ビジネスパートナーとして認にん識しきしてもらおうとは考えているかな」

　迷いなくそう言った徳永は、なにやら企たくらんでいるような、ほんのりとした笑えみを唇くちびるに浮かべている。

　徳永の考えていることは紫苑には突とつ拍ぴよう子しもないものばかりで、想像もつかない。

　ただ、そのビジネスパートナーという言葉が自分を指すのなら、黙だまって聞き流すこともできなかった。

「ビジネスって？」

「これは、このところずっと考えていた俺の勝手な計画。紫苑が嫌なら、断ってくれても構わないから、とりあえず聞いてくれる？」

「……ん」

　横目でこちらを見ていた徳永は、紫苑がうなずいたことを確かめて、勝手な計画とやらを語り始めた。

「俺の名前で、若手の芸術家を支し援えんするための制度を設けようと思ってる。紫苑が、試験的な第一号だ。メセナというほど、大規模でも立派なものでもなく……個人的な趣しゆ味みみたいなものかな。ついでに紫苑には、多分野の勉強と助手も兼かねて、買いつけとか貸たい与よ交こう渉しように同席してもらおうかな……と。若造が偉えらそうにパトロンを気取るのかと、俺に対する皮肉は言われるかもしれないけど。俺の仕事を知っている人間なら、支援と勉強目的に若い芸術家を連れ歩いても、不自然だと勘かん繰ぐることもないはずだ」

　言葉のあいだずっと、視線は紫苑に当てられている。

　突とつ然ぜん聞かされた『計画』は紫苑には非現実的過ぎて、すんなり頭に入らない。まるで、夢物語だ。

　ぼんやりとしている紫苑に、徳永は言い聞かせるように言葉を続ける。

「一いつ旦たんリセットして、五十川紫苑として一から再スタートすればいい。二十二歳は、なにかを始めるのに遅おそい年ねん齢れいじゃないよ。日本画じゃなくてもいいんだから、いろいろ経験してみて……一番好きだと思えるものを見つけろ。その手伝いを、俺にさせてくれないか」

「……僕のこと、甘やかしすぎ……」

　あまりにも、紫苑に都合のいい話ではないだろうか。

　徳永の傍そばに置いてもらえて、いろんな分野の芸術の勉強をさせてくれて……好きなものをじっくりと探して見つける？

　紫苑がこれまで身を置いていた、狭きよう小しような箱庭暮らしのような生活と違いすぎて、頭がついていかない。

「甘い？　どちらかと言えば、スパルタ式だと思うよ。俺の傍に『五十川』の名前を持つ君がいれば、きっと簡単にバックボーンを知られることになる。今まで言われたことのない汚きたない言葉が、数え切れないくらい耳に入るだろう。それでも、絵画の世界に居続けろって縛りつけようとしているんだから……残ざん酷こくだな」

　自分の言葉に表情を曇らせた徳永は、紫苑から目を逸そらして視線をさ迷わせる。

　残酷だろうか？

　自分でも、他のことをして生きられるとは思えないのだから、徳永は目の届くところで紫苑を護まもろうとしてくれているとしか考えられない。

「僕は、柳之助の傍にいさせてもらえるなら嬉うれしいだけだ。おじい様の身内であることは事実で、変えられないのだから……なんて言われてもいい。ただ……」

　徳永の語った計画に、異論はない。紫苑のほうから、お願いしますと頭を下げなければならないものだ。

　一つ、いや二つ……決して蚊か帳やの外に追い出すことのできない、重要な懸け念ねんがあるだけで。

「なにか気になる？　俺には、隠さないでほしいな」

　濁にごした言葉の続きをやんわりと促うながされて、小さくうなずいた。

「うん……僕が柳之助と一いつ緒しよに、いろんなところに行くなら……家に、おじい様とおばあ様が、二人だけになる」

　さほど詳くわしく仕事内容を知っているわけではないが、徳永は月に何度も国内外を奔ほん走そうしているようだ。

　すべてに付いて行く必要はなくても、助手や勉強中という名目なら紫苑が同どう伴はんするべきで……家を空ける時間が長くなる。

　想像するだけでわくわくする『計画』だが、手放しで喜ぶことはできない。

「もちろん、無下に扱あつかう気はないよ。そちらに関しては……できる限り、援助と必要な手配はさせてもらうつもりだ。介かい護ご福ふく祉し士しの資格を持つ家政婦を派は遣けんしてもいいし、先生たちさえ不快に思われなければご夫ふう婦ふで専門の住居への転居も……っと」

　思案の表情を浮うかべながらも澱よどみなく語っていた徳永だが、ふっと口を噤つぐんで頭を左右に振ふった。

「……勝手に、俺が決めてはいけないか。一度、きちんとした場を設けてご相談だな。紫苑をお預かりしたいと話して、許可も貰もらわなければならない」

　自嘲するような笑みを浮かべて「突つっ走った」と言う徳永に、慌あわてて首を横に振った。

　少なくとも、紫苑よりはずっと現実的な思考をしているし……祖父母のことまで親身に考えてくれているのだと伝わってきて、胸の奥があたたかくなる。

「柳之助は、僕に、もっとたくさん知らない世界を見せてくれようとしているんだな」

　徳永に『デート』と称しようして連れ回された二ヵ月弱の短期間で、紫苑の目に映る世界はどれだけ広がっただろう。

　更さらに、もっと……もっと、今の紫苑にとって無限に等しいくらい広いところへと、連れ出そうとしてくれている。

「そんなに信用しています、って綺き麗れいな目で俺を見たらダメだよ。俺の目の届くところに置いて、君が離はなれていかないように見張るつもりなんだ。紫苑がどの分野を選んでも、その才能まで独どく占せんして……なにもかも、俺だけのものにしようと画策している」

　紫苑の目元を大きな手で覆おおって視界を遮さえぎり、「怖こわいだろ」と続ける。

　怖い……とは、思わなかった。紫苑のほうこそ、徳永のお荷物になるのではないかと不安が込み上げるのみだ。

「柳之助しか見るな、って言うなら……そうするけど」

　目の上を覆う徳永の手の上に、自分の手を重ねてポツリとつぶやく。直後、徳永の指がほんの少し震ふるえて……離れていった。

　瞼まぶたを開くと、目の前に色素の薄うすい綺麗な瞳ひとみがあった。

「噓うそだよ。君の世界を狭せばめたいわけじゃない。こうして時々……俺だけを見て、俺のことだけ感じる時間をもらえればいいかな」

「……時々じゃなくていい」

　いつでも、ずっと……と返した紫苑に、徳永は自分の髪かみをくしゃくしゃと搔かき乱して特大のため息をつく。

「あーあ……白状すると、雛ひなを美味おいしく育てて丸かじりしてやろうと思っていたんだ。それが、あまりにも美しく育ちすぎて、もっと成長した姿を見たい……って欲が出て、食べられなくなったなぁ」

　親指と人差し指で頰ほおをつままれ、その『雛』が自分を指すのだと悟さとった。

　コミュニケーション能力が高くないと自覚している紫苑は、比ひ喩ゆの使われた会話をきちんと頭の中で処理することが苦手だ。

　だから、思い浮かぶまま言い返した。

「僕は、食べても美味しくないと思う……」

「ははっ、いやいや……極ごく上じようでした。ご馳ち走そうさま」

　スルリと剝むき出しの腰こしを撫なでられて、今度は、徳永が言いたいことをうっすらと理解することができた。

　せっかく、ご馳走さまと言ってくれたけれど……こんなものでいいのなら。

「じゃあ、もっと美味しく育つように頑がん張ばる。……でも、どうすればいいんだろう」

　美味しくなる方法などは、さすがに徳永も教えてくれないだろう。

　思い悩なやんでいると、視界の隅すみで徳永が自分の頭を抱かかえる様子が見えた。

「あー……予想を軽く超こえる可愛かわいさとか、勘かん弁べんしてくれ。今のままで充じゆう分ぶん美味しいから、他ほかの人間につまみ食いされないようにだけ気をつけろ」

「わかった。……柳之助以外に、そんな悪あく食じきはいないと思うけど」

　首を傾かしげる紫苑に苦く笑しようした徳永は、もうなにも言うことなく手を伸のばしてきて紫苑の髪に触ふれる。

　髪を触さわられるのがこんなに気持ちいいなんて、知らなかった。それとも、徳永の手だけ特別なのだろうか。

　心ここ地ちよさに目を細めていると、端たん整せいな顔が近づいてきて……味見だろうかと瞼を伏ふせる。

　ふわりとした唇くちびるも、濡ぬれた舌も……徳永の口づけは甘美で、「美味しい」と表現するのもなんとなくわかるな、と睫まつ毛げを震わせた。　>>>♥
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　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。この度たびは、『イタズラな紳しん士しの溺でき愛あいレンタル恋こい人びと』をお手に取ってくださり、ありがとうございました！




　飄ひよう々ひようとした悪いオトナが、無む垢くな子……二十歳はたちを超こえているので子というには育っていますが、精神的にはお子様なので……を好みに育てて美味おいしく食べるつもりが、うっかり好みに育ち過ぎて食べ尽くすのが惜しくなってしまった、という話です。端折はしより過ぎですが、だいたいそんな感じです……。

　そして徳とく永ながは、友人の透とう麻ま曰いわく「ムッツリスケベ」ですが、ムッツリじゃなくて駄だ々だ漏もれになっている気もします。余裕のある大人のふりをしつつ、天然無垢で探究心の旺おう盛せいな紫し苑おんに振り回されて、心理的ボディーブローを食らわされ続ければいいと思います（笑）。

　日本画のことが所々に出ていますが、かなり省略したりごにょごにょ誤ご魔ま化かしたりしていますので、心の中でツッコミを入れていただけると幸いです。浮世絵や絵画関係は奥が深過ぎて、潜ると浮上できなくなりそうでした。




　大変なご迷惑をおかけしました、金かねひかる先生。すごく男前な徳永と、徳永でなくてもワルイコトをしてしまいたくなりそうなくらい可愛かわいい紫苑を、ありがとうございました！　清潔な色気が漂ただよっていて、これはふらりと手を出したくなるよなぁ……仕方ない、と徳永の味方をしたくなりました。




　担当Ｋ様。年始からずっと、電話口でゴホゴホ咳の止まらない聞き苦しい声を聞かせてしまい、失礼いたしました。年々免疫力が衰おとろえている気もしますが、今季のインフルエンザは強きよう烈れつでした。年頭の「今年こそご迷惑をおかけしない」という誓いを早々に破るという体ていたらく……恐ろしくお手を煩わずらわせてしまい、申し訳ございませんでした。仕切り直して、頑がん張ばります。




　ここまで読んでくださって、ありがとうございました。策士のつもりが自らの策に溺おぼれた悪いオトナと、無自覚故ゆえに最強な天然小悪魔の組み合わせを、ほんの少しでも楽しんでいただけると幸いです。

　では、失礼いたします。また、どこかでお逢いできますように！







　二〇一九年　　改元後の一冊目です。新年を迎えるつもりで頑張ります。
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